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医
史
学
関
係
文
献
目
録
　

（
五
十
音
順
）

平
成

17（
2005）

年
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
編

今
回
は

14、
19、

34、
36、

50、
56、

63
に
あ
た
る
文
献
は
あ
り

ま
せ
ん
。

01　
単
行
本

安
藤
優
一
郎
『
江
戸
の
養
生
所
』

P
H

P
研
究
所

大
阪
大
学
医
学
部
第
一
内
科
開
講

100
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

01　
単
行
本

02　
医
学
切
手
・
書
画

03　
医
学
教
育

04　
医
学
用
語

05　
医
師
会
・
学
会

06　
医
史
学
一
般

07　
医
の
倫
理

08　
医
療
器
械

09　
医
療
制
度
史
・
医
療
史

10　
衛
生
・
公
衆
衛
生
史
・
予
防

医
学
史

11　
解
剖
学
史

12　
眼
科
史

13　
看
護
史

14　
寄
生
虫
学
史

15　
教
室
・
大
学
史

16　
軍
陣
医
学
史

17　
形
成
外
科
学
史

18　
外
科
史

19　
細
菌
学
史

20　
産
婦
人
科
史

21　
歯
学
史

22　
史
跡
・
記
念
碑

23　
疾
病
史

24　
耳
鼻
咽
喉
科
史

25　
種
痘
史

26　
獣
医
学
史

27　
書
簡

28　
書
誌
学

29　
小
児
科
史

30　
神
経
学
史

31　
診
断
学
史

32　
整
形
外
科
史

33　
精
神
医
学
史

34　
生
物
学
史

35　
西
洋
医
学
史

36　
生
化
学
史

37　
生
理
学
史

38　
地
方
史

39　
治
療
史

40　
伝
記

41　
伝
記
（
双
）

42　
伝
染
病
史
・
防
疫
史
・
感
染

症
史

43　
東
洋
医
学
史
・
伝
統
医
学
史

44　
内
科
史

45　
皮
膚
科
史

46　
泌
尿
器
科
史

47　
病
院
史

48　
病
跡
学

49　
病
理
学
史

50　
風
俗
史

51　
仏
教
医
学
史

52　
法
医
学
史

53　
放
射
線
医
学
史

54　
本
草
学
史
・
博
物
学
史

55　
麻
酔
学
史

56　
門
人
録

57　
薬
学
史

58　
蘭
学
史

59　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係

史
60　
検
査

61　
そ
の
他

62　
中
国
語
文
献

63　
韓
国
語
文
献

64　
欧
文
文
献
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『
大
阪
大
学
医
学
部
第
一
内
科
開
講

100
周
年
記
念
誌
』

郭
秀
梅
『
金
匱
要
略
私
講
』
中
国
北
京
学
苑
出
版
社

郭
秀
梅
『
素
問
釈
義
』
中
国
北
京
学
苑
出
版
社

京
都
大
学
寄
宿
舎
誌
編
纂
委
員
会
『
京
都
帝
國
大
學
寄
宿
舎
誌
　
明
治

編
』
丸
善
京
都
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

圭
介
文
書
研
究
会
（
編
）『
伊
藤
圭
介
日
記
集
第
十
一
集
　
錦
窠
翁
日

記
（
明
治
九
年
一
月
～
七
月
）』

財
団
法
人
日
中
医
学
協
会
『
日
中
医
学
協
会
二
十
周
年
記
念
誌

JC
』

榊
原
悠
紀
田
郎
『
続
歯
記
列
伝
』
ク
イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版
株
式
会
社

篠
田
達
明
『
徳
川
将
軍
家
十
五
代
の
カ
ル
テ
』
新
潮
社

末
永
恵
子
『
戦
時
医
学
の
実
態
』
樹
花
舎

津
田
喬
子
編
著
『
女
性
医
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
医
系
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
道
し
る
べ
』
真
興
交
易
（
株
）
医
書
出
版
部

中
村
光
夫
『
神
奈
川
の
疱
瘡
神
』

中
村
光
夫
『
牛
痘
啓
蒙
引
札
集
』

中
村
光
夫
『
埼
玉
の
疱
瘡
神
』

中
村
光
夫
『
痘
疹
口
訣
（
五
）
面
部
観
察
之
図
』

名
古
屋
大
学
医
学
部
第
一
外
科
同
心
会
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
第
一
外

科
の
あ
ゆ
み
』

吉
元
昭
治
「
日
本
神
話
伝
説
伝
承
地
紀
行
』
勉
誠
出
版

02　
医
学
切
手
・
書
画

「
医
学
の
郵
便
印
を
求
め
て
（

4）」
池
田
征
一
郎
『

ST
E

T
H

O
SC

O
P

E
』

(180) 3–6

「
沖
縄
甘
藷
伝
来

400
年
祭
　
野
國
總
管
と
儀
間
真
常
」
池
田
征
一
郎

『
ST

E
T

H
O

SC
O

P
E
』

(182) 8–12

「
日
本
赤
十
字
創
立
者
佐
野
常
民
の
記
念
館
を
訪
ね
て
」
池
田
征
一
郎

『
ST

E
T

H
O

SC
O

P
E
』

(179) 8–12

「
英
国
文
化
協
会
の
記
念
切
手
に
描
か
れ
た
医
薬
品
の
化
学
構
造
式
」

伊
藤
良
一
、
川
邊
紀
雄
『

ST
E

T
H

O
SC

O
P

E
』

(180) 7–12

「
切
手
・
医
学
史
を
ち
こ
ち

37　
近
藤
博
士
の
肖
像
画
（

3）」
金
山
知

新
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

212 (4) 265

「
切
手
・
医
学
史
を
ち
こ
ち

38　
ス
ク
リ
バ
没
後

100
年
」
金
山
知
新

『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

212 (9) 831

「
切
手
・
医
学
史
を
ち
こ
ち

39　
ヘ
ボ
ン
生
誕

190
年
」
金
山
知
新

『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

212 (13) 1121

「
切
手
・
医
学
史
を
ち
こ
ち

40–41　
明
治
村
開
村

40
年
（

1–2）」
金

山
知
新
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

213 (4, 9) 273, 826

「
切
手
・
医
学
史
を
ち
こ
ち

42　
岸
田
吟
香
没
後

100
年
」
金
山
知
新

『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

213 (13) 1117

「
切
手
・
医
学
史
を
ち
こ
ち

43　
長
井
長
義
生
誕

160
年
」
金
山
知
新

『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

214 (4) 261

「
切
手
で
医
学
散
歩
〈

337〉～〈
385〉

ベ
ル
ツ
と
ス
ク
リ
バ
（

1）
他
」

金
山
知
新
『

M
edical Tribune』

38 (1–51, 52)

「
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
と
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
に
つ
い
て
」
河
部
康

男
『

ST
E

T
H

O
SC

O
P

E
』

(179) 3–7
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「
錦
絵
「
麻
疹
禁
忌
荒
増
」」
酒
井
シ
ヅ
『

C
L

IN
IC

IA
N
』

(536) 2–5

「「
増
上
寺
五
百
羅
漢
図
」
中
に
描
か
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
足
三
里
灸

治
療
図
（
抄
）」
篠
原
昭
二
、
和
辻
直
、
渡
邉
勝
之
、
水
沼
国
男
、

関
真
亮
、
斉
藤
宗
則
『
全
日
本
鍼
灸
学
会
雑
誌
』

55 (3) 435

「
宮
崎
謙
吉
と
長
与
専
齋
の
書
幅
」
寺
畑
喜
朔
『
北
陸
医
史
』

26 (1) 

47–51

「
日
本
め
ま
い
平
衡
医
学
会
と
医
学
切
手
の
展
示
」
豊
田
守
国

『
ST

E
T

H
O

SC
O

P
E
』

(181) 3–5

「
随
想
　
中
国
の
旅
」
中
村
實
郎
『

ST
E

T
H

O
SC

O
P

E
』

(181) 6–7

「
白
杖
」
山
之
内
夘
一
『

ST
E

T
H

O
SC

O
P

E
』

(182) 3–7

03　
医
学
教
育

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
　
人
を
み
る
医
師
を
育
て
る
―
医
学
史
・
医
哲
学

を
現
代
の
医
学
教
育
に
生
か
す
　
医
の
こ
こ
ろ
を
先
人
の
足
跡
と
社

会
に
学
ぶ
（
抄
）」
相
川
忠
臣
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 177–

178

「
医
学
教
育
改
革
の
原
点
　
占
領
期
の
医
学
教
育
改
革
と
イ
ン
タ
ー
ン

制
度
の
導
入
（
抄
）」
伊
藤
祥
子
『
医
学
教
育
』

36 (Suppl.) 40

「
歴
史
の
足
跡
　
北
海
道
医
学
教
育
史
年
表
（

7–10、
完
）」
小
竹
英
夫

『
北
海
道
医
報
』

(1036–1040) 24–25, 16–17, 12–13, 24–25, 28–

29

「【
歯
科
医
師
の
生
涯
研
修
を
考
え
る
】
歯
科
に
お
け
る
卒
後
研
修
の
変

遷
」
榊
原
悠
紀
田
郎
『
日
本
歯
科
評
論
』

(758) 145–152

「
私
立
日
本
医
学
校
設
立
者
・
山
根
正
次
の
医
学
教
育
の
失
敗
（
抄
）」

殿
崎
正
明
、
唐
沢
信
安
、
岩
崎
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 218–

219

「
共
慣
義
塾
の
研
究
序
説
（
上
）」
中
西
淳
朗
『
日
本
医
事
新
報
』

(4256) 

48–50

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
　
人
を
み
る
医
師
を
育
て
る
―
医
学
史
・
医
哲
学

を
現
代
の
医
学
教
育
に
生
か
す
　
医
学
教
育
の
流
れ
（
抄
）」
福
島

統
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 175–176

「
新
出
の
幕
府
医
学
館
講
書
記
録
（
上
海
図
書
館
所
蔵
）（
抄
）」
町
泉

寿
郎
、
小
曽
戸
洋
、
石
野
尚
吾
、
花
輪
壽
彦
『
日
本
東
洋
医
学
会
雑

誌
』

56（
別
冊
）

167

「
原
病
學
各
論
　
亞
爾
蔑
聯
斯
の
講
義
録
（
第

23–26
編
）」
松
陰
宏
、

近
藤
陽
一
、
松
陰
崇
、
松
陰
金
子
『
三
重
県
立
看
護
大
学
紀
要
』

8, 

13–24, 25–34, 35–47, 49–57

04　
医
学
用
語

「「
感
冒
」
疾
患
名
の
起
源
に
つ
い
て
（
抄
）」
木
村
丹
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』

51 (2) 268–269

「
近
代
初
期
解
剖
学
書
に
お
け
る
筋
の
名
称
に
つ
い
て
（
抄
）」
澤
井
直

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 294–295

「
発
疹
性
感
染
症
に
み
る
病
名
の
由
来
」
深
瀬
泰
旦
『
川
崎
市
小
児
科

医
会
会
報
』

(36) 3–17
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05　
医
師
会
・
学
会

「
十
五
年
戦
争
と
日
本
民
族
衛
生
学
会
（
協
会
）（
そ
の
三
）
―
学
会
名

等
を
め
ぐ
る
戦
後
の
論
争
―
（
抄
）」
莇
昭
三
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 274–275

「
史
的
に
見
る
薬
学
成
立
の
経
過
と
課
題
―
日
本
薬
史
学
会
創
立
五
十

周
年
に
当
た
っ
て
（
抄
）」
川
瀬
清
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (1) 

123–125

「
薬
学
会
の

125
年
の
歴
史
と
将
来
（
抄
）」
杉
浦
幸
雄
『
日
本
薬
学
会

125
年
会
講
演
要
旨
集
』

(1) 31

「
国
際
看
護
師
協
会
　
そ
の
歴
史
、
組
織
、
目
標
、
活
動
範
囲
（
第

1

回
）」
タ
カ
・
オ
ギ
ソ
『
看
護
』

57 (11) 75–80

「
幕
末
の
医
学
教
育
を
見
つ
め
た
異
国
の
人
体
―
器
物
・
文
献
資
料
総

合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
拓
か
れ
る
研
究
の
可
能
性
―
」
月
澤
美

代
子
『
生
物
学
史
研
究
』

(75) 17–23

「
日
本
病
院
薬
剤
師
会
創
立

50
周
年
　
日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
歴
史
　

概
説
　
胎
動
期
、
日
病
薬
の
誕
生
」
日
本
病
院
薬
剤
師
会
五
十
年
史

編
集
委
員
会
『
日
本
病
院
薬
剤
師
会
雑
誌
』

41 (2) 145–147

「
日
本
病
院
薬
剤
師
会
創
立

50
周
年
　
日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
歴
史
概

説
　
独
立
前
夜
」
日
本
病
院
薬
剤
師
会
五
十
年
史
編
集
委
員
会
『
日

本
病
院
薬
剤
師
会
雑
誌
』

41 (4) 383–389

「
日
本
病
院
薬
剤
師
会
創
立

50
周
年
　
日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
歴
史
概

説
　
成
長
期
」
日
本
病
院
薬
剤
師
会
五
十
年
史
編
集
委
員
会
『
日
本

病
院
薬
剤
師
会
雑
誌
』

41 (5) 516–520

「
日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
歴
史
　
概
説
　
安
定
期
」
日
本
病
院
薬
剤
師

会
五
十
年
史
編
集
委
員
会
『
日
本
病
院
薬
剤
師
会
雑
誌
』

41 (7) 

830–838

「
日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
歴
史
　
概
説
　
医
療
事
故
多
発
」
日
本
病
院

薬
剤
師
会
五
十
年
史
編
集
委
員
会
『
日
本
病
院
薬
剤
師
会
雑
誌
』

41 

(12) 1497–1510

「
日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
歴
史
　
概
説
　
病
棟
業
務
へ
の
転
進
と
日
本

病
院
薬
学
会
の
設
立
」
日
本
病
院
薬
剤
師
会
五
十
年
史
編
集
委
員
会

『
日
本
病
院
薬
剤
師
会
雑
誌
』

41 (8) 961–966

「
日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
歴
史
　
概
説
　
激
動
期
」
日
本
病
院
薬
剤
師

会
五
十
年
史
編
集
委
員
会
『
日
本
病
院
薬
剤
師
会
雑
誌
』

41 (10) 

1219–1227

「
日
本
中
部
眼
科
学
会
の
歴
史
」
眞
鍋
禮
三
『
日
本
眼
科
紀
要
』

56 (9) 

655–661

「
日
本
弱
視
斜
視
学
会

40
年
史
」
丸
尾
敏
夫
『
眼
科
臨
床
医
報
』

99 (2) 

133–144

「
京
都
医
会
の
創
設
」
八
木
聖
弥
『
医
譚
』

(100) 46–53

「
京
都
医
会
の
創
設
を
め
ぐ
っ
て
―
竹
岡
友
仙
「
半
百
録
」
の
記
事
か

ら
―
（
抄
）」
八
木
聖
弥
『
医
譚
』

(100) 72–73

「
日
本
精
神
神
経
学
会
の
歴
史
と
課
題
」
山
内
俊
雄
『
精
神
神
経
学
雑

誌
』

107 (9) 947–955

「
日
本
精
神
神
経
学
会
の
歴
史
と
課
題
（
抄
）」
山
内
俊
雄
『
精
神
神
経

学
雑
誌
』（

2005
特
別
）

S192
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「
黎
明
期
に
お
け
る
日
本
歯
科
医
学
会
史
　
日
本
歯
科
医
学
会
沿
革
概

要
（
大
正

12
年

3
月
刊
）
よ
り
（
抄
）」
山
口
秀
紀
、
渋
谷
鉱
、
谷

津
三
雄
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
312

06　
医
史
学
一
般

「
医
学
は
出
島
か
ら
　
先
人
の
偉
業
に
学
ぶ
」
相
川
忠
臣
『
日
本
検
査

血
液
学
会
雑
誌
』

6 (3) 420–427

「「
医
学
は
出
島
か
ら
」
先
人
の
遺
業
に
学
ぶ
（
抄
）」
相
川
忠
臣
『
日

本
検
査
血
液
学
会
雑
誌
』

6（
学
術
集
会
）

S38

「
雑
誌
「
人
性
」
を
読
む
」
莇
昭
三
『
北
陸
医
史
』

26 (1) 52–60

「
医
史
学
に
お
け
る
複
言
語
主
義
の
す
す
め
」
泉
彪
之
助
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (4) 627–640

「
く
す
り
徒
然
草
　
は
や
り
風
邪
」
伊
藤
恭
子
『
か
ら
だ
の
科
学
』

(241) 

126–127

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
：
二
〇
〇
五
―
文
献
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
の
収
集
（
抄
）」
稲
松
孝
思
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 

310–311

「
精
神
医
療
千
一
夜
物
語
　
心
中
（
情
死
）
の
研
究
」
大
原
健
士
郎
『
最

新
精
神
医
学
』

10 (5) 547–549

「
医
史
百
年
　

20
世
紀
の
医
学
・
医
療
を
ふ
り
返
る

96　
糖
尿
病
の
歴
史

の
中
に
輝
く
二
人
の
女
性
」
大
森
安
恵
『
日
医
ニ
ュ
ー
ス
』

(1043) 4

「
医
史
百
年
　

20
世
紀
の
医
学
・
医
療
を
ふ
り
返
る

95　
日
本
の
精
神

科
医
療
百
年
」
岡
田
靖
雄
『
日
医
ニ
ュ
ー
ス
』

(1042) 4

「【
ス
ト
レ
ス
と
運
動
適
応
】
ス
ト
レ
ス
研
究
の
歴
史
」
尾
仲
達
史
『
体

育
の
科
学
』

55 (5) 348–352

「
医
療
の
今
昔
　
日
本
の
医
学
・
医
療
　
黎
明
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
医

学
の
導
入
に
つ
い
て
（
抄
）」
加
我
君
孝
『
診
断
と
治
療
』

93 (8) 

1336–1337

「
な
ぜ
明
治
新
政
府
は
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

（
抄
）」
加
我
君
孝
『
医
学
教
育
』

36 (Suppl.) 13

「
明
治
新
政
府
は
な
ぜ
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
」

加
我
君
孝
『
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
』

77 (10) 738–740

「
大
江
医
家
史
料
館
の
開
館
に
つ
い
て
（
抄
）」
カ
ト
リ
ー
ナ
・
シ
バ
タ
、

川
嶌
眞
人
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 306–307

「
医
史
百
年
　

20
世
紀
の
医
学
・
医
療
を
ふ
り
返
る

99–100　
花
柳
病

―
性
病
―
性
感
染
症
の
百
年
の
歴
史
〈
そ
の

1–2〉」
熊
本
悦
明
『
日

医
ニ
ュ
ー
ス
』

(1046–1047) 4

「『
日
本
霊
異
記
』
の
中
の
身
体
に
関
わ
る
表
現
（
抄
）」
計
良
吉
則
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 262–263

「
医
学
こ
ぼ
れ
話

22　
七
草
が
ゆ
」
酒
井
シ
ヅ
『
き
ょ
う
の
健
康
』

(202) 85

「
医
学
こ
ぼ
れ
話

23　
節
分
」
酒
井
シ
ヅ
『
き
ょ
う
の
健
康
』

(203) 63

「
医
学
こ
ぼ
れ
話

24（
最
終
回
）
ひ
な
祭
り
」
酒
井
シ
ヅ
『
き
ょ
う
の

健
康
』

(204) 99

「
病
院
探
検
隊

1　
精
神
科
と
神
経
科
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
　
プ
チ
う

つ
で
精
神
科
を
受
診
す
る
の
は
大
事
す
ぎ
る
の
で
は
…
。
神
経
痛
は
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神
経
科
に
行
け
ば
い
い
の

?　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
は
精
神
病
な
の

?」
酒

井
シ
ヅ
『
カ
ル
ナ
の
豆
知
識
』

(3) 18–19

「
病
院
探
検
隊

2　
乳
が
ん
は
産
婦
人
科
が
専
門
で
は
な
い
の

?」
酒
井

シ
ヅ
『
カ
ル
ナ
の
豆
知
識
』

(4) 20–21

「
医
療
史
回
遊
紀
行
　
方
士
・
徐
福
が
熊
野
で
採
取
し
た
不
老
不
死
の

霊
薬
」
篠
田
達
明
『

G
P

net』
51 (11) 74–75

「
医
療
史
回
り
舞
台
　
急
速
に
来
る
死
後
硬
直
」
篠
田
達
明
『
整
形
・

災
害
外
科
』

48 (6) 760

「
医
療
史
回
り
舞
台
　
戊
辰
戦
争
の
軍
医
を
務
め
た
関
寛
斎
」
篠
田
達

明
『
整
形
・
災
害
外
科
』

48 (7) 856

「
医
療
史
回
り
舞
台
　
頼
朝
の
長
女
に
発
症
し
た
小
児
の
う
つ
病
」
篠

田
達
明
『
整
形
・
災
害
外
科
』

48 (8) 954

「
医
療
史
回
り
舞
台
　
鎌
倉
時
代
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
関
白
の
う
つ
病
」

篠
田
達
明
『
整
形
・
災
害
外
科
』

48 (9) 1054

「
医
療
史
回
り
舞
台
　
遣
唐
留
学
生
　
井
真
成
の
墓
誌
」
篠
田
達
明
『
整

形
・
災
害
外
科
』

48 (10) 1144

「
医
療
史
回
り
舞
台
　
天
才
発
明
家
　
平
賀
源
内
の
ア
ス
ベ
ス
ト
」
篠

田
達
明
『
整
形
・
災
害
外
科
』

48 (11) 1334

「
医
療
史
回
り
舞
台
　
神
経
症
性
障
害
に
生
涯
悩
ま
さ
れ
た
ア
ン
デ
ル

セ
ン
」
篠
田
達
明
『
整
形
・
災
害
外
科
』

48 (13) 1544

「
万
葉
集
の
中
の
医
学
」
白
崎
昭
一
郎
『
北
陸
医
史
』

26 (1) 35

「
医
史
百
年
　

20
世
紀
の
医
学
・
医
療
を
ふ
り
返
る

98　
住
民
に
よ
る

健
康
増
進
活
動
の
始
ま
り
」
杉
山
章
子
『
日
医
ニ
ュ
ー
ス
』

(1045) 4

「
震
災
医
療
の
変
遷
と
展
望
　
関
東
大
震
災
か
ら
新
潟
県
中
越
地
震
ま

で
の
旧
軍
・
自
衛
隊
の
震
災
医
療
へ
の
関
与
（
抄
）」
千
先
康
二
、

向
井
保
雄
『
日
本
救
急
医
学
会
雑
誌
』

16 (8) 329

「
免
疫
学
の
創
世
記
　
サ
イ
ト
カ
イ
ン
研
究
の
黎
明
」
高
津
聖
志

『
M

edical Science D
igest』

31 (11) 418–419

「
医
学
書
に
み
る
江
戸
期
の
健
康
意
識
」
高
橋
裕
次
『
大
塚
薬
報
』

(605) 

4–18

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
器
物
・
文
献
資
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た

医
史
学
研
究
の
試
み
（
抄
）」
月
澤
美
代
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 158–159

「
医
学
史
か
ら
学
ん
だ
こ
と
　
胆
道
史
を
中
心
と
し
て
（
抄
）」
土
屋
凉

一
『
胆
道
』

19 (3) 235

「
日
本
の
開
業
医
と
家
庭
医
の
歴
史
」
永
井
友
二
郎
『
人
間
の
医
学
』

40 (4) 348–650

「
長
寿
・
消
化
器
・
食
の
歴
史
探
訪
　
明
治
・
大
正
時
代
・
昭
和

（
1868

～
1945）」

中
澤
三
郎
『
老
年
消
化
器
病
』

17 (1) 53–57

「
原
典
で
み
る
先
駆
者
た
ち
⑨
　
微
量
の
放
射
線
は
健
康
に
有
益

!」
中

山
宏
明
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (1) 44–46

「
原
典
で
み
る
先
駆
者
た
ち
　
最
終
回
　
早
す
ぎ
た
先
駆
け
：
細
胞
性

免
疫
研
究
の
出
発
点
」
中
山
宏
明
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (2) 

131–135

「
医
史
百
年
　

20
世
紀
の
医
学
・
医
療
を
ふ
り
返
る

94　
電
磁
気
と
そ
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の
治
療
応
用
」
奈
良
圭
之
輔
『
日
医
ニ
ュ
ー
ス
』

(1040) 4

「
医
史
学
関
係
資
料
の
収
集
・
保
存
・
研
究
　
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
化
の
観
点
か
ら
事
例
に
基
づ
い
て
（
抄
）」
野
尻
佳
与
子
、
青
木

允
夫
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 308–309

「
医
史
百
年
　

20
世
紀
の
医
学
・
医
療
を
ふ
り
返
る

97　
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
の
発
見
」
藤
田
恒
夫
『
日
医
ニ
ュ
ー
ス
』

(1044) 4

「
健
康
を
め
ぐ
る
歴
史
パ
ノ
ラ
マ
　
太
古
か
ら
の
病
の
理
解
」
真
壁
伍

郎
『
綜
合
看
護
』

40 (1) 21–29

「
医
療
の
今
昔
　
医
療
制
度
の
変
遷
と
現
代
に
必
要
な
改
革
に
つ
い
て

（
抄
）」
松
田
朗
『
診
断
と
治
療
』

93 (8) 1337–1338

07　
医
の
倫
理

「
医
の
心
の
歴
史
的
観
察
と
現
代
の
課
題
（
抄
）」
杉
田
暉
道
『
神
奈
川

医
学
会
雑
誌
』

32 (1) 91

「
医
の
倫
理
の
標
語
「
医
は
仁
術
な
り
」
に
つ
い
て
」
関
根
透
『
日
本

歯
科
医
寮
管
理
学
会
雑
誌
』

39 (4) 339–343

「
高
良
斉
と
日
高
凉
台
の
用
薬
倫
理
を
め
ぐ
っ
て
（
抄
）」
中
西
淳
朗

『
神
奈
川
医
学
会
雑
誌
』

32 (1) 91

08　
医
療
器
械

「
軟
性
内
視
鏡
　

50
年
間
の
個
人
的
見
解
（

F
lexible E

ndoscopy-a 50 

Y
r Personal Perspective）（

英
語
）（
抄
）」

H
irschow

itz B
.L

.『
日

本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
雑
誌
』

47（
臨
増
）

556

「
明
治
初
期
の
医
科
器
械
製
造
販
売
に
つ
い
て
―
大
阪
を
中
心
に
―

（
抄
）」
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
『
医
譚
』

(100) 76–77

「【
体
温
の
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
　
体
温
は
な
ぜ

37
℃
な
の
か
】
体
温
計
の

歴
史
と
発
展
　
水
銀
体
温
計
か
ら
電
子
体
温
計
へ
の
挑
戦
」
池
田

誠
、
小
澤
仁
『

L
iSA』

増
刊
体
温
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
体
温
は
な
ぜ

37
℃

な
の
か
　

162–168

「【
麻
酔
器
を
理
解
し
よ
う
】
麻
酔
器
の
歴
史
と
発
展
　
過
去
か
ら
未
来

へ
」
市
川
勇
『

L
iSA
』

12 (6) 504–506

「【
麻
酔
器
を
理
解
し
よ
う
】
麻
酔
器
の
歴
史
と
発
展
　
麻
酔
器
の
電
子

化
」
大
友
康
伸
『

L
iSA
』

12 (9) 868–874

「【
外
科
診
療
に
お
け
る
材
料
・
器
具
・
装
置
の
す
べ
て
】
装
置
　
手
術

台
」
上
寺
祐
之
、
谷
田
勝
志
、
重
松
宏
、
三
村
芳
和
、
大
原
信
介
、

大
林
俊
彦
、
斎
藤
祐
平
、
久
保
仁
、
玉
井
久
義
『
外
科
』

67 (12) 

1566–1575

「
日
本
の
消
化
器
内
視
鏡
の
黎
明
期
　
殊
に
胃
出
血
と
の
関
連
で
」
川

井
啓
市
『
消
化
器
内
視
鏡
』

17 (1) 118–121

「
内
視
鏡
の
歴
史
と
心
（
抄
）」
酒
井
シ
ヅ
『
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会

雑
誌
』

47 (臨
増

) 555

「
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
　
内
視
鏡
の
歴
史
に
関
す
る
一
考
察
　
常
岡
健
二
先

生
を
偲
ん
で
」
長
廻
紘
『
ク
リ
ニ
シ
ア
ン
』

52 (3/4) 355–363

「
透
析
関
連
機
器
の
発
達
史
」
高
光
義
博
『
腎
臓
』

27 (3) 143–148

「
小
腸
内
視
鏡
検
査
の
歴
史
」
多
田
正
大
、
清
水
誠
治
、
川
井
啓
市
『
胃

と
腸
』

40 (11) 1463–1473
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「
人
工
呼
吸
器
の
進
歩
（
抄
）」
時
岡
宏
明
『
人
工
呼
吸
』

22 (2) 137

「【
内
視
鏡
の
新
し
い
展
開
　
照
明
光
の
特
性
と
内
視
鏡
】
赤
外
線
内
視

鏡
　
赤
外
線
内
視
鏡
の
歴
史
」
永
尾
重
昭
、
東
山
政
明
、
又
木
紀
和
、

松
崎
宏
治
、
川
口
淳
、
丹
羽
寛
文
『
臨
床
消
化
器
内
科
』

21 (1) 21–

26

「
最
初
の
内
視
鏡
　

B
ozziniの

L
ichtleiter（

抄
）」
丹
羽
寛
文
『

G
astro-

enterological E
ndoscopy』

47 (Suppl. 2) 1763

「
消
化
管
内
視
鏡
の
発
展
を
辿
る
　
そ
の
十
五
　
十
二
指
腸
の
内
視
鏡
」

丹
羽
寛
文
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (2) 122–126

「
消
化
管
内
視
鏡
の
発
展
を
辿
る
　
そ
の
十
六
　
直
腸
鏡
」
丹
羽
寛
文

『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (3) 206–210

「
消
化
管
内
視
鏡
の
発
展
を
辿
る
　
そ
の
十
七
　
特
殊
な
直
腸
鏡
」
丹

羽
寛
文
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (4) 290–294

09　
医
療
制
度
史
・
医
療
史

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
明
治
期
の
医
療
器
械
商
―
大
阪
の
白
井
松
之
助
に

つ
い
て
（
抄
）」
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
遠
藤
次
郎
、
中

村
輝
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 162–163

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
北
條
家
（
佐
渡
市
）
の
薬
箱
の
検
討
（
抄
）」
遠

藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 164–165

「
ハ
ン
セ
ン
病
お
よ
び
精
神
病
の
比
較
法
制
・
処
遇
史
（
抄
）」
岡
田
靖

雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 230–231

「
石
川
日
出
鶴
丸
博
士
と

G
H

Q
旋
風
　
占
領
下
に
お
け
る
「
鍼
灸
禁
止

令
」
事
件
が
後
世
に
与
え
た
影
響
（
抄
）」
奥
津
貴
子
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 282–283

「
来
日
医
療
宣
教
師
（

M
edical M

issionary）
の
み
た
明
治
中
期
の
日

本
医
療
―
明
治

16（
1883）

年
“

P
roceedings of the O

saka C
on-

ference”
か
ら
（
抄
）」
小
野
尚
香
『
医
譚
』

(100) 77–78

「【
日
本
の
医
療
の
ゆ
く
え
】
日
本
の
医
療
と
医
療
行
政
の
歴
史
的
推

移
」
笠
原
英
彦
『
教
育
と
医
学
』

53 (4) 296–303

「
コ
レ
ラ
禍
と
内
務
省
の
広
報
活
動
（
抄
）」
笠
原
英
彦
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』

51 (2) 228–229

「
戦
前
・
戦
中
期
に
お
け
る
傷
痍
軍
人
援
護
政
策
に
関
す
る
研
究
　
職

業
保
護
対
策
の
日
韓
比
較
」
金
蘭
九
『
九
州
看
護
福
祉
大
学
紀
要
』

7 (1) 45–57

「
ア
メ
リ
カ
の
医
療
制
度
と
そ
の
現
場
　
ア
メ
リ
カ
の
医
療
経
営
教
育

の
歴
史
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
」
河
野
圭
子
『

M
odern P

hysician』
25 (12) 1613–1622

「
米
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
の
変
遷
」
佐
藤
元
『
日
本
ハ
ン
セ

ン
病
学
会
雑
誌
』

74 (1) 23–41

「
戦
後
の
医
療
改
革
と
お
産
の
変
化
（
抄
）」
杉
山
章
子
『
母
性
衛
生
』

46 (3) 29

「
占
領
と
戦
後
日
本
の
医
療
」
杉
山
章
子
『
環
』

(22) 227–236
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「
近
代
日
本
に
お
け
る
看
護
の
資
格
と
公
的
職
業
資
格
制
度
（
抄
）」
滝

下
幸
栄
、
岩
脇
陽
子
『
医
譚
』

(100) 67–69

「
日
本
の
母
子
健
康
手
帳
の
普
及
に
関
す
る
歴
史
学
的
記
述
研
究

（
抄
）」
中
村
安
秀
『
日
本
小
児
科
学
会
雑
誌
』

109 (2) 193

「
明
治
一
二
年
に
東
京
府
病
院
が
実
施
し
た
医
術
開
業
旧
試
験
に
つ
い

て
（
抄
）」
樋
口
輝
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 210–211

「
矯
正
給
食
か
ら
窺
え
る
庶
民
日
常
食
の
史
的
観
察
」
日
野
英
子
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 661

「【
医
療
の
本
質
を
捉
え
る
】
医
療
の
歴
史
的
展
望
」
星
和
夫
『
病
院
』

64 (1) 40–44

「
実
証
は
覚
え
て
い
た
（

9）」
正
木
繁
『
い
ず
み
』

52 (1) 4–6

「
実
証
は
覚
え
て
い
た
（

10）〔
完
〕」
正
木
繁
『
い
ず
み
』

52 (2) 24–

25

「
近
代
期
の
中
国
に
お
け
る
平
民
教
育
運
動
―
定
県
実
験
区
に
お
け
る

農
民
教
育
と
衛
生
―
（
抄
）」
三
橋
か
ほ
り
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 328–329

「
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
と
医
学
（
Ⅱ
）
絶
対
隔
離
政
策
の
進
展
と
確
立
」

森
修
一
『
福
島
医
学
雑
誌
』

55 (1) 1–14

「
昭
和

26
年
の

B
C

G
論
争
の
医
療
的
考
察
（
抄
）」
渡
部
幹
夫
『
結
核
』

80 (3) 340

10　
衛
生
史
・
公
衆
衛
生
史
・
予
防
医
学
史

「【
日
本
に
お
け
る
保
健
医
療
社
会
学
の
歴
史
と
展
望
】
保
健
医
療
社
会

学
事
始
　

1960
年
前
後
を
中
心
に
」
姉
崎
正
平
『
保
健
医
療
社
会

学
論
集
』

15 (2) 42–48

「
医
史
資
料
　
大
正

2
年
の
狂
犬
病
騒
動
」
伊
東
重
光
『
現
代
医
学
』

53 (2) 331–335

「【
大
気
汚
染
と
呼
吸
器
疾
患
】
わ
が
国
の
大
気
汚
染
　
過
去
、
現
在
、

未
来
」
内
山
巌
雄
『
呼
吸
器
科
』

8 (4) 279–286

「
先
進
諸
国
の
証
の
重
要
因
子
で
あ
る
乳
児
死
亡
率
増
加
因
子
を
循
環

器
病
学
的
、
歴
史
的
、
統
計
学
的
に
考
案
す
る
（
抄
）」
佐
藤
邦
友

『
C

irculation Journal』
69 (Suppl. III) 982

「
占
領
期
に
お
け
る
北
海
道
軍
政
部
の
公
衆
衛
生
改
革
　
占
領
文
書
か

ら
見
た
モ
デ
ル
保
健
所
の
成
立
過
程
（
抄
）」
佐
藤
公
美
子
、
坪
井

良
子
『
日
本
看
護
研
究
会
雑
誌
』

28 (3) 152

「
明
治

10
年
代
に
お
け
る
コ
レ
ラ
予
防
と
地
域
社
会
」
竹
原
万
雄
『
日

本
歴
史
』

(681) 35–51

「
衛
生
及
び
衛
生
学
：
近
代
日
本
の
体
育
史
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
」

谷
釜
了
生
『
体
育
学
研
究
』

50 (5) 525–532

「
資
料
・
植
民
地
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
医
療
保
健
制
度
　
五
－

六
、
和
蘭
領
印
度
に
お
け
る
医
療
保
健
制
度
（
一
）－（
二
）」
寺
畑

喜
朔
『
医
譚
』

(99–100) 12–20, 20–26

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
産
業
医
学
の
発
展
の
歴
史
（

Part 2）
: 

1970–2000（
T

he H
istorical D

evelopm
ent of O

ccupational 

H
ealth in A

ustralia Part2: 1970–2000）（
英
語
）」
デ
レ
ッ
ク
・

ス
ミ
ス
、
ピ
ー
タ
ー
・
レ
ガ
ッ
ト
『
産
業
医
科
大
学
雑
誌
』

27 (2) 
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137–150

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

25）
鉱
山
医
学
回
顧
」
野
村
茂
『
労
働
の

科
学
』

60 (2) 96–97

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

26）
日
本
産
業
医
学
会
の
頃
」
野
村
茂
『
労

働
の
科
学
』

60 (3) 160–161

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

27）
産
業
皮
膚
科
学
の
は
じ
め
」
野
村
茂

『
労
働
の
科
学
』

60 (4) 232–233

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

28）
関
西
の
産
業
医
学
の
こ
と
」
野
村
茂

『
労
働
の
科
学
』

60 (5) 284–285

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

29）
九
州
の
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
」
野

村
茂
『
労
働
の
科
学
』

60 (6) 348–349

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

30）
日
本
の
「
職
業
が
ん
」
の
こ
と
」
野

村
茂
『
労
働
の
科
学
』

60 (7) 418–419

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

31）
東
海
地
方
の
産
業
医
た
ち
」
野
村
茂

『
労
働
の
科
学
』

60 (8) 474–475

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

32）
産
業
医
学
の
研
究
機
関
」
野
村
茂
『
労

働
の
科
学
』

60 (9) 542–543

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

33）
恕
限
度
か
ら
許
容
濃
度
等
に
」
野
村

茂
『
労
働
の
科
学
』

60 (10) 24–25

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

34）
労
災
病
院
が
で
き
て
」
野
村
茂
『
労

働
の
科
学
』

60 (11) 30–31

「
産
業
医
学
い
ま
む
か
し
（

35）
V

D
T
作
業
者
と
健
康
と
」
野
村
茂

『
労
働
の
科
学
』

60 (12) 734–735

「
安
全
衛
生
史
の
現
場
　
足
尾
町
民
大
会
の
「
ヨ
ロ
ケ
」
撲
滅
の
訴
え
」

久
谷
與
四
郎
『
働
く
人
の
安
全
と
健
康
』

56 (1) 50–53

「
安
全
衛
生
史
の
現
場
　
ニ
ト
ロ
グ
リ
コ
ー
ル
中
毒
月
曜
日
の
朝
の
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
な
死
」
久
谷
與
四
郎
『
働
く
人
の
安
全
と
健
康
』

56 (8) 

45–49

「【
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
実
践
　
医
学
・
医
療
に
お
け
る
医
療
人
類
学

の
可
能
性
】「
国
際
保
健
と
医
学
史
の
ト
リ
ロ
ジ
ー
」
疫
学
・
医
療

人
類
学
・
政
治
経
済
学
」
丸
井
英
二
『
こ
こ
ろ
と
文
化
』

4 (2) 118–

124

「【
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
実
践
　
医
学
・
医
療
に
お
け
る
医
療
人
類
学

の
可
能
性
】「
国
際
保
健
と
医
学
史
の
ト
リ
ロ
ジ
ー
」
へ
の
コ
メ
ン

ト
　
国
際
保
健
に
お
け
る
医
療
人
類
学
の
役
割
と
課
題
」
道
信
良
子

『
こ
こ
ろ
と
文
化
』

4 (2) 125–127

「
暖
房
に
よ
る
室
内
空
気
汚
染
の
変
遷
　
研
究
所

100
年
の
歴
史
か
ら
」

宮
崎
竹
二
『
生
活
衛
生
』

49 (6) 343–350

「
昭
和
二
六
年
の
結
核
予
防
法
制
定
と

B
C

G
論
争
（
抄
）」
渡
部
幹
夫

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 286–287

「
昭
和
二
十
六
年
の

B
C

G
論
争
　
武
見
太
郎
と
日
本
学
術
会
議
」
渡
部

幹
夫
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 445–446

11　
解
剖
学
史

「『
解
剖
学
表
』（『
解
体
新
書
』
の
原
著
、
い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ

ト
ミ
ア
」）
異
版
の
研
究
―
第
二
報
（
抄
）」
石
田
純
郎
『
日
本
医
史
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学
雑
誌
』

51 (2) 298–299

「
小
野
豊
三
郎
の
解
剖
学
ノ
ー
ト
（
抄
）」
浦
山
き
か
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』

51 (2) 216–217

「
解
體
新
書
の
謎

32　
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
翻
訳
」
大
城
孟
『
大

塚
薬
報
』

(602) 67–72

「
解
體
新
書
の
謎

33–35　
西
洋
社
会
と
の
交
流
（
前
編
、
後
編

1–2）」

大
城
孟
『
大
塚
薬
報
』

(603–605) 65–69, 63–67, 59–63

「
解
體
新
書
の
謎

36–40　
良
澤
と
玄
白
の
葛
藤
（
そ
の

1–5）」
大
城

孟
『
大
塚
薬
報
』

(606–610) 65–69, 63–67, 61–65, 61–65, 61–65

「
解
體
新
書
の
謎

41　
終
回
」
大
城
孟
『
大
塚
薬
報
』

(611) 43–47

「「
身
幹
儀
」（
星
野
木
骨
）
に
つ
い
て
（
抄
）」
片
岡
勝
子
、
洲
崎
悦
子
、

中
谷
宣
弘
『
解
剖
学
雑
誌
』

80 (1) 20

「「
身
幹
儀
」（
星
野
木
骨
）
の
制
作
過
程
に
関
す
る
研
究
（
抄
）」
片
岡

勝
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 188–189

「
T

hom
as W

illisの
C

erebri A
natom

e
で
用
い
ら
れ
た
神
経
解
剖
学

的
な
観
察
法
の
追
体
験
（
抄
）」
門
田
永
治
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 296–297

「
近
代
解
剖
制
度
史
補
遺
―
『
明
治
四
十
四
年
九
月
　
屍
体
ニ
關
ス
ル

記
事
　
東
京
醫
科
大
學
解
剖
學
教
室
』
の
分
析
か
ら
」
香
西
豊
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 549–568

「
宇
田
川
玄
真
著
「
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
」
に
み
る
解
剖
生
理
学
（
抄
）」

佐
藤
裕
『
解
剖
学
雑
誌
』

80 (2) 57

「
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
学
書
」
澤
井
直
、
坂
井
建
雄
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (1) 3–24

「
解
剖
学
者
が
み
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
彫
刻
　
ユ
リ
ウ
ス

2
世
廟
　

歴
史
の
歯
車
」
篠
原
治
道
『
最
新
医
学
』

60 (5) 1044–1050

「
神
経
の
歴
史
散
策
　
そ
の
二
　
ガ
レ
ノ
ス
の
神
経
学
」
高
垣
玄
吉
郎

『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (1) 35–39

「
神
経
の
歴
史
散
策
　
そ
の
三
　
こ
こ
ろ
の
脳
室
学
」
高
垣
玄
吉
郎
『
ミ

ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (2) 113–119

「
神
経
の
歴
史
散
策
　
そ
の
四
　
人
体
解
剖
の
復
活
」
高
垣
玄
吉
郎
『
ミ

ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (3) 201–205

「
神
経
の
歴
史
散
策
　
そ
の
五
　
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
「
人
体
構
造
論
」」

高
垣
玄
吉
郎
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (4) 281–286

「
北
海
道
古
代
人
の
脛
骨
ハ
リ
ス
線
の
出
現
頻
度
に
つ
い
て
（
抄
）」
中

村
宅
雄
、
松
村
博
文
、
乗
安
整
而
『
解
剖
学
雑
誌
』

80 (1) 14

「
亥
鼻
分
館
所
蔵
・
医
事
文
化
資
料
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）
解
剖
絵
巻
・
解

剖
書
に
つ
い
て
」
樋
口
誠
太
郎
『
千
葉
医
学
雑
誌
』

81 (6) 309–314

「
解
体
新
書
を
め
ぐ
る
人
々
」
森
岡
恭
彦
『
い
ず
み
』

52 (1) 12–13

12　
眼
科
史

「
眼
疾
患
発
症
の
外
因
と
内
因
」
大
野
重
昭
『
日
本
眼
科
学
会
雑
誌
』

109 (12) 885–916

「
江
戸
期
眼
科
秘
伝
書
と
眼
科
医
」
奥
沢
康
正
、
園
田
真
也
『
啓
迪
』

(23) 21–76

「
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
博
物
誌
（
そ
の

1）（
そ
の

2）」
木
谷
由
紀
夫
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『
日
本
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
学
会
誌
』

47 (2, 4) 152–153, 297–298

13　
看
護
史

「
看
護
実
践
の
意
味
を
求
め
て
」
池
川
清
子
『
大
阪
市
立
大
学
看
護
学

雑
誌
』

1, 3–10

「
E

ncyclopaedia B
ritannicaに

お
け
る

nursing
の
記
述
に
つ
い
て
　

過
去

100
年
間
に
出
版
さ
れ
た

B
ritannica諸

版
の

nursing
記
述
の

比
較
」
江
藤
裕
之
、
岸
利
江
子
『
長
野
県
看
護
大
学
紀
要
』

7, 51–

59

「
雑
誌
『
保
健
婦
事
業
』
の
実
態
　
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
ゲ
文

庫
調
査
か
ら
（
抄
）」
大
石
杉
乃
、
平
尾
真
智
子
、
芳
賀
佐
和
子
『
日

本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
講
演
集
』

(25) 257

「「
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
オ
ル
ソ
ン
物
語
」
執
筆
で
得
た

G
H

Q
看
護
改
革
に

関
す
る
情
報
」
大
石
杉
乃
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 448–449

「
占
領
期
の
医
療
・
看
護
に
関
す
る
出
版
物
の
検
閲
（
一
）
―
プ
ラ
ン

ゲ
文
庫
所
蔵
『
看
護
学
雑
誌
』
に
つ
い
て
（
抄
）」
大
石
杉
乃
、
喜

多
加
奈
子
、
平
尾
真
智
子
、
芳
賀
佐
和
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 284–285

「
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
『
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
』
と
日
本
看
護
協
会
機
関
誌

『
看
護
』
発
刊
事
情
（
抄
）」
大
石
杉
乃
、
喜
多
加
奈
子
、
平
尾
真
智

子
、
芳
賀
佐
和
子
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
第

19
回
学
術
集
会
講
演

集
』

(19) 21

「
近
江
療
養
院
に
お
け
る
結
核
患
者
の
療
養
空
間
」
小
倉
之
子
、
上
岡

澄
子
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』

(18) 69–76

「
書
簡
　

N
.G

. C
lark
か
ら

J.C
. B

erry
へ
　
京
都
看
病
婦
学
校
設
置
に

至
る

M
edical Schoolと

M
edical C

ollege
を
め
ぐ
る
論
談
（
抄
）」

小
野
尚
香
『
医
譚
』

(99) 47–48

「【
新
た
な
視
点
か
ら
臨
む
訪
問
看
護
　
海
外
で
の
ケ
ア
を
参
考
に
】
訪

問
看
護
の
歴
史

100
年
の
国
へ
　
ミ
ネ
ソ
タ
州
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
訪
問
看
護
か
ら
学
ぶ
こ
と
」
加
藤
基
子
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
』

(75) 19–21

「
戦
中
・
戦
後
の
体
験
を
語
る
　
厚
生
省
看
護
課
長
時
代
」
金
子
光
『
日

本
看
護
歴
史
学
会
誌
』

(18) 24–34

「
さ
わ
病
院
の

P
SW
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
（
抄
）」
金
子
雅
昭
、
鹿

島
美
和
、
中
西
宣
嘉
、
吉
井
隆
明
『
病
院
・
地
域
精
神
医
学
』

48 (2) 

212–213

「
物
に
語
ら
せ
る
沖
縄
の
看
護
の
歴
史
（
抄
）」
金
城
忍
、
嘉
手
苅
英
子
、

名
城
一
枝
、
安
里
葉
子
、
上
原
綾
子
、
川
崎
道
子
『
日
本
看
護
科
学

学
会
学
術
集
会
講
演
集
』

(25) 194

「
修
道
女
の
看
護
」
小
玉
香
津
子
『
聖
母
大
学
紀
要
』（
創
刊
）  17–24

「『
看
護
の
栞
』（“

N
otes on N

ursing”
初
全
訳
書
）
研
究
　「
病
気
」、

「
看
護
」
概
念
の
考
察
」
後
藤
啓
子
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』

(18) 

77–80

「
全
人
的
医
療
へ
の
努
力
　
歴
史
編
―
た
と
え
ば
浜
松
十
字
の
園
」
後

藤
幸
一
『
看
護
実
践
の
科
学
』

30 (6) 93–95

「
1970

年
代
の
教
育
を
受
け
た
看
護
師
の
過
去
の
実
習
体
験
　
看
護
専
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門
学
校
卒
業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
（
抄
）」
近
藤
誓
子
『
日

本
看
護
学
教
育
学
会
誌
』

15, 264

「
占
領
期
岡
山
県
の
看
護
改
革
に
関
す
る

M
ilitary G

overnm
ent R

e-

portsの
分
析

 病
院
看
護
の
確
立
に
焦
点
を
あ
て
た
検
討
（
抄
）」
佐

藤
公
美
子
、
坪
井
良
子
『
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
講
演
集
』

(25) 193

「
明
治
期
の
精
神
病
院
に
於
け
る
看
護
婦
養
成
に
つ
い
て
―
府
立
巣
鴨

病
院
の
実
態
か
ら
」
澤
田
恵
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 661–

662

「
人
間
を
守
る
た
め
の
看
護
の
戦
略
　
実
践
の
重
要
性
　
看
護
の
歴
史

か
ら
の
教
訓
」
シ
オ
バ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
『
看
護
実
践
の
科
学
』

30 (8) 

50–53

「
実
例
で
学
ぶ

!　
手
術
室
に
お
け
る
看
護
記
録
の
見
直
し
　
篠
ノ
井
総

合
病
院
に
お
け
る
外
来
看
護
記
録
見
直
し
の
歴
史
」
清
水
久
美
子

『
看
護
き
ろ
く
』

15 (1) 75–79

「
ハ
ン
セ
ン
病
看
護
と
看
護
倫
理
教
育
の
歴
史
的
考
察
　
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
の
視
点
か
ら
（
抄
）」
白
鳥
孝
子
、
吉
澤
千
登
勢
『
日
本
看
護

学
教
育
学
会
誌
』

15, 88

「
看
護
技
術
書
に
お
け
る
無
菌
操
作
の
歴
史
的
変
遷
（
抄
）」
末
永
由
理
、

山
下
由
香
、
屋
宜
譜
美
子
『
日
本
看
護
学
教
育
学
会
誌
』

15.85

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

40
歳
の
著
述
に
見
る
「

N
ursing」

と
い
う
言
葉

の
背
景
「

N
otes on N

ursing」
と
「

Suggestions for T
hought」

（
抄
）」
助
川
尚
子
、
小
澤
道
子
、
香
春
知
永
、
横
山
美
樹
、
佐
居
由

美
『
聖
路
加
看
護
学
会
誌
』

9 (2) 57

「
実
例
で
学
ぶ

!　
手
術
室
に
お
け
る
看
護
記
録
の
見
直
し
　
島
根
県
立

中
央
病
院
に
お
け
る
手
術
室
看
護
記
録
見
直
し
の
歴
史
」
曽
田
美
佐

子
、
小
池
由
季
子
、
小
田
原
み
ち
江
、
三
原
か
つ
江
、
春
日
順
子

『
看
護
き
ろ
く
』

15 (1) 61–67

「
戦
中
・
戦
後
の
体
験
を
語
る
　
マ
ニ
ラ
か
ら
東
京
看
護
教
育
模
範
学

院
ま
で
」
高
橋
シ
ュ
ン
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』

(18) 16–24

「
看
護
学
教
育
に
お
け
る
倫
理
教
育
の
変
遷
」
高
橋
み
や
子
『
日
本
看

護
学
教
育
学
会
誌
』

14 (3) 39–45

「
日
本
に
お
け
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
の
歴
史
と
現
在
」
寺
町
優

子
『
日
本
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学
会
誌
』

1 (1) 7–13

「
看
護
師
養
成
制
度
の
発
展
過
程
　
埼
玉
県
の
場
合
　「
看
護
婦
規
則
」

下
の
看
護
婦
養
成
（
大
正

4
年
～
昭
和

19
年
）
産
婆
看
護
婦
学
校
の

歴
史
的
発
展
」
仲
島
愛
子
『
看
護
教
育
』

46 (5) 418–422

「
検
証
　
看
護
師
養
成
制
度
の
発
展
過
程
　
埼
玉
県
の
場
合
　
看
護
婦

養
成
開
始
期
（
明
治
初
期
～
大
正

3
年
）
医
師
た
ち
に
よ
る
産
婆
看

護
婦
学
校
の
開
設
」
仲
島
愛
子
『
看
護
教
育
』

46 (4) 338–341

「
検
証
　
看
護
師
養
成
制
度
の
発
展
過
程
　
埼
玉
県
の
場
合
　

G
H

Q
に

よ
る
看
護
教
育
制
度
改
革
　
産
婆
看
護
婦
学
校
と
准
看
護
婦
養
成
所

と
の
関
連
」
仲
島
愛
子
『
看
護
教
育
』

46 (6) 500–504

「
埼
玉
県
に
お
け
る
看
護
婦
養
成
の
起
源
」
仲
島
愛
子
『
日
本
看
護
歴

史
学
会
誌
』

(18) 36–47

「「
マ
ギ
ー
夫
人
来
日
」
の
記
事
に
み
ら
れ
る
高
木
兼
寛
の
看
護
婦
観
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―
明
治
三
七
年
『
成
医
会
月
報
』
よ
り
―
（
抄
）」
芳
賀
佐
和
子
、

平
尾
真
智
子
、
蝦
名
總
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 220–221

「
看
護
歴
史
研
究
入
門

7　
看
護
歴
史
関
係
学
会
」
平
尾
真
智
子
『
看
護

実
践
の
科
学
』

30 (1) 77–79

「
看
護
歴
史
研
究
入
門

8　
看
護
歴
史
関
係
雑
誌
」
平
尾
真
智
子
『
看
護

実
践
の
科
学
』

30 (2) 69–71

「
看
護
歴
史
研
究
入
門

9　
看
護
歴
史
資
料
館
」
平
尾
真
智
子
『
看
護
実

践
の
科
学
』

30 (3) 98–100

「
看
護
歴
史
研
究
入
門

10　
看
護
歴
史
関
係
文
献
検
索
の
方
法
」
平
尾

真
智
子
『
看
護
実
践
の
科
学
』

30 (4) 98–100

「
看
護
歴
史
研
究
入
門

11　
看
護
歴
史
研
究
論
文
の
書
き
方
」
平
尾
真

智
子
『
看
護
実
践
の
科
学
』

30 (5) 98–100

「
看
護
歴
史
研
究
入
門

12　
看
護
歴
史
研
究
論
文
を
書
く
う
え
で
の
留

意
事
項
」
平
尾
真
智
子
『
看
護
実
践
の
科
学
』

30 (6) 98–100

「
岩
手
県
に
お
け
る

G
H

Q
に
よ
る
看
護
改
革
の
実
施
過
程
」
細
越
幸
子

『
岩
手
県
立
大
学
看
護
学
部
紀
要
』

7, 117–125

「
ア
ジ
ア
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
見
る
看
護
の
心
　
聖
母
大
学
の
理
念
の

源
泉
を
求
め
て
」
水
島
洋
子
『
聖
母
大
学
紀
要
』（
創
刊
）

9–15

「
体
験
と
し
て
の
看
取
り
　
歴
史
か
ら
学
ぶ
（
抄
）」
三
井
宏
泉
、
野
田

隆
生
『
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
と
在
宅
ケ
ア
』

13 (2) 193

「
寝
た
き
り
患
者
の
褥
瘡
ケ
ア
　

100
年
前
の
褥
瘡
ケ
ア
」
美
濃
良
夫

『
整
形
外
科
看
護
』

10 (9) 893–903

「
近
代
日
本
に
お
け
る
看
護
婦
養
成
の
変
遷
と
現
代
へ
の
示
唆
　
明
治

元
（

1868）
年
～
終
戦
（

1945）
年
」
山
根
節
子
『
看
護
学
統
合
研

究
』

7 (1) 48–59

「
現
代
日
本
に
お
け
る
「
看
護
と
そ
の
基
礎
教
育
」
の
変
遷
と
課
題
　

戦
後

60
年
、
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
は
何
か
（

1）」
山
根
節
子
『
看

護
学
統
合
研
究
』

7 (1) 60–74

「
歴
史
教
材
の
教
育
力
に
関
す
る
研
究
　
史
料
を
通
し
て
学
ん
だ
地
域

看
護
学
概
論
（
抄
）」
山
本
春
江
『
日
本
看
護
学
教
育
学
会
誌
』

15, 

87

「
新
生
児
看
護
の
歩
み
と
展
望
（
抄
）」
横
尾
京
子
『
日
本
新
生
児
看
護

学
会
講
演
集
』

(15) 24–25

15　
教
室
・
大
学
史

「【
泰
然
の
現
代
性
と
先
進
性
　
医
、
そ
し
て
「
仁
」】
順
天
堂
の
系
譜

今
、
再
び
「
仁
」　
古
き
歴
史
と
日
新
の
医
学
を
踏
ま
え
て
」
小
川

秀
興
『
順
天
堂
医
学
』

51 (2) 264–271

「
旧
満
州
医
科
大
学
の
歴
史
　
医
学
教
育
・
医
療
活
動
・
教
育
」
末
永

惠
子
『

15
年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
会
誌
』

5 (2) 29–41

「
医
学
部
紛
争
の
現
代
的
意
義
　
卒
後
研
修
の
視
点
か
ら
（

3）」
長
田

博
昭
『
呼
吸
』

24 (3) 272–275

16　
軍
陣
医
学
史

「
日
中
戦
争

1932–1945
で
の
生
物
学
的
及
び
化
学
的
戦
争
（

B
iological 

and C
hem

ical W
arfare D

uring the Sino-Japanese W
ar 1932–45）
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（
英
語
）」

Franzblau M
ichael『

15
年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研

究
会
会
誌
』

5 (2) 13–14

「
自
衛
隊
歯
科
医
官

50
年
史
と
特
に
そ
の
黎
明
期
に
つ
い
て
（
抄
）」

片
山
幸
太
郎
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
315

「
旧
日
本
軍

731
部
隊
に
お
け
る
私
の
体
験
」
篠
塚
良
雄
『

15
年
戦
争

と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
会
誌
』

5 (2) 15–20

「
日
中
戦
争
と
大
牟
田
の
「
い
わ
ゆ
る
爆
発
赤
痢
」」
新
藤
東
洋
男
『

15

年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
会
誌
』

5 (2) 9–12

「
世
界
初
の
人
を
用
い
た
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
は
七
三
一
部
隊
に
よ

る
か

?（
抄
）」
津
谷
喜
一
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 278–

279

「
第
二
次
大
戦
末
期
に
起
き
た
所
謂
九
大
生
体
解
剖
事
件
の
歴
史
的
教

訓
に
つ
い
て
」
東
野
利
夫
『

15
年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研
究

会
会
誌
』

5 (2) 1–8

17　
形
成
外
科
学
史

「
形
成
手
術
及
び
再
建
手
術
の
重
要
な
歴
史
（

M
aking H

istory of 

Plastic and R
econstructive Surgery）（

英
語
）」

Sugihara Tsuneki

『
H

okkaido U
niversity M

edical L
ibrary Series』

49, 3–155

18　
外
科
史

「
近
代
血
管
外
科
の
扉
を
開
け
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
先
駆
者
た
ち
（

O
pen 

the doors of m
odern vascular surgery portuguese pioneers）

（
英
語
）（
抄
）」

da G
am

a A
. D

inis『
日
本
外
科
学
会
雑
誌
』

106

（
臨
増
）

25–26

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
脳
神
経
外
科
の
歴
史
（

H
istory of N

eurosurgery 

in India）（
英
語
）」

G
oel A

tul H
., N

adkarni Trim
urti D

.『
脳
神

経
外
科
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

14 (2) 69–73

「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
胸
部
外
科
の
歴
史
と
発
展
（

H
istory and develop-

m
ent of thoracic surgery in C

anada）（
英
語
）（
抄
）」

G
riffith 

Pearson F.『
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
雑
誌
』

19 (3) 279

「
肛
門
科
診
療
の
過
去
・
現
在
・
未
来
（
抄
）」
荒
川
健
二
郎
『
日
本
大

腸
肛
門
病
学
会
雑
誌
』

58 (9) 474

「
Jam

es Paget （
1814–1899）

と
乳
癌
」
酒
井
シ
ヅ
『

M
am

m
a』

(50) 

表
2

「
乳
癌
と
放
射
線
治
療
」
酒
井
シ
ヅ
『

M
am

m
a』

(51) 表
2

「
外
科
学
温
故
知
新
　
外
科
学
の
生
い
立
ち
と
そ
の
進
展
」
佐
藤
裕
『
臨

床
外
科
』

60 (9) 1153–1161

「
外
科
学
温
故
知
新
　
わ
が
国
に
お
け
る
外
科
学
の
進
展
」
佐
藤
裕
『
臨

床
外
科
』

60 (10) 1309–1316

「
格
識
順
天
堂
医
院
手
術
傍
観
録
（
抄
）」
西
井
易
穂
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』

51 (2) 212–213

「
消
化
器
外
科
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
羽
生
富
士
夫
『
日
本
医
事
新

報
』

(4258) 39–42

「
出
土
医
書
に
見
る
「
痔
」
の
一
考
察
（
抄
）」
吉
岡
広
記
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 250–251
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20　
産
婦
人
科
史

「
助
産
婦
の
歴
史
　
近
代
の
助
産
婦
（
そ
の

227–238）」
石
原
力
『
ペ

リ
ネ
イ
タ
ル
ケ
ア
』

24 (1–12) 80–81, 192–193, 326–327, 420–

421, 506–508, 610–612, 754–755, 822–824, 944–945, 1040–

1041, 1138–1139, 1206–1207

「
超
音
波
診
断
と
妊
婦
の
こ
こ
ろ
　
こ
れ
か
ら
の
妊
婦
診
断
の
あ
り
方

を
考
え
る
　
日
本
に
お
け
る
妊
婦
健
診
の
変
遷
」
鈴
井
江
三
子
『
ペ

リ
ネ
イ
タ
ル
ケ
ア
』

24 (1) 73–77

「【
周
産
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
新
し
い
考
え
方
と
進
歩
】
産
科
に
お

け
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
歴
史
と
成
果
」
鈴
森
薫
『
周
産
期
医
学
』

35 (9) 1169–1173

「
臍
帯
血
移
植
の
歴
史
と
将
来
（
抄
）」
原
　
宏
『
日
本
産
婦
人
科
・
新

生
児
血
液
学
会
誌
』

15 (1) S5

「
京
都
大
学
に
お
け
る
子
宮
頸
癌
手
術
の
歴
史
（
抄
）」
藤
井
信
吾
『
産

婦
人
科
手
術
』

(16) 136

21　
歯
学
史

「
口
腔
放
射
線
医
学
的
解
釈
　
歴
史
的
観
点
か
ら
（

O
ral R

adiologic 

Inter pretation: A
 H

istorical Perspective）（
英
語
）（
抄
）」

Pharoah 

M
ichael『

歯
科
放
射
線
』

45 (1) 34

「
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
偉
人
伝
　
第

3
報
　
黒
木
正
克
先
生
」
石
川
慎
士
、

片
山
幸
太
郎
、
糸
賀
裕
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (1) 29–54

「
江
戸
か
ら
明
治
期
に
お
け
る
歯
磨
き
の
ラ
ベ
ル
と
引
札
（
抄
）」
石
橋

肇
、
渋
谷
鉱
、
谷
津
三
雄
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
314

「
能
勢
邦
士
「
国
際
歯
科
会
議
に
関
す
る
血
脇
、
中
原
両
氏
の
仲
介
者

と
し
て
の
私
」（
昭
和

6
年

5
月
）
に
つ
い
て
（
抄
）」
石
橋
肇
、
山

口
秀
紀
、
加
來
洋
子
、
渋
谷
鉱
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学

會
々
誌
』

26 (2) 105–106

「
写
真
と
書
籍
で
追
う
諸
外
国
の
障
害
者
歯
科
の
足
跡
（
抄
）」
上
原
進

『
日
本
歯
科
医
療
福
祉
学
会
雑
誌
』

10 (1) 27–28

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
　
房
楊
枝
、
小
楊
枝
の
歴
史
（
上
・
下
）」
大
野
粛

英
『
日
本
歯
科
評
論
』

(753–754) 180–181, 194–195

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
　
歯
磨
き
粉
の
歴
史
（
上
・
下
）」
大
野
粛
英
『
日

本
歯
科
評
論
』

(755–756) 198–199, 190–191

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
　
日
本
の
伝
統
的
な
風
俗
　
お
歯
黒
（
下
）」
大
野

粛
英
『
日
本
歯
科
評
論
』

(758) 198–199

「
歯
内
療
法
学
の

100
年
」
勝
海
一
郎
『
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
・
歯

学
会
会
報
』

31 (1) 2–6

「
100
年
の
歴
史
（
第

2
回
・
保
存
修
復
）
保
存
修
復
の
今
と
昔
」
加
藤

喜
郎
『
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
・
歯
学
会
会
報
』

31 (2) 2–7

「
歯
科
医
師
と
し
て
の
ド
ク
　
ホ
リ
デ
ィ
（
抄
）」
金
子
譲
『
日
本
歯
科

医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 92–93

「
長
崎
の
原
爆
投
下
時
に
お
け
る
歯
科
学
生
た
ち
（
抄
）」
上
瀉
口
武

『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 110

「
古
代
日
本
の
水
稲
作
農
耕
民
、
弥
生
人
の
歯
周
病
（
抄
）」
上
窪
高
志

『
九
州
歯
科
学
会
雑
誌
』

59 (5–6) 221–222
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「
千
葉
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科
並
び
に
日
本
大
学
歯
学
部
口
腔
外

科
の
創
設
者
　
入
戸
野
賢
二
先
生
と
そ
の
著
書
に
つ
い
て
～
佐
藤
運

雄
先
生
他
主
な
関
係
者
と
著
書
「
口
腔
外
科
学
」
に
つ
い
て
」
工
藤

逸
郎
、
三
宅
正
彦
、
見
崎
徹
、
金
山
利
吉
、
西
山
寶
、
若
松
佳
子
、

小
室
歳
信
、
佐
藤
孜
、
丹
沢
秀
樹
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 

(1) 10–28

「
日
本
大
学
歯
科
医
学
校
と
そ
の
第
一
回
卒
業
生
に
つ
い
て
（
抄
）」
工

藤
逸
郎
、
三
宅
正
彦
、
見
崎
徹
、
金
山
利
吉
、
西
山
實
、
若
松
佳
子
、

小
室
歳
信
、
佐
藤
孜
、
納
村
晉
吉
、
篠
田
宏
司
『
日
本
歯
科
医
史
学

會
々
誌
』

26 (2) 114

「
入
戸
野
賢
二
、
佐
藤
運
夫
共
著
「
口
腔
外
科
学
」（
大
正

9
年
初
版
）

の
変
遷
に
つ
い
て
（
抄
）」
工
藤
逸
郎
、
三
宅
正
彦
、
見
崎
徹
、
西
山

實
、
小
室
歳
信
、
丹
沢
秀
樹
、
佐
藤
孜
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
312

「
金
属
焼
付
ポ
ー
セ
レ
ン
の
誕
生
か
ら
今
日
の
臨
床
応
用
技
術
に
い
た

る
ま
で
」
桑
田
正
博
『
歯
科
審
美
』

17 (2) 227–233

「
歯
科
医
療
保
健
史
（
抄
）」
榊
原
悠
紀
田
郎
『
神
奈
川
医
学
会
雑
誌
』

32 (2) 263–264

「
松
籟
・
石
塚
三
郎
先
生
遺
稿
の
漢
詩
～
月
刊
「
自
治
」
に
投
稿
し
た

詩
文
～
（
抄
）」
佐
藤
泰
彦
、
佐
藤
禮
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 124–125

「『
大
語
園
』
に
お
け
る
口
腔
に
関
す
る
記
述
（
抄
）」
佐
藤
恭
道
、
戸

出
一
郎
、
深
山
治
久
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 102

「
昭
和
初
期
の
学
校
歯
科
衛
生
（
抄
）」
渋
谷
鉱
、
加
來
洋
子
、
谷
津
三

雄
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
230

「
文
部
省
検
定
済
の
中
等
諸
学
校
用
・
生
理
衛
生
教
科
書
に
つ
い
て

（
抄
）」
下
総
高
次
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 111–112

「
第
二
次
大
戦
時
下
の
「
よ
く
噛
む
運
動
」
―
よ
く
噛
ん
で
噛
み
だ
せ

お
米
八
百
万
石

!「
日
本
歯
科
評
論
」
増
刊
号
　
昭
和

17
年
（
抄
）」

新
藤
恵
久
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 109

「
宮
城
県
歯
科
医
師
会
の
お
い
た
ち
―
史
料
か
ら
み
た
考
察
―
」
杉
本

是
孝
、
中
山
孝
子
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 129–134

「
テ
ィ
シ
ュ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
起
源
と
歴
史
―
米
国
補
綴
学
会

で
認
め
ら
れ
た
テ
ィ
シ
ュ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
材
の
歴
史
に
つ
い

て
―
」
高
木
千
訓
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 139–147

「
口
腔
外
科
学
に
関
す
る

D
r. M

ed. D
ent.遠

藤
至
六
郎
教
授
の
名
著
に

つ
い
て
（
抄
）」
高
北
義
彦
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 

90–91

「
九
州
歯
科
大
学
の
創
設
者
　
國
永
正
臣
の
ア
メ
リ
カ
時
代
」
竹
原
直

道
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (1) 3–9

「
有
岡
・
伊
丹
郷
町
遺
跡
か
ら
ほ
ぼ
完
全
な
木
製
義
歯
三
床
発
見
さ
れ

る
」
多
田
羅
猛
『
兵
庫
歯
科
学
院
雑
誌
』

28 (1) 69–71

「
歯
科
医
学
発
祥
地
ア
ラ
ビ
ア
医
学
を
検
証
す
る
」
千
葉
栄
一
『
日
本

顎
咬
合
学
会
誌
』

25 (1～
2) 255–263

「
歯
科
技
工
部
に
お
け
る
臨
床
技
工
内
容
の
変
遷
（
第

1
報
）
全
部
床

義
歯
補
綴
の
変
遷
（
抄
）」
土
平
和
秀
、
松
原
恒
、
橿
渕
修
一
、
夏
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目
寛
文
、
牧
繪
陽
、
長
谷
川
勇
一
、
冨
田
由
香
『
日
本
歯
科
技
工
学

会
雑
誌
』

26 (2) 259

「
口
歯
類
要
の
背
景
（
抄
）」
陶
粟
嫻
、
西
巻
明
彦
『
歯
界
展
望
』（
特

別
2005）

313

「『
傷
寒
論
』
と
舌
診
の
関
係
に
つ
い
て
（
抄
）」
陶
粟
嫻
、
西
巻
明
彦

『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 97

「
A

. G
ysiか

ら
中
原
市
五
郎
に
出
さ
れ
た
手
紙
に
つ
い
て
（
抄
）」
永

田
和
弘
、
新
藤
恵
久
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 107–108

「
J.W

. N
eedlesの

「
最
後
臼
歯
で
咬
合
す
る
時
作
業
側
顆
頭
は
作
業
し

な
い
」（

1923）
に
つ
い
て
（
抄
）」
永
田
和
弘
、
舟
山
郁
子
『
日
本

歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 100–101

「
芭
蕉
の
「
軽
み
」
と
歯
科
病
変
（
そ
の

3）（
抄
）」
西
巻
明
彦
『
日
本

歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 117

「
鷗
外
の
都
市
美
論
（
抄
）」
西
巻
明
彦
、
陶
粟
嫻
『
日
本
歯
科
医
史
学

會
々
誌
』

26 (2) 119

「『
傷
寒
金
鏡
録
』
の
研
究
（
抄
）」
西
巻
明
彦
、
陶
粟
嫻
、
屋
代
正
幸

『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 96

「「
他
者
」
の
視
点
で
み
る
「
病
の
草
紙
」（
そ
の

4）（
抄
）」
西
巻
明

彦
、
屋
代
正
幸
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 98

「『
口
歯
類
要
』
の
治
療
範
囲
（
抄
）」
西
巻
明
彦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 316–317

「
古
代
日
本
の
水
稲
作
農
耕
民
、
弥
生
人
の
齲
蝕
初
発
部
位
（

L
ocation 

of D
ental P

rim
ary C

aries C
avity in Paddy R

ice-cultivating 

Yayoi People of A
ncient Japan）（

英
語
）（
抄
）」
原
賀
滋
久
『
九

州
歯
科
学
会
雑
誌
』

59 (3) 125

「
明
治
中
期
の
お
歯
黒
習
俗
に
つ
い
て
―
和
歌
山
県
の
歯
科
医
中
村
好

正
述
「（
明
治

25–26
年
）
来
患
者
中
涅
歯
者
ノ
統
計
報
告
」
よ
り

（
抄
）」
樋
口
輝
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 113

「
小
幡
英
之
助
の
受
験
願
書
と
試
験
成
績
に
つ
い
て
―
内
閣
文
庫
蔵

『
東
京
府
史
料
・
政
治
部
衛
生
明
治
八
年
』
よ
り
―
（
抄
）」
樋
口
輝

雄
、
中
原
泉
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 126

「
C

harles H
unter の

教
科
書
“

M
echanical D

entistry”
に
つ
い
て

（
抄
）」
平
田
幹
男
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 99

「
古
事
記
に
現
わ
れ
た
市
辺
忍
歯
王
の
物
語
　
押
歯
に
よ
る
個
人
識
別

の
一
例
」
藤
田
浄
秀
、
筑
丸
寛
『
横
浜
医
学
』

56 (3) 219–224

「
江
戸
時
代
の
古
人
骨
に
み
ら
れ
た
犬
歯
の
対
称
的
埋
伏
（

Sym
m

etri-

cally Im
pacted C

anines Found in H
um

an Skeletal R
em

ains 

from
 the E

do Period in Japan）（
英
語
）」

Fujita H
isashi『

Journal 

of O
ral B

iosciences』
47 (2) 168–170

「
歯
の
人
類
学
　
古
人
骨
に
み
る
歯
の
形
態
異
常
（
Ⅱ
）」
藤
田
尚
『
老

年
歯
科
医
学
』

20 (2) 150–153

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
時
代
の
ド
ク
ト
ル
一
井
正
典
に
つ
い
て
（
抄
）」

松
本
晉
一
、
渋
谷
敦
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 115

「
P

hiladelphia D
ental C

ollege 卒
業
の
中
村
正
修
に
つ
い
て
（
抄
）」

松
本
晉
一
、
渋
谷
敦
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 116

「
幕
末
、
明
治
期
の
英
字
新
聞
と

D
irectory

か
ら
み
た
外
国
人
歯
科
医
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師
の
日
本
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
　

2　
H

.H
. W

inn, J.R
. Lysnar, 

J.S. B
urlingham

」
松
本
康
博
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 

135–138

「
高
山
紀
斎
の
生
涯
（
そ
の

1．
神
戸
事
件
）（
抄
）」
水
川
秀
海
『
日
本

歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 127–128

「
ヒ
ト
の
進
化
と
歯
科
医
学
と
そ
の
文
化
性
」
都
温
彦
『
九
州
歯
科
学

会
雑
誌
』

59 (1) 1–13

「
1832

年
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
ネ
ル
著
『
歯
科
手
術
の
実
際
』
の
書
誌
学

的
研
究
（
抄
）」
森
山
徳
長
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 

120–121

「
明
治
中
・
後
期
日
本
に
お
け
る
歯
科
麻
酔
の
書
誌
学
的
研
究
（
抄
）」

森
山
徳
長
、
一
戸
達
也
、
金
子
譲
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 

(2) 122–123

「
ケ
リ
カ
ー
の
組
織
分
類
と
エ
ナ
メ
ル
質
（
抄
）」
屋
代
正
幸
、
西
巻
明

彦
、
陶
粟
嫻
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
313

「
血
脇
守
之
助
「
次
回
国
際
歯
科
医
学
会
議
を
日
本
に
開
催
せ
ん
と
す

る
希
望
に
対
す
る
意
見
書
」（
昭
和

6
年

2
月
）
に
つ
い
て
（
抄
）」

山
口
秀
紀
、
石
橋
肇
、
加
來
洋
子
、
渋
谷
鉱
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯

科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 103–104

「
新
町
・
於
菊
稲
荷
神
社
（
お
き
く
い
な
り
じ
ん
じ
ゃ
）
に
奉
納
さ
れ

た
「
歯
科
医
の
絵
馬
」
に
つ
い
て
（
抄
）」
湯
浅
高
行
、
藤
野

珇
男
、

屋
代
正
幸
『
日
本
歯
科
医
史
学
會
々
誌
』

26 (2) 118

「
文
献
か
ら
み
た
歯
磨
剤
の
香
味
（
第
一
報
）
粉
歯
磨
剤
の
香
味
に
つ

い
て
（
抄
）」
吉
村
正
紀
、
五
味
哲
夫
、
鈴
木
誠
司
、
渡
邊
洋
二
『
歯

界
展
望
』（
特
別

2005）
311

22　
史
跡
・
記
念
碑

「
地
中
海
に
お
け
る
古
代
医
学
に
関
す
る
遺
跡
　
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
オ
ス

信
仰
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ー
ス
」
池
田
黎
太
郎
『
順
天
堂
医
学
』

51 (2) 

104–113

「
鬼
平
梅
安
に
し
ひ
が
し
　
本
所
の
弥
勒
寺
」
中
西
淳
朗
『
月
刊
保
団

連
』

(876) 58–59

「
鬼
平
梅
安
に
し
ひ
が
し
　
寄
場
と
天
神
」
中
西
淳
朗
『
月
刊
保
団
連
』

(879) 64–65

「
鉛
中
毒
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
（

4）
平
井
毓
太
郎
教
授
記
念
碑
「
平

井
乃
梅
」
と
そ
の
行
方
（
抄
）」
堀
口
俊
一
、
西
尾
久
英
、
林
千
代

『
産
業
衛
生
学
雑
誌
』

47（
増
刊
）

534

「
大
阪
医
薬
史
跡
を
訪
ね
て
　
適
塾
と
緒
方
洪
庵
」
米
田
該
典
『
漢
方

研
究
』

(402) 30–33

「
大
阪
医
薬
史
跡
を
訪
ね
て
　
神
農
さ
ん
と
道
修
町
」
米
田
該
典
、
鈴

木
五
郎
『
漢
方
研
究
』

(400) 20–22

「
大
阪
医
薬
史
跡
を
訪
ね
て
　
華
岡
青
洲
と
華
岡
鹿
城
」
米
田
該
典
、

鈴
木
五
郎
『
漢
方
研
究
』

(403) 28–32

「
大
阪
医
薬
史
跡
を
訪
ね
て
　
夕
陽
丘
町
に
眠
る
名
医
達
（

1–2）」
米

田
該
典
、
鈴
木
五
郎
『
漢
方
研
究
』

(407–408) 443–448, 471–476
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23　
疾
病
史

「
米
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
の
歴
史
（

H
istory of the M

anage-

m
ent of L

eprosy in the U
nited States of A

m
erica）（

英
語
）

（
抄
）」

M
eyers W

ayne M
.『
日
本
ハ
ン
セ
ン
病
学
会
雑
誌
』

74 (2) 

77–78

「
胃
癌
の
歴
史
　
伝
説
お
よ
び
年
代
記
（

T
H

e history of gastric can-

cer: legends and chronicles）（
英
語
）」

Santoro E
ugenio『

G
as-

tric C
ancer』

8 (2) 71–74

「【
成
人
の
高
機
能
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
】
高
機
能
自
閉

症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
　
歴
史
・
概
念
・
頻
度
」
浅
井
朋
子

『
精
神
科
』

7 (6) 483–489

「
水
俣
病
事
件
小
史
　
水
俣
病
は
ほ
ん
と
う
に
終
わ
っ
た
の
か
」
井
上

豊
治
『
川
崎
医
療
短
期
大
学
紀
要
』

(25) 9–23

「
慢
性
呼
吸
不
全
―
そ
の
歴
史
的
成
り
立
ち
と
病
理
生
理
（
抄
）」
岩
永

知
明
『
結
核
』

80 (10) 656–658

「
琉
球
の
風
疹
大
流
行

1965」
植
田
浩
司
『
日
本
医
事
新
報
』

(4249) 

39–42

「【
浮
腫
　
基
礎
研
究
の
進
歩
と
最
新
治
療
法
】
浮
腫
学
の
歴
史
と
課

題
」
大
石
和
久
、
菱
田
明
『
日
本
臨
床
』

63 (1) 5–10

「【
移
植
免
疫
と
腫
瘍
免
疫
　
泌
尿
器
科
医
に
必
要
な
免
疫
の
知
識
】
腎

移
植
の
歴
史
と
現
状
」
太
田
和
夫
『

U
rology V

iew
』

3 (3) 8–15

「
古
典
あ
れ
こ
れ
　
花
粉
症
と
ア
レ
ル
ギ
ー
の
歴
史
―
そ
の

1–5
―
」
小

川
浩
司
『

JO
H

N
S』

21 (3–7) 516–522, 648–655, 802–808, 932–

938, 1054–1061

「【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
歴
史
と
現
在
の
世

界
の
状
況
」
押
谷
仁
『
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

41 (12) 2875–2880

「【
頭
痛
の
す
べ
て
】
片
頭
痛
の
歴
史
」
片
山
宗
一
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

215 (14) 1004–1008

「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
大
流
行
　
歴
史
に
学
ぶ
」
加
地
正
郎
『
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
』

6 (1) 79–85

「【
慢
性
疲
労
症
候
群
（

C
F

S）
研
究
の
進
歩
と
診
療
へ
の
手
引
き
】

慢
性
疲
労
症
候
群
（

C
F

S）
の
概
念
と
研
究
の
歴
史
」
木
谷
照
夫

『
P

rogress in M
edicine』

25 (5) 1231–1234

「【
臨
床
糖
尿
病
学
】
糖
尿
病
と
は
　
歴
史
」
葛
谷
健
『
内
分
泌
・
糖
尿

病
科
』

20（
特
別
増
刊
）

1–5

「
糖
尿
病
の
歴
史
　
イ
ン
ス
リ
ン
の
測
定
　
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
の
時
代
」

葛
谷
健
『

Q
&

A
で
わ
か
る
肥
満
と
糖
尿
病
』

4 (1) 167–172

「
糖
尿
病
の
歴
史
　
イ
ン
ス
リ
ン
の
測
定
（

2）　
ラ
ジ
オ
イ
ム
ノ
ア
ッ

セ
イ
へ
の
道
」
葛
谷
健
『

Q
&

A
で
わ
か
る
肥
満
と
糖
尿
病
』

4 (2) 

376–380

「
糖
尿
病
の
歴
史
　
ラ
ジ
オ
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
そ
の
後
」
葛
谷
健
『

Q
&

A

で
わ
か
る
肥
満
と
糖
尿
病
』

4 (3) 553–557

「
糖
尿
病
の
歴
史
　
毛
細
血
管
基
底
膜
を
め
ぐ
る

1970
年
代
の
論
争
」

葛
谷
健
『

Q
&

A
で
わ
か
る
肥
満
と
糖
尿
病
』

4 (4) 750–756

「
糖
尿
病
の
歴
史
　

Insulitis（
膵
島
炎
）
の
命
名
と

G
epts以

後
の
再

評
価
」
葛
谷
健
『

Q
&

A
で
わ
か
る
肥
満
と
糖
尿
病
』

4 (5) 937–941



日本医史学雑誌　第 53巻 3号（2007）481

「
糖
尿
病
の
歴
史
　
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
と

H
im

sw
orth」

葛
谷
健

『
Q

&
A
で
わ
か
る
肥
満
と
糖
尿
病
』

4 (6) 1112–1116

「
呼
吸
器
感
染
症
　
そ
の
軌
跡
を
ふ
り
返
っ
て
」
小
林
宏
行
『
日
本
化

学
療
法
学
会
雑
誌
』

53 (10) 603–618

「【
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
の
す
べ
て
】
基
礎
　
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
の
歴

史
　
概
念
と
変
遷
と
わ
が
国
の
初
期
の
臨
床
研
究
」
酒
井
紀
『
腎
と

透
析
』

59（
増
刊
）

10–14

「
顎
関
節
症
を
再
考
す
る
　
顎
関
節
症
の

50
年
（
抄
）」
柴
田
考
典
『
日

本
全
身
咬
合
学
会
学
術
大
会

15
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
抄
録
集
』

23

「
結
核
　
温
故
知
新
（
抄
）」
島
尾
忠
男
『
結
核
』

80 (3) 177

「
腎
臓
病
学
の
変
遷
と
進
歩
」
杉
崎
徹
三
『
昭
和
医
学
会
雑
誌
』

65 (3) 

205–223

「
骨
考
古
学
　
麻
痺
性
疾
患
（

2）」
鈴
木
隆
雄
『

T
H

E
 B

O
N

E
』

19 (3) 

331–335

「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
　
歴
史
的
背
景
と
疾
患
概
念
」
田
中
順
子
『
日

本
小
児
科
医
会
会
報
』

(30) 141–144

「
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
自
律
神
経
機
能
異
常
　
歴
史
的

back-

ground」
田
村
直
俊
『
自
律
神
経
』

42 (2) 51–54

「【
移
植
免
疫
と
腫
瘍
免
疫
　
泌
尿
器
科
医
に
必
要
な
免
疫
の
知
識
】
移

植
免
疫
の
歴
史
と
現
状
」
富
田
幸
裕
、
梶
原
隆
『

U
rology V

iew
』

3 

(3) 16–21

「
小
児
気
管
支
喘
息
の
施
設
療
法
の
歴
史
的
変
遷
」
豊
島
協
一
郎
『
喘

息
』

18 (4) 65–68

「【
骨
粗
鬆
症
腫
瘍
内
科
　
最
新
の
診
断
と
治
療
】
骨
粗
鬆
症
の
診
断
　

骨
粗
鬆
症
の
概
念
：
歴
史
的
変
遷
を
含
め
て
」
乗
松
尋
道
『

M
odern 

P
hysician』

25 (11) 1346–1348

「
A

rchibald G
arrod

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
―
先
天
代
謝
異
常
症
の
歴
史
」
深

瀬
泰
旦
『
日
本
先
天
代
謝
異
常
学
会
雑
誌
』

21, 80–91

「
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
ガ
ロ
ッ
ド
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
―
先
天
代
謝
異
常
症
の

歴
史
」
深
瀬
泰
旦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 446–448

「【
胃
癌
の
時
代
的
変
遷
と
将
来
展
望
】
胃
癌
の
時
代
的
変
遷
　
診
断
の

立
場
か
ら
」
渕
上
忠
彦
『
胃
と
腸
』

40 (1) 11–17

「【
移
植
免
疫
と
腫
瘍
免
疫
　
泌
尿
器
科
医
に
必
要
な
免
疫
の
知
識
】
腫

瘍
免
疫
の
歴
史
と
現
状
」
細
川
眞
澄
男
『

U
rology V

iew
』

3 (3) 29–

34

「【
睡
眠
障
害
の
基
礎
と
臨
床

U
P

D
AT

E
】
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
　
研
究
の

歴
史
と
現
状
、
そ
の
臨
床
応
用
」
本
多
真
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

215 

(3) 180–184

「
原
著
を
探
る
　
重
症
筋
無
力
症
に
お
け
る
最
初
の
胸
腺
摘
出
術
」
正

岡
昭
『

C
linical N

euroscience』
23 (12) 1450–1451

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
因
を
追
っ
て
」
水
野
美
邦
『
日
本
内
科
学
会

雑
誌
』

94 (Suppl.) 66–70

「
九
州
と
沖
縄
に
お
け
る
乳
癌
の
臨
床
試
験
の
歴
史
（

H
istory of C

lini-

cal Trials for B
reast C

ancer in K
yushu and O

kinaw
a）（
英
語
）」

M
itsuyam

a Shoshu『
B

reast C
ancer』

12 (1) 4–10

「
睡
眠
と
呼
吸
の
生
理
学
　
睡
眠
時
呼
吸
障
害
を
理
解
す
る
　
睡
眠
時
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無
呼
吸
症
候
群
の
歴
史
（

1836
年
か
ら

1976
年
ま
で
、
そ
し
て

2003
年
）」
安
間
文
彦
『
呼
吸
器
ケ
ア
』

3 (2) 123–126

「【
性
同
一
性
障
害
の
診
か
た
と
治
療
】
性
同
一
性
障
害
と
は
　
歴
史
と

概
要
」
山
内
俊
雄
『

M
odern P

hysician』
25 (4) 363–369

「
E

B
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
今
昔
物
語
」
脇
口
宏
『
小
児
科
臨
床
』

58 (11) 

2151–2158

24　
耳
鼻
咽
喉
科
史

「
耳
介
の
挿
話
―

T
he Strand M

agazine―
」
飯
沼
壽
孝
『

JO
H

N
S』

21 (9) 1416–1418

「
古
典
あ
れ
こ
れ
　
声
と
心
臓
―

O
rtnerの

呪
縛
―
」
廣
瀬
肇
『

JO
H

N
S』

21 (2) 248–251

「
古
典
あ
れ
こ
れ
　
本
邦
喉
摘
第

1
例
」
廣
瀬
肇
『

JO
H

N
S』

21 (1) 

114–117

25　
種
痘
史

「
釜
山
の
済
生
医
院
　
釜
山
開
港
（

1876
年
）
後
の
病
院
の
近
代
化
と

朝
鮮
の
種
痘
」
石
田
純
郎
『
新
見
公
立
短
期
大
学
紀
要
』

26, 39–42

「
大
坂
の
除
痘
館
か
ら
分
苗
を
受
け
た
医
師
達
　
分
苗
所
追
跡
調
査

（
2）（
抄
）」
古
西
義
麿
『
医
譚
』

(99) 42–43

「『
善
那
余
話
』
か
ら
み
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
画
像
収
集
の
経
緯
（
抄
）」
深

瀬
泰
旦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 246–247

「
幕
末
期
地
方
種
痘
に
関
す
る
新
資
料
」
米
田
実
『
公
立
甲
賀
病
院
紀

要
』

8, 209–210

26　
獣
医
学
史

「
獣
医
用
刺
絡
（
瀉
血
）
用
具
と
そ
の
変
遷
」
折
坂
金
弘
『
獣
医
畜
産

新
報
』

58 (5) 377–381

「
獣
医
用
焼
烙
用
具
の
変
遷
と
治
療
補
助
用
具
」
折
坂
金
弘
『
獣
医
畜

産
新
報
』

58 (12) 1041–1046

「
H

um
an A

nim
al B

ond（
人
と
動
物
と
の
絆
）
と
い
う

N
ew

 Science

の
歩
み
」
加
藤
元
『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』

(42) 22–42

「
獣
医
史
小
話
　
戦
後
台
湾
の
農
業
行
政
と
獣
医
学
教
育
」
古
泉
巌
、

荘
銘
城
、
王
俊
秀
、
林
再
春
『
獣
医
畜
産
新
報
』

58 (8) 632

「
獣
医
史
小
話
　
忠
犬
の
歴
史
　
国
の
史
跡
に
な
っ
た
愛
犬
ハ
ナ
丸
の

墓
」
小
佐
々
学
『
獣
医
畜
産
新
報
』

58 (11) 892

「
獣
医
の
雑
誌
一
巻
一
号
補
遺
・「
陸
軍
獸
醫
團
報
」」
白
水
完
児
『
日

本
獣
医
史
学
雑
誌
』

(42) 74–75

「
絵
巻
物
に
見
る
中
世
獣
医
史
料
（

10）」
中
井
薫
『
日
本
獣
医
史
学
雑

誌
』

(42) 66–71

「
正
岡
子
規
が
詠
ん
だ
馬
医
者
の
句
」
長
尾
壮
七
『
日
本
獣
医
史
学
雑

誌
』

(42) 72–73

「
今
村
源
右
衛
門
英
生
が
完
訳
し
た
我
が
国
で
初
め
て
の
西
欧
獣
医
書

と
そ
の
訳
業
」
濱
　
學
『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』

(42) 49–54

「
昭
和
期
以
降
の
馬
の
疾
病
と
そ
の
防
遏
」
濱
　
學
『

H
ippophile』

(19) 14–29
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「
日
本
在
来
馬
「
野
間
馬
」
の
保
護
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
」
平
野
巧
『
日

本
獣
医
史
学
雑
誌
』

(42) 55–65

「
最
近
の
動
物
医
療
　
小
動
物
歯
科
診
療
の
歴
史
な
ら
び
に
現
状
と
展

望
（
Ⅰ
－
Ⅱ
）」
藤
田
桂
一
『
日
本
獣
医
師
会
雑
誌
』

58 (4–5) 224–

226, 298–300

「
日
本
馬
病
史
―
古
代
よ
り
幕
末
・
維
新
前
後
ま
で
―
」
松
尾
信
一
『
日

本
獣
医
史
学
雑
誌
』

(42) 1–21

「
安
西
流
馬
医
伝
書
（
安
西
流
馬
医
絵
巻
）
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）

の
補
遺
（
抄
）」
松
尾
信
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 270–271

「
獣
医
史
小
話
　
日
本
の
古
い
馬
の
解
剖
図
」
松
尾
信
一
『
獣
医
畜
産

新
報
』

58 (1) 14

「
二
十
世
紀
台
湾
の
畜
産
獣
医
事
情
（

1）」
林
本
欽
、
大
橋
義
光
『
日

本
獣
医
史
学
雑
誌
』

(42) 43–48

27　
書
簡

「
池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
六
）
入
澤
達
吉
の
書
簡
」
池
田
文
書
研
究

会
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (1) 111–119

「
池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
七
）
入
澤
達
吉
の
書
簡
」
池
田
文
書
研
究

会
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 431–439

「
池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
八
）
竹
山
屯
の
書
簡
」
池
田
文
書
研
究
会

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 645–654

「
軍
医
小
池
正
直
の
書
簡
―
人
骨
を
取
る
写
真
器
械
―
」
高
橋
陽
一
、

上
野
秀
治
『
啓
迪
』

(23) 1–7

「
宗
教
改
革
者
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
病
苦
を
訴
え
た
晩
年
の
一
書
簡
」
濱
中

淑
彦
『
名
古
屋
医
報
』

(1287) 26

「
小
石
家
宛
坪
井
信
良
書
簡
五
通
に
つ
い
て
」
正
橋
剛
二
『
北
陸
医
史
』

26 (1) 36–46

28　
書
誌
学

「
金
沢
大
学
医
学
部
に
寄
贈
さ
れ
た
憶
松
閣
文
庫
に
つ
い
て
」
赤
祖
父

一
知
、
今
井
美
和
『
北
陸
医
史
』

26 (1) 61–67

「『
長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡
・
竹
簡
』
と
『
傷
寒
論
』（
抄
）」
猪
飼
祥
夫

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 312–313

「
山
形
県
天
童
市
格
知
学
舎
の
古
医
書
（
抄
）」
井
上
和
夫
『
日
本
東
洋

医
学
雑
誌
』

56（
別
冊
）

166

「「
衆
方
規
矩
」
の
研
究
」
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
『
日
本
東
洋
医
学
雑

誌
』

56 (3) 435–444

「
古
写
本
鍼
灸
秘
書
　
全
　
解
題
及
び
翻
字
」
亀
節
子
、
前
田
え
い
子
、

戸
田
静
男
『
関
西
鍼
灸
大
学
紀
要
』

2, 1–12

「
中
国
宋
元
明
の
医
薬
書
の
研
究
と
そ
の
成
果
の
公
刊
」
小
曽
戸
洋
『
上

原
記
念
生
命
科
学
財
団
研
究
報
告
集
』

19, 68–74

「
石
原
保
秀
・
東
亜
医
学
協
会
旧
蔵
古
医
書
（
日
漢
研
本
）
の
概
要

（
抄
）」
小
曽
戸
洋
、
天
野
陽
介
、
野
澤
隆
幸
、
小
林
健
二
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (1) 120–122

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
曲
直
瀬
養
安
院
文
書
の
研
究
（
二
）
―
文
書
の
概
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要
（
上
）（
抄
）」
小
曽
戸
洋
、
友
部
和
弘
、
町
泉
寿
郎
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 171–172

「「
大
同
医
式
」
に
つ
い
て
（
二
）（
抄
）」
後
藤
志
朗
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』

51 (2) 264–265

「
甲
賀
通
元
「
古
今
方
彙
」
の
検
討
（
抄
）」
鈴
木
達
彦
、
遠
藤
次
郎
、

中
村
輝
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 318–319

「『
医
学
天
正
記
』
に
つ
い
て
（
六
）」
高
島
文
一
『
啓
迪
』

(23) 8–13

「
漫
遊
雑
記
に
つ
い
て
　
そ
の
二
、
三
」
高
島
文
一
『
医
譚
』

(99–100) 

21–22, 9–10

「
元
禄
時
代
の
百
科
全
書
「
錦
嚢
智
術
全
書
」（
抄
）」
高
橋
雅
夫
『
医

譚
』

(100) 70–72

「
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
所
蔵
多
紀
元
堅
書
き
込
み
入
り

『
医
賸
』
に
つ
い
て
（
抄
）」
舘
野
正
美
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 

194–195

「
収
蔵
オ
ラ
ン
ダ
外
科
図
と
パ
レ
本

1627
年
版
と
の
比
較
（
抄
）」
田

中
祐
尾
『
医
譚
』

(99) 45–46

「
収
蔵
楢
林
外
科
書
と
パ
レ
（
一
六
二
七
）
及
び
ス
ク
レ
テ
タ
ス

（
一
六
五
七
）
と
の
絵
図
に
お
け
る
比
較
（
抄
）」
田
中
祐
尾
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 180–181

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
曲
直
瀬
養
安
院
文
書
の
研
究
（
三
）
―
文
書
の
概

要
（
下
）（
抄
）」
友
部
和
弘
、
町
泉
寿
郎
、
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 173–174

「
西
忍
医
術
と
「
藪
明
集
」」
中
泉
行
弘
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』

59 

(1) 102–103

「
文
庫
の
窓
か
ら
　
古
写
本
『
諸
病
治
方
書
』（
仮
）
の
眼
目
門
」
中
泉

行
弘
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』

59 (2) 220–221

「
文
庫
の
窓
か
ら
　
済
民
記
」
中
泉
行
弘
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』

59 (3) 378–379

「「
医
療
羅
合
」
と
「
妙
薬
博
物
筌
」
と
の
比
較
」
中
泉
行
弘
、
斎
藤
仁

男
『
臨
床
眼
科
』

59 (12) 1918–1920

「
民
国
初
期
に
於
け
る
『
霊
救
識
』
の
影
響
（
抄
）」
平
根
弘
治
、
桑
名

一
央
、
関
口
麻
紀
、
熊
谷
由
紀
絵
、
長
崎
直
美
、
関
口
由
紀
、
小
菅

孝
明
、
高
岡
直
子
、
宮
原
桂
、
寺
師
碩
甫
『
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
』

56（
別
冊
）

164

「
手
塚
良
斎
「
医
学
所
御
用
留
」（
八
）」
深
瀬
泰
旦
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』

51 (4) 655–659

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
曲
直
瀬
養
安
院
文
書
の
研
究
（
一
）
―
家
系
と
肖

像
（
抄
）」
町
泉
寿
郎
、
小
曽
戸
洋
、
花
輪
壽
彦
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』

51 (2) 169–170

「「
乳
巖
治
験
録
」
を
だ
れ
が
書
い
た
か
（
抄
）」
松
木
明
知
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (2) 190–191

「
韓
国
現
存
古
医
籍
の
特
徴
（
抄
）」
真
柳
誠
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 326–327

「
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
塾
所
蔵
の
貴
重
書
　『
解
剖
存
真
図
』」
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安
田
健
次
郎
『
慶
應
医
学
』

82 (3) 109–118

「
病
草
紙
に
対
す
る
考
察
（
抄
）」
湯
浅
高
行
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
314

29　
小
児
科
史

「
新
生
児
医
療
か
ら
み
た

SID
S　
乳
児
突
然
死
症
候
群
（

SID
S）
の
定

義
の
進
展
、
及
び
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

 SID
S/SU

D
C
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る

498
症
例
へ
の

2004 ver.の
適
用
（

T
he E

volution of 

the D
efinition of Sudden Infant D

eath Syndrom
e (SID

S) and 

A
pplication of the 2004 Version to 498 C

ases in the San D
iego 

SID
S/SU

D
C

 R
esearch P

roject）（
英
語
）（
抄
）」

K
rous H

enry F.

『
日
本
未
熟
児
新
生
児
学
会
雑
誌
』

17 (3) 382

「
小
児
外
科
医
の
散
歩
道
　

42
年
前
の
患
者
　
歴
史
の
な
か
の
胆
道
手

術
」
梶
本
照
穂
『
小
児
外
科
』

37 (3) 352–353

「【
恐
ろ
し
い
風
疹
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
】
日
本
に
お
け
る
風
疹
、
先

天
性
風
疹
症
候
群
の
歴
史
と
現
況
」
加
藤
茂
孝
『
チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ
ル

ス
』

8 (9) 632–636

「【
恐
ろ
し
い
風
疹
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
】
わ
が
国
に
お
け
る
風
疹
予

防
接
種
の
歴
史
と
今
後
」
多
屋
馨
子
『
チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ
ル
ス
』

8 (9) 

643–648

「
Fallot四

徴
と
二
乃
至
三
の
古
典
的
雑
誌
と

Pediatric C
ardiology」

辻
敦
敏
『
ほ
す
ぴ
た
る
　
ら
い
ぶ
ら
り
あ
ん
』

30 (3～
4) 240–242

「
血
液
循
環
の
発
見
か
ら
先
天
性
心
疾
患
へ
」
原
田
研
介
『
日
本
小
児

科
学
会
雑
誌
』

109 (9) 1096–1101

「【
子
ど
も
の
ト
ラ
ウ
マ
】
子
ど
も
の
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（

P
T

SD
）

　
そ
の
歴
史
と
概
念
の
変
遷
」
廣
常
秀
人
、
補
永
栄
子
、
斉
藤
陽
子
、

小
川
朝
生
、
大
澤
智
子
、
小
笠
原
将
之
、
加
藤
寛
、
井
上
洋
一
、
武

田
雅
俊
『
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
』

3 (2) 129–140

30　
神
経
学
史

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
業
績
の
原
点
を
た
ず
ね
て
　
新
し
い
疾
患
概
念
・
治

療
法
の
発
見
の
経
緯
と
そ
の
後
の
展
開
　
大
田
原
症
候
群
　
歴
史
的

展
望
と
病
態
の
概
要
」
大
田
原
俊
輔
『
小
児
科
臨
床
』

58 (5) 917–

922

「
W

ilhelm
 G

riesingerと
D

uchenne
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
古
川

哲
雄
『
神
経
内
科
』

63 (2) 197–202

「
断
頭
直
後
の
人
体
実
験
」
古
川
哲
雄
『
神
経
内
科
』

63 (5) 494

「【
精
神
医
学
と
神
経
学
と
の
再
統
合
　
新
し
い
神
経
精
神
医
学
の
流

れ
】
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
学
派
の
歴
史
と
現
在
」
和
田
信
『
臨
床
精
神

医
学
』

34 (3) 307–314

31　
診
断
学
史

「【
周
産
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
新
し
い
考
え
方
と
進
歩
】
マ
ス
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
歴
史
と
成
果
」
黒
田
泰
弘
『
周
産
期
医
学
』

35 (9) 

1175–1178

「【
心
電
図
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
】
お
も
し
ろ
心
電
図
の
歴
史
と
活
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用
法
」
佐
藤
純
一
『
看
護
実
践
の
科
学
』

30 (7) 20–27

「
ア
レ
ル
ゲ
ン
研
究
の
歴
史
（

1）」
信
太
隆
夫
『
喘
息
』

18 (4) 69–71

「
原
著
を
探
る
　
打
診
ハ
ン
マ
ー
と
反
射
ハ
ン
マ
ー
」
高
橋
昭
『

C
linical  

N
euroscience』

23 (2) 234–237

「
コ
ロ
ト
コ
フ
音
の
発
生
理
論
（
抄
）」
藤
倉
一
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 304–305

32　
整
形
外
科
史

「
武
道
整
体
医
法
　
骨
格
矯
正
療
法
の
歴
史
、
理
念
、
科
学
と
技
術
」

S
・
パ
リ
ッ
シ
ュ
『
手
技
療
法
』

13 (4–12) 285–287, 360–362, 

436–441, 516–520, 598–600, 678–680, 766–769, 848–851, 920–

924

「
日
本
人
に
適
し
た
セ
メ
ン
ト
人
工
股
関
節
の
開
発
と
歴
史
（
抄
）」
飯

田
寛
和
、
川
那
辺
圭
一
、
中
村
孝
志
、
和
田
孝
彦
、
松
矢
浩
暉
『
日

本
整
形
外
科
学
会
雑
誌
』

79 (3)S218

「
弥
生
人
の
骨
は
語
る
　
古
代
人
の
健
康
状
態
と
病
い
（
抄
）」
井
上
貴

央
『
中
部
日
本
整
形
外
科
災
害
外
科
学
会
雑
誌
』

48 (Suppl. 1) 3

「
日
本
人
に
適
し
た
セ
メ
ン
ト
レ
ス
人
工
股
関
節
の
開
発
と
歴
史

（
抄
）」
大
谷
卓
也
、
藤
井
克
之
『
日
本
整
形
外
科
学
会
雑
誌
』

79 (3) 

S218

「
柔
道
整
復
師
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
も
の
（
抄
）」
我
部
正
彦
『
柔
道
整

復
・
接
骨
医
学
』

13 (3) 174

「
柔
道
整
復
師
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
も
の
　
柔
道
整
復
師
の
誕
生
と
武
医

同
術
」
我
部
正
彦
『
柔
道
整
復
・
接
骨
医
学
』

13 (3) 177–178

「
整
形
外
科
の
歴
史

91　
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
中
期
へ
―
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
の
整
形
外
科
の
近
代
化
―
（

5）
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
整
形
外
科
の
近
代
化
」
蒲
原
宏

『
整
形
外
科
看
護
』

10 (1) 100–103

「
整
形
外
科
の
歴
史

92–94　
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
中
期
へ
―
東

欧
諸
国
の
整
形
外
科
の
近
代
化
―
（

1–3）
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の

整
形
外
科
の
近
代
化
」
蒲
原
宏
『
整
形
外
科
看
護
』

10 (2–4) 200–

203, 314–317, 414–416

「
整
形
外
科
の
歴
史

95　
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
中
期
へ
―
東
欧

諸
国
の
整
形
外
科
の
近
代
化
―
（

4）
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
整
形
外
科
の
近
代
化
」
蒲
原
宏
『
整
形
外
科
看
護
』

10 (5) 514–

516

「
整
形
外
科
の
歴
史

96　
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
中
期
へ
―
東
欧

諸
国
の
整
形
外
科
の
近
代
化
―
（

5）
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
整
形
外
科
の
近
代
化
」
蒲
原
宏
『
整
形
外
科

看
護
』

10 (6) 598–602

「
整
形
外
科
の
歴
史

97–99　
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
中
期
へ
―
ロ

シ
ア
の
整
形
外
科
の
近
代
化
①
－
③
―
」
蒲
原
宏
『
整
形
外
科
看
護
』

10 (7–9) 696–699, 796–799, 886–891

「
整
形
外
科
の
歴
史

100–102　
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
中
期
へ

―
伊
太
利
の
整
形
外
科
の
近
代
化
①
－
③
―
」
蒲
原
宏
『
整
形
外
科

看
護
』

10 (10–12) 976–979, 1076–1082, 1170–1173
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「【
義
肢
の
変
遷
】
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
の
変
遷
　
切
断
術
・
材
料
・
社
会
情

勢
と
の
関
わ
り
」
久
保
義
博
、
白
井
範
幸
、
長
谷
川
絵
理
、
村
瀬
仁

美
、
出
井
裕
司
『

P
O
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

13 (2) 70–88

「
内
視
鏡
下
手
術
の
現
況
と
合
併
症
対
策
　
整
形
外
科
領
域
に
お
け
る

内
視
鏡
手
術
　
歴
史
と
現
況
（
抄
）」
斎
藤
明
義
『
日
大
医
学
雑
誌
』

64 (4) 217–220

「
考
古
学
　
先
天
異
常
（
四
肢
骨
）」
鈴
木
隆
雄
『

T
H

E
 B

O
N

E
』

19 

(1) 109–112

「
私
の
経
験
を
通
し
た
日
本
の
肩
関
節
外
科
の
歴
史
と
将
来
へ
の
展
望
」

高
岸
直
人
『
肩
関
節
』

29 (3) 475–478

「
柔
道
整
復
師
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
も
の
　
昭
和

45
年
柔
道
整
復
師
法
成

立
以
後
（
抄
）」
高
島
禮
子
『
柔
道
整
復
・
接
骨
医
学
』

13 (3) 180

「【
義
肢
の
変
遷
】
わ
が
国
の
四
肢
切
断
者
の
歩
み
と
社
会
的
自
立
の
変

遷
」
坪
井
良
子
『

P
O
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

13 (2) 47–56

「
柔
道
整
復
師
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
も
の
　
柔
道
整
復
師
法
成
立
に
至
る

道
（
抄
）」
中
川
敏
郎
『
柔
道
整
復
・
接
骨
医
学
』

13 (3) 179

「
外
科
系
各
領
域
の
展
望
　
整
形
外
科
百
年
　
歴
史
と
今
後
の
展
望
」

中
村
耕
三
『
日
本
外
科
系
連
合
学
会
誌
』

30（
特
別
）

S159–160

「
柔
道
整
復
師
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
も
の
　
明
治
の
医
制
と
接
骨
・
整
骨

の
ゆ
く
え
」
横
田
良
介
『
柔
道
整
復
・
接
骨
医
学
』

13 (3) 175–176

33　
精
神
医
学
史

「
フ
ラ
ン
ス
人
精
神
科
医
の
森
田
療
法
発
見
事
情
」

G
arrabe Jean『

日

本
森
田
療
法
学
会
雑
誌
』

16 (2) 195–200

「
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
に
お
け
る
神
経
症
の
歴
史
的
変
遷
（

H
IST

O
R

IQ
U

E
 

D
E

S N
E

V
R

O
SE

S E
N

 F
R

A
N

C
E

 E
T

 A
U

 JA
PA

N
）（
フ
ラ
ン
ス

語
）（
抄
）」

G
arrable Jean『

日
仏
医
学
』

29 (1) 9

「【
精
神
医
学
と
神
経
学
と
の
再
統
合
　
新
し
い
神
経
精
神
医
学
の
流

れ
】

D
ie B

erliner Schulu（
ベ
ル
リ
ン
学
派
）」
池
村
義
明
『
臨
床

精
神
医
学
』

34 (3) 283–293

「
江
戸
時
代
後
期
の
精
神
障
害
者
処
遇
　「
溜
預
」
に
つ
い
て
（
抄
）」

板
原
和
子
、
桑
原
治
雄
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 60–61

「【
統
合
失
調
症
の
精
神
療
法
】
統
合
失
調
症
に
お
け
る
個
人
精
神
療
法

　
序
論
」
牛
島
定
信
『
精
神
療
法
』

31 (1) 3–8

「【
統
合
失
調
症
】「
統
合
失
調
症
の
精
神
病
理
学
」
へ
の
考
古
学
的
序

説
」
内
海
健
『
こ
こ
ろ
の
科
学
』

(120) 55–65

「
精
神
科
治
療
理
念
の
史
的
展
望
　
精
神
療
法
と
そ
の
治
療
理
念
の
ク

ロ
ノ
ロ
ジ
ー
」
江
口
重
幸
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 34–42

「
統
合
失
調
症
の
通
時
性
に
関
す
る
検
討
　
既
出
文
献
の
再
考
と
「
奇

異
さ
」
の
概
念
へ
の
注
目
（
抄
）」
大
塚
耕
太
郎
、
酒
井
明
夫
、
丸

田
真
樹
、
高
谷
友
希
、
奥
山
雄
、
遠
藤
知
方
、
中
山
秀
紀
、
武
内
克

也
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 59–60

「
精
神
科
病
院
に
お
け
る
デ
ン
グ
熱
実
験
　
戦
争
と
精
神
科
医
療
、
そ

し
て
戦
争
医
学
者
（
そ
の

4）（
抄
）」
岡
田
靖
雄
『
精
神
医
学
史
研

究
』

9 (1) 58–59

「
戦
争
と
心
理
学
　
軍
隊
と
医
療
　
戦
争
神
経
症
を
中
心
に
」
奥
村
直
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史
『
臨
床
心
理
学
研
究
』

42 (3) 50–53

「
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
み
る
精
神
障
害
者
」
金
川
英
雄
『
精
神
医
学

研
究
所
業
績
集
』

(41) 47–53

「【
日
韓
両
国
の
若
い
精
神
科
医
の
た
め
の
合
同
研
修
会
か
ら
み
た
両
国

の
文
化
】
森
田
療
法
と
韓
国
の
精
神
文
化
」
黒
木
俊
秀
『
こ
こ
ろ
と

文
化
』

4 (1) 20–25

「
江
戸
後
期
裁
判
事
例
で
の
「
乱
心
」
の
興
味
あ
る
症
状
の
記
述
（
抄
）」

桑
原
治
雄
、
板
原
和
子
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 60

「
Joseph G

uislain
に
よ
る
精
神
医
学
用
語
と
そ
の
疾
病
分
類
に
つ
い
て

（
抄
）」
小
泉
明
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 59

「
地
方
紙
に
お
け
る
自
殺
報
道
の
変
遷
　
明
治
に
お
け
る
精
神
科
医
療

の
構
造
化
に
つ
い
て
（

1）（
抄
）」
河
野
康
政
、
矢
根
秀
憲
、
生
村

吾
郎
、
今
村
洋
一
郎
『
病
院
・
地
域
精
神
医
学
』

48 (2) 220–222

「
K

raepelin
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
に
つ
い
て
（
抄
）」
古
茶
大
樹
、
濱
田

秀
伯
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 56

「
精
神
科
治
療
理
念
の
史
的
展
望
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
成
」
に
お
け
る

狂
気
治
療
に
つ
い
て
」
酒
井
明
夫
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 28–

33

「
パ
ト
グ
ラ
フ
ィ
　
精
神
医
学
史
探
訪
　
誇
り
高
き
ア
イ
ア
ス
」
酒
井

明
夫
『
精
神
科
』

6 (5) 493–497

「
パ
ト
グ
ラ
フ
ィ
　
精
神
医
学
史
探
訪
　
メ
ア
リ
・
グ
ロ
ー
ヴ
ァ
の
発

作
」
酒
井
明
夫
『
精
神
科
』

7 (1) 61–66

「
パ
ト
グ
ラ
フ
ィ
　
精
神
医
学
史
探
訪
　
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ケ
ン
プ
の

言
語
」
酒
井
明
夫
『
精
神
科
』

7 (3) 244–249

「
不
安
の
精
神
病
理
　
不
安
の
存
在
と
不
安
の
関
係
　
精
神
病
理
学
に

お
け
る
不
安
概
念
の
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
」
新
宮
一
成
『
臨
床
精
神

病
理
』

26 (2) 172–180

「
戦
前
期
精
神
病
院
入
院
患
者
の
男
女
比
に
つ
い
て
（
抄
）」
鈴
木
晃
仁

『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 57–58

「
草
創
期
に
お
け
る
日
本
の
精
神
分
析
」
妙
木
浩
之
『
精
神
分
析
研
究
』

48（
増
刊
）

69–84

「
う
つ
病
の
真
実
　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
医
学
で
う
つ
病
は
ど
う
考
え
ら
れ

た
か
」
野
村
総
一
郎
『
こ
こ
ろ
の
科
学
』

(125) 102–107

「
G

eel見
学
者
と
ド
イ
ツ
の
精
神
医
療
政
策
」
橋
本
明
『
精
神
医
学
史

研
究
』

9 (1) 67–78

「
G

eel研
究
（
そ
の

6）
コ
ロ
ニ
ー
見
学
者
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神

病
院
改
革
（
抄
）」
橋
本
明
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 63–64

「
大
分
県
公
文
書
館
所
蔵
『
昭
和
十
五
年
監
置
精
神
病
者
に
関
す
る
綴
』

解
題
」
橋
本
明
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 449–451

「
昭
和
十
五
年
の
監
置
精
神
病
者
（
抄
）」
橋
本
明
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 276–277

「
わ
が
国
の
精
神
分
析
の

50
年
と
未
来
　
精
神
分
析
学
の
歩
み
と
本
学

会
の
歩
み
」
馬
場
禮
子
『
精
神
分
析
研
究
』

48（
増
刊
）

35–40

「【
統
合
失
調
症
の
概
念
の
変
遷
】
統
合
失
調
症
を
め
ぐ
る
疾
病
概
念
の

変
遷
　

M
orelよ

り
K

raepelin、
B

leulerま
で
」
濱
中
淑
彦
『

Schizo-

phrenia Frontier』
6 (1) 7–18
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「
高
尾
山
滝
治
療
　
聞
き
書
き
（
抄
）」
昼
田
源
四
郎
『
精
神
医
学
史
研

究
』

9 (1) 62

「
20
世
紀
精
神
医
学
の
光
と
影
　
ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
施
設
と

脱
施
設
化
　「
脱
施
設
化
」
の
挫
折
と
今
後
」
昼
田
源
四
郎
『
精
神

医
学
史
研
究
』

9 (2) 137–147

「
宗
教
お
よ
び
家
族
と
の
関
連
か
ら
み
た
日
本
近
代
の
精
神
医
療
　
精

神
障
害
者
私
宅
監
置
を
め
ぐ
っ
て
」
舟
木
徹
男
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (2) 109–116

「
宗
教
及
び
家
族
と
の
関
連
か
ら
み
た
日
本
近
代
の
精
神
医
療

2（
抄
）」

舟
木
徹
男
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 58

「【
統
合
失
調
症
の
概
念
の
変
遷
】
病
型
概
念
の
変
遷
」
森
本
陽
子
、
濱

田
秀
伯
『

Schizophrenia Frontier』
6 (1) 27–32

「
精
神
医
学
に
お
け
る
障
害
史
の
臨
床
的
意
義
（
抄
）」
山
田
和
央
『
神

奈
川
医
学
会
雑
誌
』

32 (1) 92

35　
西
洋
医
学
史

「
原
著
を
探
る
　

R
aynaud

現
象
」
阿
部
達
哉
、
島
津
邦
男
『

C
linical 

N
euroscience』

23 (3) 352–353

「
世
界
の
鍼
灸
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
鍼
灸
の

発
展
史
」
ア
ラ
ン
・
ブ
リ
オ
『
全
日
本
鍼
灸
学
会
雑
誌
』

55 (1) 77–

85

「
世
界
医
学
史
の
旅
⑧
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ー
ヌ
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
ー
」
石

田
純
郎
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (1) 47–50

「
世
界
医
学
史
の
旅
⑨
モ
ロ
ッ
コ
王
国
を
訪
ね
て
」
石
田
純
郎
『
ミ
ク

ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (2) 136–141

「
世
界
医
学
史
の
旅
⑩
－
⑪
蘭
医
学
の
故
郷
　
ラ
イ
デ
ン
　
そ
の
一
、

そ
の
二
」
石
田
純
郎
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (3–4) 215–220, 

300–306

「【
虐
待
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
　
子
ど
も
虐
待
・

D
V
・
高
齢
者
虐
待
】

虐
待
（
家
族
間
暴
力
）
の
発
見
と
歴
史
」
井
上
登
生
『
治
療
』

87 

(12) 3150–3154

「
医
職
の
学
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
改
革
　

R
SM

, B
M

A
, G

M
C
（
抄
）」
栗

本
宗
治
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ロ
ブ
ス
ン
『
医
譚
』

(99) 35–36

「
英
国
医
史
二
十
世
紀
の
例
　
再
考
（
抄
）」
栗
本
宗
治
、
サ
ー
・
ゴ
ー

ド
ン
・
ロ
ブ
ス
ン
『
医
譚
』

(100) 61–63

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
学
史
散
歩
」
黒
田
和
男
『
医
譚
』

(100) 1–8

「
脳
神
経
疾
患
病
棟
・
特
別
室
　
イ
エ
ス
の
一
言
で
麻
酔
が
治
っ
た
ガ

リ
ラ
ヤ
の
男
」
小
長
谷
正
明
『

B
rain N

ursing』
21 (12) 1240–1243

「『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
に
お
け
る
排
尿
障
害
の
記
述
に
つ
い
て
」
斉

藤
博
『
日
本
泌
尿
器
科
学
会
雑
誌
』

96 (3) 432–441

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
医
（
抄
）」
斎
藤
博
『
泌
尿
器
外
科
』

18 (2) 166

「
デ
カ
ル
ト
の
心
身
二
元
論
へ
の
精
神
医
学
的
一
考
察
」
作
田
勉
『
日

本
医
事
新
報
』

(4235) 41–44

「
精
神
医
療
の
歴
史
　
医
療
・
医
学
の
技
術
思
想
を
た
ど
る
　
古
代
医

術
か
ら
ギ
リ
シ
ア
医
学
へ
」
竹
中
星
郎
『
精
神
科
看
護
』

(157) 61–

65
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「
精
神
医
療
の
歴
史
　
医
療
・
医
学
の
技
術
思
想
を
た
ど
る
　
古
代
ギ

リ
シ
ア
と
自
然
哲
学
　
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
が
生
ま
れ
る
背
景
」
竹

中
星
郎
『
精
神
科
看
護
』

(158) 61–65

「
精
神
医
療
の
歴
史
　
医
療
・
医
学
の
技
術
思
想
を
た
ど
る
　
古
代
ギ

リ
シ
ア
の
医
術
、
そ
し
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
竹
中
星
郎
『
精
神
科
看

護
』

(159) 61–65

「
イ
タ
リ
ア
医
学
の
歴
史
を
概
観
す
る
」
西
村
忠
郎
『
耳
鼻
咽
喉
科
・

頭
頸
部
外
科
』

77 (7) 474–476

37　
生
理
学
史

「
動
物
の
生
理
学
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
血
圧
調
節
と
高
血
圧
　
臓
器
摘
出
と

止
血
鉗
子
」
西
田
利
穂
『

SA
 M

edicine』
7 (1) 86–91

「
動
物
の
生
理
学
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
血
圧
調
節
と
高
血
圧
　
甲
状
腺
と
脳

下
垂
体
」
西
田
利
穂
『

SA
 M

edicine』
7 (2) 92–97

「
動
物
の
生
理
学
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
血
圧
調
節
と
高
血
圧
　
ミ
ス
テ

リ
ー
・
サ
ー
ク
ル
」
西
田
利
穂
『

SA
 M

edicine』
7 (3) 80–85

「
動
物
の
生
理
学
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
血
圧
調
節
と
高
血
圧
　
世
紀
の
決
闘

の
決
着
」
西
田
利
穂
『

SA
 M

edicine』
7 (4) 65–70

「
動
物
の
生
理
学
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
血
圧
調
節
と
高
血
圧
　
平
行
的
発
見

現
象
」
西
田
利
穂
『

SA
 M

edicine』
7 (5) 70–75

「
動
物
の
生
理
学
ク
ロ
ニ
ク
ル
　
血
圧
調
節
と
高
血
圧
　
フ
ロ
イ
ト
と

コ
カ
イ
ン
」
西
田
利
穂
『

SA
 M

edicine』
7 (6) 82–87

38　
地
方
史

「
長
崎
居
留
地
と
西
洋
医
学
の
発
展
（
抄
）」

B
urke-G

affney B
rian F.

『
日
本
腎
臓
学
会
誌
』

47 (6) 596

「
近
代
歯
科
医
学
発
祥
の
地
横
浜
　
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
の
謎
（
抄
）」
大

野
粛
英
『
歯
界
展
望
』 （
特
別
）

257

「
北
海
道
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
展
開
」
岡
本
五
十

雄
『
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
雑
誌
』

33, 43–55

「
明
治
以
降
昭
和
戦
前
期
の
神
奈
川
県
に
お
け
る
産
婆
養
成
　
酒
井
助

産
婦
学
校
の
事
例
を
中
心
に
」
小
川
景
子
『
東
海
大
学
短
期
大
学
紀

要
』

(38) 7–13

「
明
治
期
神
奈
川
県
に
お
け
る
産
婆
の
施
策
　
産
婆
規
則
成
立
ま
で

（
抄
）」
小
川
景
子
『
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
講
演
集
』

(25) 

192

「『
神
奈
川
県
衛
生
名
鑑
』
に
み
る
昭
和
初
期
の
産
婆
の
履
歴
と
活
動

（
抄
）」
小
川
景
子
、
江
幡
芳
枝
、
望
月
好
子
『
母
性
衛
生
』

46 (3) 211

「
肥
後
医
育
を
培
っ
た
先
哲
群
像
（
抄
）」
小
野
友
道
『
日
本
口
腔
粘
膜

学
会
雑
誌
』

11 (2) 78

「
明
治

6
年
か
ら
明
治

15
年
ま
で
の
史
料
に
見
る
宮
城
県
に
お
け
る
公

文
書
の
伝
達
経
路
」
小
山
田
信
子
、
高
橋
み
や
子
『
日
本
看
護
歴
史

学
会
誌
』

(18) 60–68

「
明
治
期
の
宮
城
県
の
精
神
医
療
・
精
神
医
学
教
育
に
つ
い
て
」
近
藤

等
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (2) 129–136

「
明
治
期
の
宮
城
県
の
精
神
医
療
・
精
神
医
学
教
育
に
つ
い
て
（
抄
）」
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近
藤
等
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 58

「
住
民
主
体
の
健
康
増
進
活
動
の
形
成
―
長
野
県
八
千
穂
村
に
お
け
る

実
践
か
ら
―
（
抄
）」
杉
山
章
子
『
日
本
農
村
医
学
誌
』

54 (3) 514

「
住
民
に
よ
る
健
康
増
進
活
動
の
形
成
そ
の

1」
杉
山
章
子
『
日
本
福
祉

大
学
社
会
福
祉
論
集
』

(114) 47–61

「
住
民
に
よ
る
健
康
増
進
活
動
の
形
成
（
二
）
―
専
門
職
に
よ
る
住
民

支
援
の
方
法
（
抄
）」
杉
山
章
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 290–

291

「
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
マ
イ
エ
の
コ
レ
ラ
発
生
報
告
に
つ
い
て
―
生
野
・

姫
路
地
域
に
お
け
る
事
例
」
須
長
泰
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (1) 

107–110

「
近
世
地
方
藩
医
に
お
け
る
文
化
活
動
と
医
師
の
教
養
形
成
　
土
浦
藩

医
辻
元
順
を
例
と
し
て
」
瀧
澤
利
行
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (1) 

83–103

「
東
海
道
医
史
の
旅
　
江
戸
東
京
編
⑩
慶
応
医
学
所
」
中
西
淳
朗
『
月

刊
保
団
連
』

(852) 20–21

「
東
海
道
医
史
の
旅
　
江
戸
東
京
編
⑪
高
輪
以
西
を
行
く
」
中
西
淳
朗

『
月
刊
保
団
連
』

(853) 22–23

「
東
海
道
医
史
の
旅
　
江
戸
東
京
編
⑫
・
最
終
回
　
品
川
駅
を
見
る
」

中
西
淳
朗
『
月
刊
保
団
連
』

(854) 42–43

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
岡
山
県
邑
久
郡
中
島
家
史
料
調
査
報
告
（
一
）

（
抄
）」
中
山
学
、
黒
澤
学
、
酒
井
シ
ヅ
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 

160–161

「
近
代
医
学
草
創
期
か
ら
確
立
期
に
活
躍
し
た
伊
勢
地
方
の
本
草
学
者

な
ら
び
に
医
師
達
の
群
像
（
抄
）」
西
井
易
穂
『
ビ
タ
ミ
ン
』

79 (4) 

221

「
北
海
道
特
産
・
昆
布
の
薬
史
（
抄
）」
西
澤
信
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 

152

「
高
岡
長
崎
家
の
『
家
方
抄
』
に
つ
い
て
―
宝
永
期
か
ら
の
蘭
方
外
科

医
の
繁
用
薬
方
集
―
（
抄
）」
正
橋
剛
二
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 184–185

「
郷
土
史
家
　
寺
石
正
路
の
燈
火
与
兒
談
に
お
け
る
明
治
期
の
漢
洋
治

療
」
松
岡
尚
則
、
山
下
幸
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 615–626

「
蝦
夷
地
の
薬
物
・
古
文
書
中
の
ア
イ
ヌ
の
薬
物
（
抄
）」
山
岸
喬
『
薬

史
学
雑
誌
』

40 (2) 153

「
北
海
道
に
お
け
る
看
護
基
礎
教
育
の
歴
史
的
発
展
、

1945–1998　
社

会
・
文
化
的
要
因
の
分
析
を
中
心
に
」
山
田
玲
子
、

Valentine 

 Patricia『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』

(18) 48–59

39　
治
療
史

「
ヘ
ル
ニ
ア
修
復
に
お
け
る
人
工
物
（

P
rosthetics in H

ernia R
epair）

（
英
語
）」

Sheen A
ali J.『

Surgery Today』
35 (3) 196–198

「
森
田
療
法
の
起
源
と
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
法
と
の
関
連
に
つ
い
て

の
一
考
察
（

2）（
抄
）」
我
妻
則
明
『
日
本
森
田
療
法
学
会
雑
誌
』

16 (1) 72
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「
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
高
血
圧
治
療
導
入
の
歴
史
と
そ
の
効
果
」
伊

藤
正
毅
、
成
田
琢
磨
、
相
澤
義
房
『
日
本
医
事
新
報
』

(4232) 26–

30

「
日
本
に
お
け
る
抗
精
神
病
薬
の
多
剤
大
量
投
与
の
歴
史
（
抄
）」
稲
垣

中
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 62

「
心
理
療
法
の
歴
史
を
た
ど
り
直
す
」
江
口
重
幸
『
精
神
医
学
研
究
所

業
績
集
』

(41) 27–35

「
医
薬
品
副
作
用
被
害
の
歴
史
　
歴
史
の
幕
開
け
　
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
被

害
を
振
り
返
る
」
遠
藤
浩
良
『
調
剤
と
情
報
』

11 (11) 1512–1513

「
後
世
に
残
す
わ
が
国
の
腎
臓
病
学
　
腎
不
全
治
療
の
歴
史
」
太
田
和

夫
『
腎
臓
』

28 (2) 123–128

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
透

析
液
の
変
遷
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (1) 101–105

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
日

本
透
析
医
学
会
の
源
流
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (2) 202–205

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
人

工
内
臓
研
究
会
の
そ
の
後
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (3) 314–

317

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
と

う
と
う
こ
こ
ま
で
辿
り
着
い
た
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (4) 

436–440

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
」
太

田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (5) 552–555

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
働

け
る
場
所
を
求
め
て
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (6) 658–660

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
健

康
保
険
の
支
払
は
始
ま
っ
た
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (7) 781–

784

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
透

析
室
開
設
に
向
け
て
最
初
の
一
歩
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (8) 

877–879

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
腎

不
全
医
療
の
新
し
い
展
開
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (9) 985–

988

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
人

工
腎
臓
調
査
会
で
の
活
動
と
人
工
腎
臓
セ
ン
タ
ー
設
立
」
太
田
和
夫

『
透
析
ケ
ア
』

11 (10) 1096–1098

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
全

国
的
に
仲
間
が
広
が
り
始
め
る
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (11) 

1202–1204

「
す
こ
し
歴
史
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
か
　
は
じ
め
て
の
透
析
医
療
史
　
透

析
医
療
に
対
す
る
熱
い
思
い
」
太
田
和
夫
『
透
析
ケ
ア
』

11 (12) 

1296–1298

「
創
傷
治
療
の
歴
史
」
岡
崎
誠
『
臨
床
外
科
』

60 (9) 1142–1143

「
ス
テ
ロ
イ
ド
の
歴
史
　
鼻
局
所
ス
テ
ロ
イ
ド
の
歴
史
」
奥
田
稔
『
ア

レ
ル
ギ
ー
・
免
疫
』

12 (12) 1744–1748
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「
糖
尿
病
の
治
療
の
進
歩
　
こ
れ
ま
で
の
治
療
、
こ
れ
か
ら
の
治
療
」

葛
谷
健
『
藍
野
学
院
紀
要
』

(18) 7–13

「
催
眠
と
心
身
医
学
の
歴
史
と
展
望
」
久
保
千
春
、
松
原
慎
『
催
眠
学

研
究
』

48 (2) 1–8

「
治
療
の
歴
史
　
心
房
細
動
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

熊
谷
浩
一
郎
『
治
療
学
』

39 (4) 444–447

「【
呼
吸
器
科
医
が
知
っ
て
お
く
べ
き
リ
ウ
マ
チ
の
最
新
治
療
薬
と
肺
障

害
　
レ
フ
ル
ノ
ミ
ド
（
ア
ラ
バ
）
を
中
心
に
】
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
歴

史
と
現
状
」
小
池
隆
夫
『
呼
吸
器
科
』

8 (5) 383–386

「
心
身
症
の
治
療
　
論
理
療
法
」
國
分
康
孝
『
心
療
内
科
』

9 (6) 413–

417

「
治
療
の
歴
史
　
癌
と
放
射
線
の
関
わ
り
」
佐
々
木
康
人
『
治
療
学
』

39 (12) 1363–1366

「
治
療
の
歴
史
　
運
動
療
法
」
佐
藤
祐
造
『
治
療
学
』

39 (6) 657–660

「
治
療
の
歴
史
　
排
尿
障
害
の
治
療
」
高
橋
悟
『
治
療
学
』

39 (11) 

1254–1257

「
治
療
の
歴
史
　
乳
癌
治
療
」
田
島
知
郎
『
治
療
学
』

39 (2) 211–215

「
治
療
の
歴
史
　
糖
尿
病
の
食
事
療
法
」
土
井
邦
紘
『
治
療
学
』

39 (9) 

1015–1024

「
H

IST
O

R
Y　
慢
性
肝
炎
治
療
の
今
昔
（

2）」
戸
田
剛
太
郎
『

B
IO

 

 C
linica』

20 (4) 371–376

「
治
療
の
歴
史
　
胃
潰
瘍
治
療
」
中
澤
三
郎
『
治
療
学
』

39 (5) 549–

552

「
か
ん
た
ん

E
M

S
入
門
　

B
L

S
の
歴
史
　

M
outh-to-m

outh
法
を
蘇
ら

せ
た
医
師
た
ち
」
中
村
陽
子
、

D
aya M

oham
ud『

E
R
マ
ガ
ジ
ン
』

2 (6) 522–523

「
精
神
科
治
療
理
念
の
史
的
展
望
　
摂
食
障
害
の
治
療
理
念
」
西
園
文

『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 43–48

「
治
療
の
歴
史
　
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
」
福
田
健
『
治
療

学
』

39 (1) 113–116

「
治
療
の
歴
史
　
片
頭
痛
治
療
の
変
遷
」
間
中
信
也
『
治
療
学
』

39 (8) 

887–891

「
B

otulinum
 toxin

治
療
の
歴
史
的
概
観
（
抄
）」
目
崎
高
広
『
神
経
治

療
学
』

22 (3) 329

「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
治
療
の
歴
史
的
概
観
」
目
崎
高
広
『
神
経
治
療
学
』

22 (6) 729–732

「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
の
歴
史
と
現
状
（
抄
）」
目
崎
高
広
『
日
本
重
症
心

身
障
害
学
会
誌
』

30 (2) 165

「
精
神
科
治
療
理
念
の
史
的
展
望
　
ク
ロ
ー
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
と
精
神
科

の
治
療
理
念
」
八
木
剛
平
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 49–55

「
人
類
の
智
慧
　
疼
痛
克
服
の
歴
史
　
痛
み
の
外
科
的
治
療
の
歴
史
　

開
頭
術
」
横
田
敏
勝
『

A
rthritis―

運
動
器
疾
患
と
炎
症
―
』

3 (1) 

62–64

「【
思
春
期
問
題
解
決
の
技
法
と
し
て
の
認
知
行
動
療
法
】
認
知
行
動
療

法
概
説
　
歴
史
と
理
論
」
吉
野
聡
、
立
川
秀
樹
、
笹
原
信
一
朗
、
松

崎
一
葉
『
思
春
期
学
』

23 (3) 279–283
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「
近
代
的
創
傷
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
［
過
去
］［
現
在
］［
未
来
］」
ロ
ー

ラ
・

L
・
ボ
ル
ト
ン
『

E
xpert N

urse』
21 (15) 116–119

「
治
療
の
歴
史
　

H
R

T
　
と
く
に
心
血
管
疾
患
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
」

若
槻
明
彦
『
治
療
学
』

39 (3) 347–350

40　
伝
記

「
葦
原
検
校
の
遺
跡
と
木
像
に
つ
い
て
―
『
鍼
道
発
秘
』
を
著
し
、
没

落
し
た
木
曽
家
再
興
を
果
た
し
た
生
涯
（
抄
）」
大
浦
宏
勝
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 322–323

「
葦
原
検
校
の
足
跡
」
大
浦
宏
勝
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (1) 51–81

「
随
想
老
年
医
学
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
（

1864～
1915）

人
と
仕
事
」

小
澤
利
男
『

G
eriatric M

edicine
老
年
医
学
』

43 (1) 127–129

「
大
い
な
る
ス
タ
イ
ル
の
医
学
　
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
レ
ン
ケ
ル
の
科
学

と
臨
床
」
石
井
誠
士
『
兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部
紀
要
』

12, 1–8

「
医
者
も
知
り
た
い
　
医
者
の
は
な
し
　
西
洋
医
学
の
伝
来
事
始
　
ル

イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
　
西
九
州
で
の
布
教
活
動
」
木
村
専
太
郎

『
臨
床
整
形
外
科
』

40 (6) 690–693

「
医
者
も
知
り
た
い
　
医
者
の
は
な
し
　
西
洋
医
学
の
伝
来
事
始
　
ル

イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
（
そ
の

1）
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
大
分
へ
」

木
村
専
太
郎
『
臨
床
整
形
外
科
』

40 (3) 282–286

「
精
神
医
学
史
探
訪
　
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
１
世
の
脈
拍
」
酒
井
明
夫
『
精

神
科
』

6 (1) 52–56

「
飯
沼
慾
斎
研
究
の
想
い
出
Ⅱ
」
遠
藤
正
治
『
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
』

(104) 2–8

「
青
い
血
の
カ
ル
テ
　
石
田
三
成
の
過
敏
性
腸
症
候
群
」
早
川
智
『
産

科
と
婦
人
科
』

72 (11) 1676–1679

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
二
十
七
　
石
野
信
安
」『
医
道
の
日

本
』

64 (3)口
絵

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
三
十
六
　
石
原
明
」『
医
道
の
日
本
』

64 (12)口
絵

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
二
十
六
　
板
倉
武
」『
医
道
の
日
本
』

64 (2)口
絵

「
米
国
開
業
日
本
人
第
一
号
・
ド
ク
ト
ル
一
井
正
典
　
そ
の
在
米
時
代

に
つ
い
て
（
抄
）」
松
本
晉
一
、
渋
谷
敦
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
312

「
京
都
看
病
婦
学
校
第

1
回
卒
業
生
伊
藤
て
つ
の
著
述
（
抄
）」
岡
山
寧

子
、
竹
中
京
子
、
依
田
和
美
『
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
講
演

集
』

(25) 193

「
井
波
一
雄
先
生
の
こ
と
」
岡
島
徳
岳
『
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
』

(105) 

2–8

「
井
原
西
鶴
の
死
因
」
杉
浦
守
邦
『
啓
迪
』

(23) 14–20

「
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
、
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
に
よ
る

嫡
出
承
認
書
（
抄
）」
泉
彪
之
助
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 292–

293

「
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
の
臨
床
　
没
後

100
年
を
記
念
し
て
（
抄
）」
松
下
正

明
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 57
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「
大
坂
病
院
教
師
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
講
義
録
に
つ
い
て
（
抄
）」
中
山
沃

『
医
譚
』

(99) 46–47

「
エ
ル
メ
レ
ン
ス
先
生
記
念
碑
文
撰
者
阪
谷
朗
廬
（
抄
）」
小
田
晧
二

『
医
譚
』

(100) 69–70

「
大
江
玄
仙
の
栗
崎
流
金
瘡
外
科
免
許
状
に
つ
い
て
（
抄
）」
川
嶌
眞
人
、

カ
タ
リ
ー
ナ
・
シ
バ
タ
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 182–183

「
大
澤
謙
二
と
「
魔
睡
述
」（
抄
）」
安
齋
順
子
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 

(1) 61–62

「
明
治
天
皇
侍
医
頭
　
岡
玄
卿
に
つ
い
て
」
岡
利
幸
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (12) 2143–2154

「
医
人
伝
　
岡
田
立
石
（
多
聞
）
の
系
譜
」
野
間
祐
輔
『
広
島
医
学
』

58 (2) 135–138

「
高
血
圧
研
究
の
偉
人
　
岡
本
耕
造
」
家
森
幸
男
『
血
圧
』

12 (1) 121–

126

「
小
川
新
先
生
を
偲
ん
で
」
仲
原
靖
夫
、
池
田
政
一
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (10) 1665–1670, 1671–1673

「
日
本
医
師
協
会
と
小
川
劍
三
郎
（
抄
）」
寺
畑
喜
朔
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』

51 (2) 244–245

「
医
学
史
家
・
小
川
政
修
（
抄
）」
佐
藤
裕
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 

242–243

「
随
想
老
年
医
学
　
冲
中
重
雄
　
わ
が
国
の
老
年
医
学
を
育
成
」
小
澤

利
男
『

G
eriatric M

edicine
老
年
医
学
』

43 (3) 501–503

「
小
倉
金
之
助
・
府
立
大
阪
医
科
大
学
数
学
教
授
（
抄
）」
飯
塚
修
三

『
医
譚
』

(100) 68–69

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
二
十
五
　
小
椋
道
益
」『
医
道
の
日

本
』

64 (1) 口
絵

「
医
僧
・
大
日
方
大
乘
の
略
伝
（
抄
）」
中
西
淳
朗
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 240–241

「『
養
生
訓
』
の
現
代
的
意
義
の
考
察
（

3）
貝
原
益
軒
の
「
病
と
医
」

「
老
・
幼
の
養
生
」
論
」
田
中
和
子
『
秋
田
桂
短
期
大
学
紀
要
』

(18) 

101–111

「
桂
田
富
士
郎
と
日
本
住
血
吸
虫
発
見

100
年
」
小
田
皓
二
『
岡
山
医

学
会
雑
誌
』

117 (1) 1–8

「
加
門
桂
太
郎
翁
と
明
治
の
医
学
教
育
」
八
木
聖
弥
『
京
都
府
立
医
科

大
学
雑
誌
』

114 (1) 31–38

「
済
生
学
舎
開
校
前
後
の
川
上
元
治
郎
の
手
紙
と
報
告
書
及
び
当
時
使

わ
れ
た
教
科
書
（
抄
）」
岩
崎
一
、
殿
崎
正
明
、
唐
沢
信
安
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 208–209

「
中
国
の
ア
ヘ
ン
問
題
と
岸
田
吟
香
の
対
応
（
抄
）」
丁
蕾
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 260–261

「
北
里
柴
三
郎
と
適
塾
（
抄
）」
芝
哲
夫
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 

145–147

「
北
里
柴
三
郎
博
士
　
貫
い
た
実
学
と
医
の
道
」
中
瀬
安
清
『
日
本
看

護
歴
史
学
会
誌
』

(18) 3–13

「
孤
高
の
外
科
医

G
uillaum

e D
upuytren

男
爵
（

1777～
1835

年
）」
小

林
晶
『
整
形
外
科
』

56 (2) 227–236
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「
孤
高
の
外
科
医
ギ
ョ
ー
ム
・
デ
ュ
ピ
ュ
イ
ト
ラ
ン
男
爵
（
一
七
七
七
－

一
八
三
五
）（
抄
）」
小
林
晶
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 302–303

「
先
達
医
家
の
肖
像

123　
Sir R

ichard Q
uain（

1816–1898）」
酒
井

シ
ヅ
『

M
E

D
IC

A
L

 D
IG

E
ST
』

(399)表
3

「
九
嶋
勝
司
先
生
を
偲
ぶ
」
板
井
嬉
預
子
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (12) 

2219–2220

「
創
立

90
周
年
を
迎
え
た
九
州
歯
科
大
学
の
創
設
者
國
永
正
臣
の
生
涯

（
抄
）」
竹
原
直
道
『
歯
界
展
望
』（
特
別

2005）
314

「『
病
草
紙
』
制
作
と
後
白
河
法
皇
の
思
想
」
小
山
聡
子
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』

51 (4) 593–614

「
愛
知
県
立
精
神
病
院
初
代
院
長
児
玉
昌
博
士
の
生
涯
と
業
績
」
後
藤

陽
夫
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (2) 95–108

「
古
典
あ
れ
こ
れ
　
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
と
細
菌
学
―
そ
の

1
―
」

小
川
浩
司
『

JO
H

N
S』

21 (12) 1818–1824

「
医
者
も
知
り
た
い
　
医
者
の
は
な
し
　
新
し
い
血
圧
測
定
法
を
確
立

し
た
医
師
コ
ロ
ト
コ
フ
」
木
村
専
太
郎
『
臨
床
整
形
外
科
』

40 (1) 

62–65

「
齋
藤
茂
吉
に
お
け
る
性
（
抄
）」
岡
田
靖
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(1) 125–127

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
三
十
一
　
坂
本
貢
」『
医
道
の
日
本
』

64 (7)口
絵

「【
泰
然
の
現
代
性
と
先
進
性
　
医
、
そ
し
て
「
仁
」】
佐
藤
泰
然
伝
」

酒
井
シ
ヅ
『
順
天
堂
医
学
』

51 (2) 272–275

「
佐
藤
泰
然
生
誕

200
年
に
よ
せ
て
」
酒
井
シ
ヅ
『
風
媒
花
』

(18) 26–

29

「
医
者
も
知
り
た
い
　
医
者
の
は
な
し
　
日
本
赤
十
字
創
始
者
　
佐
野

常
民
（

1822–1902）（
そ
の

1–2）」
木
村
専
太
郎
『
臨
床
整
形
外

科
』

40 (10, 12) 1132–1136, 1318–1321

「
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
所
蔵
、

1823
年
シ
ー
ボ
ル
ト

関
係
書
簡
の
翻
刻
並
び
に
翻
訳
（

3）」
宮
坂
正
英
、
ベ
ル
ン
ト
・
ノ

イ
マ
ン
、
石
川
光
庸
『
鳴
滝
紀
要
』

(15) 37–74

「
池
田
市
大
広
寺
に
眠
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
孫
」
飯
塚
修
三
『
医
譚
』

(99) 

1–6

「
シ
ー
ボ
ル
ト
自
筆
草
稿
『
日
本
の
自
然
と
日
本
人
の
生
き
た
姿
』」
石

山
禎
一
『
鳴
滝
紀
要
』

(15) 75–101

「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
略
年
譜
と
日
本
政
府
と

の
雇
傭
関
係
史
料
に
つ
い
て
」
沓
沢
宣
賢
『
鳴
滝
紀
要
』

(15) 13–35

「
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
手
紙
―
阿
蘭
陀
通
詞
中
山
作

三
郎
が
手
控
え
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
手
紙
と
鷹
見
泉
石
の
手
紙
控
え
―
」

片
桐
一
男
『
洋
学
史
研
究
』

(22) 41–59

「
シ
ー
ボ
ル
ト
に
提
供
し
た
日
本
人
の
報
告
資
料
―
最
上
徳
内
の
報
告

し
た
『
蜜
蜂
』
資
料
の
紹
介
に
よ
せ
て
―
」
片
桐
一
男
『
鳴
滝
紀
要
』

(15) 1–12

「
青
い
血
の
カ
ル
テ
　
ジ
ェ
ー
ム
ズ

1
世
と
嫌
煙
権
」
早
川
智
『
産
科

と
婦
人
科
』

72 (12) 1784–1789

「
日
本
の
脳
研
究
者
た
ち
　
白
木
博
次
（

1917–2004）」
藤
澤
浩
四
郎



日本医史学雑誌　第 53巻 3号（2007）497

『
B

rain M
edical』

17 (4) 380–388

「
十
返
舎
一
九
の
死
因
」
杉
浦
守
邦
『
医
譚
』

(99) 23–32

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
二
十
九
　
城
一
格
」『
医
道
の
日
本
』

64 (5)口
絵

「
青
い
血
の
カ
ル
テ
　
平
清
盛
の
高
熱
」
早
川
智
『
産
科
と
婦
人
科
』

72 (5) 638–641

「
関
宿
町
桐
ヶ
作
の
眼
科
医
　
高
野
敬
仲
（
抄
）」
青
木
道
夫
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (2) 196–197

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
発
見
し
た
高
峰
譲
吉
博
士
の
生
涯
（
抄
）」
山
嶋
哲

盛
『
日
本
救
急
医
学
会
雑
誌
』

16 (8) 323

「
高
峰
譲
吉
い
わ
く
、
私
は
適
塾
生
だ
っ
た
（
抄
）」
中
山
沃
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (2) 236–237

「
日
本
鍼
灸
史
上
に
お
け
る
沢
庵
禅
師
の
影
響
力
に
つ
い
て
（
抄
）」
長

野
仁
、
小
曽
戸
洋
、
石
野
尚
吾
、
花
輪
壽
彦
、
多
留
淳
文
『
日
本
東

洋
医
学
雑
誌
』

56（
別
冊
）

165

「
京
都
医
事
衛
生
誌
と
竹
岡
友
仙
（
抄
）」
奥
沢
康
正
『
医
譚
』

(100) 

73–75

「
田
代
三
喜
の
虚
像
と
実
像
」
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (12) 2027–2034

「
医
聖
田
代
三
喜
伝
」
村
山
吉
廣
『
斯
文
』

(113) 64–69

「
青
い
血
の
カ
ル
テ
　
ダ
ビ
デ
王
の
低
体
温
症
」
早
川
智
『
産
科
と
婦

人
科
』

72 (2) 242–245

「
先
達
医
家
の
肖
像

121　
田
原
淳
（

Taw
ara Sunao, 1875–1954）」

酒
井
シ
ヅ
『

M
E

D
IC

A
L

 D
IG

E
ST
』

(397) 表
3

「
ア
メ
リ
カ
の
放
射
線
安
全
性
及
び
防
護
に
お
け
る

L
auriston S. Taylor

の
歴
史
的
役
割
（

H
istorical R

ole of L
auriston S. Taylor in A

m
er-

ican R
adiation Safety and P

rotection）（
英
語
）」

Yam
ashita 

Shunichi『
A

cta M
edica N

agasakiensia』
50 (Suppl. 2) 53–56

「
ま
た
鉄
腕
ア
ト
ム
氏
と
の
出
合
い
（

1）－（
6）」

深
瀬
泰
旦
『
川
崎
市

医
師
会
会
報
』

(279–284) 114–122, 128–135, 164–173, 76–88, 

70–79, 82–98

「
D

uchenne de B
oulogne 精

神
病
学
の
海
賊
」

R
ondot P

ierre『
精

神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 21–26

「
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
・
ド
・
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
　
神
経
病
学
の
海
賊
」
ピ
エ
ー

ル
・
ロ
ン
ド
『
日
仏
医
学
』

29 (1) 19–33

「
外
科
医

D
upuytren

の
功
績
と

D
upuytren

拘
縮
の
治
療
　
臨
床
医

学
の
誕
生
と
発
展
の
一
側
面
」
内
田
満
『
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
雑

誌
』

120 (2) 59–72

「【
G

illes de la Tourette
症
候
群
を
め
ぐ
っ
て
】

G
eorge G

illes de la 

Tourette（
1857–1904）

一
代
記
」
高
橋
昭
『
神
経
内
科
』

62 (2) 

117–123

「
外
国
に
お
け
る
医
史
学
調
査
の
経
験
―
ト
ー
マ
ス
・

B
・
ダ
ン
医
師
を

例
に
―
」
泉
彪
之
助
『
北
陸
医
史
』

26 (1) 68–72

「
関
西
の
各
医
学
校
を
歴
任
し
た
富
永
伴
五
郎
（
抄
）」
寺
畑
喜
朔
『
医

譚
』

(99) 44

「
19
世
紀
英
国
の

Q
pium

に
関
す
る
意
識
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
（
抄
）」
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上
坂
良
子
『
医
譚
』

(99) 41–42

「【
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
入
門
！
】
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
こ
ん
な
人
」
平
尾

真
智
子
『
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
タ
デ
ィ
』

26 (4) 14–18

「
夏
目
漱
石
の
ア
バ
タ
」
深
瀬
泰
旦
『
神
奈
川
県
医
師
会
報
』

(656) 

101–108

「
医
者
も
知
り
た
い
　
医
者
の
は
な
し
　
シ
ー
ボ
ル
ト
に
捧
げ
た
一
生

宇
和
島
の
人
・
二
宮
敬
作
」
木
村
専
太
郎
『
臨
床
整
形
外
科
』

40 (8) 

932–935

「
二
宮
尊
徳
の
死
因
」
杉
浦
守
邦
『
医
譚
』

(100) 11–19

「
二
宮
尊
徳
の
死
因
（
抄
）」
杉
浦
守
邦
『
医
譚
』

(100) 64–67

「
松
本
歯
科
大
学
所
蔵
の
野
口
英
世
の
伝
記
（
第

6
報
）」
矢
ヶ
崎
康

『
松
本
歯
学
』

31 (2) 167–182

「
野
口
英
世
の
初
期
の
事
績
に
つ
い
て
（
抄
）」
森
山
徳
長
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (1) 122–123

「
先
達
医
家
の
肖
像

120　
D

enham
 H

arm
an（

1916–）」
酒
井
シ
ヅ

『
M

E
D

IC
A

L
 D

IG
E

ST
』

(396) 表
3

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
三
十
五
　
橋
本
敬
三
」『
医
道
の
日

本
』

64 (11)口
絵

「
先
達
医
家
の
肖
像

122　
秦
佐
八
郎
（

H
ata Sahachiro, 1873–1938）」

酒
井
シ
ヅ
『

M
E

D
IC

A
L

 D
IG

E
ST
』

(398) 表
3

「
謎
に
つ
つ
ま
れ
た
華
岡
青
洲
の
生
涯
　
麻
沸
散
に
よ
る
全
身
麻
酔
施

行
200
周
年
を
記
念
し
て
」
松
木
明
知
『
日
本
臨
床
麻
酔
学
会
誌
』

25 (5) 427–440

「
華
岡
青
洲
研
究
史
」
松
木
明
知
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 355–

384

「
華
岡
青
洲
の
医
の
哲
学
」
松
木
明
知
『
日
本
医
事
新
報
』

(4262) 25–

29

「
先
人
は
か
く
語
り
き
　

vol. 2 パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
（

1493–1541）」
酒
井

シ
ヅ
『
武
田
薬
報
』

(442) 表
3

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
三
四
　
原
志
免
太
郎
」『
医
道
の
日

本
』

64 (10) 口
絵

「
H

ans B
erger の

性
格
と
そ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
特
徴
（
抄
）」
山
口

成
良
『
北
陸
神
経
精
神
医
学
雑
誌
』

19 (2) 43

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
二
十
八
　
樋
口
鉞
之
助
」『
医
道
の

日
本
』

64 (4) 口
絵

「
先
人
は
か
く
語
り
き
　

vol. 1 ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
酒
井
シ
ヅ
『
武
田
薬

報
』

(441) 表
3

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
三
十
二
　
平
田
蔵
吉
」『
医
道
の
日

本
』

64 (8) 口
絵

「「
革
谿
医
砭
」（
一
八
五
四
）
に
み
る
平
野
重
誠
の
医
療
観
（
抄
）」
中

村
節
子
、
平
尾
真
智
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 192–193

「
治
安
維
持
法
と
平
畑
静
塔
」
石
川
文
之
進
『
栃
木
県
医
学
会
々
誌
』

35, 145–150

「
精
神
医
学
史
に
お
け
る
福
沢
諭
吉
」
山
内
慶
太
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 7–12

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
三
十
三
　
福
島
弘
道
」『
医
道
の
日
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本
』

64 (9) 口
絵

「
古
典
あ
れ
こ
れ
　
フ
レ
ミ
ン
グ
の
鼻
水
―
そ
の

1、
そ
の

2
―
」
小
川

浩
司
『

JO
H

N
S』

21 (10–11) 1542–1547, 1688–1692

「
先
達
医
家
の
肖
像

119　
Irvine H

 Page（
1901–1991）」

酒
井
シ
ヅ

『
M

E
D

IC
A

L
 D

IG
E

ST
』

(395) 表
3

「
知
ら
れ
ざ
る
科
学
者
　
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
　
第
三
話
」
植
木
絢

子
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (1) 40–43

「
先
人
は
か
く
語
り
き
　

vol. 3 ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
（

1813–

1878）」
酒
井
シ
ヅ
『
武
田
薬
報
』

(443) 表
3

「
京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室
初
代
教
授
　
松
岡
道
治
の
事
績
、
業
績

―
第
一
報
　
京
都
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
創
立
」
廣
谷
速
人
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 385–408

「
京
都
大
学
整
形
外
科
学
講
座
初
代
教
授
松
岡
道
治
先
生
の
生
涯
（
抄
）」

廣
谷
速
人
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 238–239

「
先
達
医
家
の
肖
像

118　
Jam

es M
ackenzie（

1853–1925）」
酒
井

シ
ヅ
『

M
E

D
IC

A
L

 D
IG

E
ST
』

(394) 表
3

「【
泰
然
の
現
代
性
と
先
進
性
　
医
、
そ
し
て
「
仁
」】「
暁
の
旅
人
（
松

本
良
順
伝
）」
と
創
作
ノ
ー
ト
」
吉
村
昭
『
順
天
堂
医
学
』

51 (2) 

276–282

「
歴
史
に
残
る
斯
界
の
人
々
　
其
の
三
十
　
三
木
健
次
」『
医
道
の
日

本
』

64 (6) 口
絵

「
青
い
血
の
カ
ル
テ
　
源
実
朝
の
二
日
酔
い
」
早
川
智
『
産
科
と
婦
人

科
』

72 (1) 98–101

「
三
宅
秀
と
そ
の
周
辺
（
抄
）」
佐
々
木
恭
之
助
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 148–149

「
三
宅
秀
と
そ
の
周
辺
」
佐
々
木
恭
之
助
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 

409–430

「
若
干
の
宮
沢
通
魏
資
料
」
多
治
比
郁
夫
『
杏
雨
』

(8) 242–260

「
青
い
血
の
カ
ル
テ
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
女
王
メ
ア
リ
の
拒
食
症
」
早

川
智
『
産
科
と
婦
人
科
』

72 (3) 390–395

「
森
田
正
馬
を
巡
る
文
人
人
脈
と
科
学
人
脈
（
脳
解
剖
学
史
と
の
関
連

の
中
で
）
森
田
療
法
誕
生
の
土
壌
と
、
森
田
正
馬
の
生
い
立
ち
、
及

び
関
心
事
（
そ
の

4）（
抄
）」
澤
野
啓
一
『
日
本
森
田
療
法
学
会
雑

誌
』

16 (1) 71

「
16
世
紀
に
お
け
る
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
尿
路
結
石
に
つ
い
て
」
斉
藤
博

『
泌
尿
器
外
科
』

18 (1) 51–57

「
歴
史
的
に
辿
っ
た
矢
数
四
郎

(道
明

)先
生
の
業
績
」
松
本
克
彦
『
漢

方
の
臨
床
』

52 (10) 1481–1483

「
恩
賜
神
農
像
と
矢
数
道
明
先
生
」
小
曽
戸
洋
『
斯
文
』

(113) 82–96

「
矢
数
道
明
先
生
と
私
、
他
」
高
島
文
一
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (10–12)

「
能
登
の
究
理
堂
門
人
　
安
田
元
蔵
に
つ
い
て
（
抄
）」
佐
原
吉
博
、
寺

畑
喜
朔
『
医
譚
』

(100) 75–76

「「
山
崎
佐
の
錦
小
路
文
章
」
の
顛
末

(抄
)」
樫
田
義
彦
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (1) 127–128

「「
親
試
実
験
」
考
（
抄
）」
小
曽
戸
明
子
『
医
譚
』

(99) 48–49

「「
親
試
実
験
」
考
―
そ
の

2（
抄
）」
小
曽
戸
明
子
『
医
譚
』

(100) 78
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「
青
い
血
の
カ
ル
テ
　
淀
の
方
の
更
年
期
障
害
」
早
川
智
『
産
科
と
婦

人
科
』

72 (6) 776–780

「
Johannes L

ange（
1891–1938）

と
躁
う
つ
病
の
境
界
領
域
　
と
く

に
緊
張
症
状
を
伴
う
病
像
に
つ
い
て
の
彼
の
見
方
と
そ
の
限
界

（
抄
）」
迎
　
豊
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 56–57

「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
ハ
ン
セ
ン
病
　
母
の
手
の
温
も
り
」
小

野
友
道
『
日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会
雑
誌
』

22 (5) 345–349

「
皮
膚
病
の
歴
史
と
世
間
　
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
ハ
ン
セ
ン
病

（
抄
）」
小
野
友
道
『
日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会
雑
誌
』

22 (3) 150

「
一
八
八
六
年
に
お
け
る
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
上
海
か
ら
京
都
へ

の
足
跡
（
抄
）」
岡
山
寧
子
、
依
田
和
美
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 214–215

「
ロ
ー
リ
ー
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
『
崩
壊
の
予
兆
』」
白
崎
昭
一
郎
『
福
井
県

医
師
会
だ
よ
り
』

(524) 34–36

「
杏
蔭
斎
正
骨
要
訣
の
校
訂
者
和
田
謙
堂
の
家
系
と
同
書
の
成
立
年
代

（
抄
）」
蒲
原
宏
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 186–187

41　
伝
記
（
双
）

「
緒
方
洪
庵
と
添
田
玄
春
―
西
洋
医
学
所
頭
取
役
宅
の
新
築
を
め
ぐ
っ

て
」
深
瀬
泰
旦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (3) 337–354

「
M

inor 発
汗
学
の
継
承
者
、

Ludw
ig G

uttm
ann
と

C
arl F. L

istの
業

績
に
つ
い
て
」
田
村
直
俊
、
中
里
良
彦
、
島
津
邦
男
『
発
汗
学
』

12 

(2) 90–93

「
緑
陰
閑
話
「
宗
教
改
革
者
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
医
学
者
た
ち
、
晩
年
の
病

な
ど
」」
濱
中
淑
彦
『
名
古
屋
医
報
』

(1286) 9

「
医
家
合
田
家
の
歴
史
と
蔵
書
」
町
泉
寿
郎
、
小
曽
戸
洋
、
天
野
陽
介
、

花
輪
壽
彦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 527–548

「
杉
田
玄
白
「
蘭
学
事
始
」（
平
成
飜
訳
版
）
玄
白
、
緒
方
洪
庵
、
そ
し

て
緒
方
富
雄
」
巽
典
之
『
医
学
と
生
物
学
』

149 (6) 211–224

「「
世
界
の
禅
者
」
鈴
木
大
拙
の
つ
ぶ
や
き
―
鴎
外
、
漱
石
、
大
拙
―
」

葛
谷
登
『
言
語
と
文
化
』

(12) 39–51

「
ス
ロ
イ
ス
と
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
最
新
化
学
の
講
義
」
板
垣
英
治
『
北

陸
医
史
』

26 (1) 73–77

「
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
シ
ー
ボ
ル
ト
」
澤
崎
博
次
『
ほ
す
ぴ
た
る
　
ら
い

ぶ
ら
り
あ
ん
』

30 (2) 112–115

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
宗
教
観
に
関
す
る
若
干
の
考
察
　
友
人
ア
ー

サ
ー
・
ヒ
ュ
ー
・
ク
ラ
ラ
と
の
関
わ
り
を
手
が
か
り
に
（
そ
の

2）」

柴
田
京
子
、
津
田
右
子
、
佐
々
木
秀
美
『
綜
合
看
護
』

40 (4) 73–80

「
医
聖
永
田
徳
本
―
そ
の
医
術
の
位
置
づ
け
と

P.A
.パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
と

の
対
比
を
中
心
と
し
て
（
抄
）」
山
田
英
雄
、
山
内
一
信
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (2) 272–273

「
ド
イ
ツ
領
事
ハ
ー
バ
ー
と
星
一
（
抄
）」
山
　
朝
江
、
三
澤
美
和
『
薬

史
学
雑
誌
』

40 (2) 154

「
古
典
あ
れ
こ
れ
　
フ
ロ
イ
ト
と
耳
鼻
咽
喉
科
医
フ
リ
ー
ス
と
の
接
点

―
N

asalreflexneurose
に
つ
い
て
―
」
飯
田
収
『

JO
H

N
S』

21 (8) 

1178–1182
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「
星
一
と
後
藤
新
平
の
親
交
と
そ
の
運
命
（
抄
）」
三
澤
美
和
『
日
本
薬

学
会

125
年
会
講
演
要
旨
集
』

(4) 219

「
1904

年
の
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
ー
と
呉
秀
三
（
抄
）」
松
下
正
明
『
精

神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 64

「
心
理
療
法
を
重
視
し
た
精
神
科
医
の
解
剖
学
者
・
自
然
科
学
者
と
し

て
の
側
面
　
丸
井
清
泰
・
杉
田
直
樹
を
中
心
に
（
抄
）」
澤
野
啓
一

『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 61

「
南
小
柿
寧
一
と
そ
の
家
系
（
抄
）」
石
原
力
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 198–199

「
大
阪
医
薬
史
跡
を
訪
ね
て
　
山
脇
東
洋
と
永
富
独
嘯
庵
」
米
田
該
典

『
漢
方
研
究
』

(405) 30–34

42　
伝
染
病
史
・
防
疫
史
・
感
染
症
史

「
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
伝
播
（
三
）（
抄
）」
市
川
智
生
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 226–227

「
江
戸
幕
府
の
法
定
伝
染
病
―
疱
瘡
・
麻
疹
・
水
痘
―
（
抄
）」
川
部
裕

幸
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 202–203

「
ハ
ン
セ
ン
病
者
の
〈
生
活
を
つ
く
る
実
践
〉
戦
後
復
興
期
の
沖
縄
愛

楽
園
を
事
例
と
し
て
」
桑
畑
洋
一
郎
『
保
健
医
療
社
会
学
論
集
』

16 

(2) 66–78

「
ハ
ン
セ
ン
病
者
の
〈
生
活
を
つ
く
る
実
践
〉
戦
後
復
興
期
の
沖
縄
愛

楽
園
を
事
例
と
し
て
（
抄
）」
桑
畑
洋
一
郎
『
保
健
医
療
社
会
学
論

集
』

16（
特
別
）

33

「
G

H
Q
文
書
に
よ
る
占
領
期
の
ハ
ン
セ
ン
病
関
係
資
料
の
研
究
（
第
二

報
：
沖
縄
と
大
韓
民
国
に
つ
い
て
）（
抄
）」
杉
田
聡
、
丸
井
英
二

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 280–281

「
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
伝
播
（
一
）（
抄
）」
鈴
木
晃
仁
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 222–223

「
江
戸
時
代
の
「
癩
」
と
梅
毒
（
抄
）」
鈴
木
則
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 200–201

「
黒
死
病
は
ペ
ス
ト
か
―
黒
死
病
の
謎
」
滝
上
正
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 662

「
近
代
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
伝
播
（
二
）（
抄
）」
永
島
剛
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 224–225

「
朝
敵
と
し
て
の
癩
病
（
抄
）」
ベ
イ
　
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 232–233

43　
東
洋
医
学
史
・
伝
統
医
学
史

「『
雑
療
方
』
の
写
真
版
再
考
（
抄
）」
天
野
陽
介
、
宮
川
浩
也
、
小
曽

戸
洋
、
小
林
健
二
、
石
野
尚
吾
、
花
輪
壽
彦
『
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
』

56（
別
冊
）

166

「『
日
本
医
譜
』
に
記
さ
れ
た
脈
診
に
よ
る
天
災
予
知
（
抄
）」
天
野
陽

介
、
宮
川
浩
也
、
小
林
健
二
、
野
澤
隆
幸
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 324–325

「
漢
代
の
性
具
に
つ
い
て
（
抄
）」
猪
飼
祥
夫
『
医
譚
』

(99) 36–38

「
先
秦
か
ら
秦
漢
に
い
た
る
食
人
風
習
と
臓
腑
認
識
」
猪
飼
祥
夫
『
医
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譚
』

(100) 28–33

「
先
秦
の
食
人
風
習
と
臓
腑
認
識
（
抄
）」
猪
飼
祥
夫
『
医
譚
』

(100) 

63–64

「
纏
足
と
鍼
灸
―
近
代
の
習
俗
か
ら
見
た
婦
女
の
足
部
経
穴
―
」
猪
飼

祥
夫
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (11) 1795–1800

「
華
佗
骨
刮
関
羽
箭
療
治
図
」
石
出
猛
史
『
千
葉
医
学
雑
誌
』

81 (5) 

213–218

「
医
は
意
な
り
　
劉
く
『
旧
唐
書
』
許
胤
宗
伝
よ
り
」
岩
井
祐
泉
『
経

絡
治
療
』

(160) 73–77

「
疔
瘡
に
対
す
る
松
鍼
法
（
抄
）」
上
田
善
信
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 258–259

「
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
　
そ
の
現
状
と
問
題
点
」
上
馬

場
和
夫
『
東
方
医
学
』

21 (2) 27–33

「
女
性
診
療
に
お
け
る
日
本
漢
方
　
古
方
派
漢
方
の
歴
史
と
更
年
期
医

療
へ
の
応
用
」
後
山
尚
久
『
産
婦
人
科
の
進
歩
』

57 (2) 131–150

「
は
じ
め
て
の
女
性
漢
方
医
療
　
日
本
漢
方
の
歴
史
」
後
山
尚
久
『
産

科
と
婦
人
科
』

72 (5) 619–625

「
田
代
三
喜
斎
昌
純
の
医
学
（
抄
）」
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
『
日
本
東

洋
医
学
雑
誌
』

56（
別
冊
）

163

「
中
医
学
と
中
国
思
想
」
汪
先
恩
『
日
中
医
学
』

19 (5) 27–33

「
大
塚
敬
節
に
よ
る
『
類
聚
方
広
義
』
解
釈
（

43–48）」
大
塚
賢
治
、

渡
辺
洋
井
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (4–5, 8–11) 577–586, 746–750, 

1237–1243, 1359–1368, 1601–1611, 1863–1872

「
日
中
医
学
交
流
史

17．
改
め
て
「
屠
蘇
酒
」
の
意
味
を
解
釈
す
る
」

郭
秀
梅
『
日
中
医
学
』

19 (5) 18–20

「
日
中
医
学
交
流
史

20．『
医
籍
考
』
に
よ
る
『
四
庫
全
書
提
要
』
批

判
」
郭
秀
梅
『
日
中
医
学
』

20 (2) 28–31

「「
分
等
」
か
ら
「
等
分
」
へ
の
変
遷
（
抄
）」
郭
秀
梅
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』

51 (2) 314–315

「
江
戸
幕
府
鍼
科
医
員
の
治
療
の
一
断
面
―
「
天
璋
院
様
御
麻
疹
諸
留

帳
」
を
中
心
と
し
て
―
」
香
取
俊
光
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (12) 2122–

2132

「
近
世
中
国
の
ア
ヘ
ン
中
毒
」
金
川
英
雄
『
精
神
医
学
研
究
所
業
績
集
』

(41) 111–112

「
近
世
中
国
の
ア
ヘ
ン
中
毒
（
抄
）」
金
川
英
雄
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (1) 62–63

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
医
療
　
附
、
現
代
エ
ジ
プ
ト
の
医
療
と
国
民
性
」

木
下
勤
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (12) 2133–2142

「
楊
貴
妃
と
茘
枝
」
木
下
勤
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (3) 488–490

「
楊
貴
妃
の
逸
話
に
つ
い
て
」
木
下
勤
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (5) 810–

813

「『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
伝
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
と
鍼
』

29 (4) 4

「
馬
王
堆
漢
墓
医
書
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
と
鍼
』

29 (2) 4

「
馬
王
堆
漢
墓
医
書
　
そ
の
二
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
と
鍼
』

29 (3) 4

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

197）
神
農
画
像
賛
二
題
―
矢
数
道
明
・
徳

川
綱
吉
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (1) 2–4
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「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

198）
南
宋
版
『
和
剤
局
方
』
―
現
存
す
る

唯
一
の
五
巻
本
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (2) 202–204

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

199）『
歴
代
名
医
図
姓
氏
』
氏
の
皇
甫
謐
・

葛
洪
・
孫
思
邈
像
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (3) 354–356

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

200）『
医
宗
金
鑑
』
―
清
の
官
撰
医
学
叢

書
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (4) 514–516

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

201）
天
下
一
品
の
宋
版
『
備
急
総
効
方
』」

小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (5) 682–684

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

202）『
宋
版
傷
寒
論
』
―
和
刻
最
善
の
堀

川
本
（
そ
の

1）」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (6) 834–836

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

203）『
宋
版
傷
寒
論
』（
そ
の

2）
堀
川
本

の
序
跋
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (7) 994–996

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

204）『
宋
版
傷
寒
論
』（
そ
の

3）
和
刻
の

諸
版
本
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (8) 1150–1152

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

205）『
宋
版
傷
寒
論
』（
そ
の

4）
中
国
編
」

小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (9) 1294–1296

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

206）
畏
る
べ
し
若
き
漢
方
家
の
気
概
―
矢

数
道
明
書
簡
」
小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (10) 1449–1451, 

1484–1488

「
石
原
保
秀
・
東
亜
医
学
協
会
旧
蔵
古
医
書
（
日
漢
研
本
）
の
概
要
」

小
曽
戸
洋
、
天
野
陽
介
、
野
澤
隆
幸
、
小
林
健
二
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (4) 630–640

「
目
で
見
る
漢
方
史
料
館
（

207–208）
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
人
々

（
一
～
二
）」
小
曽
戸
洋
、
町
泉
寿
郎
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (11–12) 

1702–1704, 1954–1956

「
白
薇
攷
」
小
高
修
司
、
岡
田
研
吉
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (2) 295–304

「
八
味
丸
と
六
味
丸
の
方
意
を
歴
史
的
に
考
え
る
（
上
・
下
）」
小
高
修

司
、
岡
田
研
吉
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (5–6) 777–784, 933–943

「『
明
堂
』
に
お
け
る
足
三
里
の
主
治
病
証
（
抄
）」
木
場
由
衣
登
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 252–253

「
撲

樸
と
土
骨
皮
の
来
歴

 」
小
林
文
子
、
金
成
俊
、
緒
方
千
秋
、
山
田

陽
城
、
花
輪
壽
彦
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (4) 613–626

「
意
釈
『
審
視
瑶
函
』（
傳
仁
宇
著
）（

9–12）」
斎
藤
宗
則
、
孫
基
然
、

黒
木
悟
、
安
井
廣
迪
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (8–11) 1253–1257, 

1409–1414, 1652–1656, 1903–1910

「
長
寿
の
秘
訣
　
そ
の

7　
貝
原
益
軒
の
養
生
訓
と
平
重
盛
の
死
生
観
」

佐
賀
純
一
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (5) 803–809

「
長
寿
の
秘
訣
　
そ
の

8　
平
清
盛
の
「
あ
つ
死
」
と
は
何
か
」
佐
賀
純

一
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (6) 957–964

「
風
化
す
る
漢
方
仙
人
像
（
第
一
～
三
回
）」
佐
賀
純
一
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (2–4) 319–325, 491–496, 649–656

「
小
児
五
疳
薬
の
系
譜
〈

1〉
五
疳
保
童
円
・
保
童
円
（
抄
）」
坂
井
賢

太
、
佐
藤
博
、
中
村
輝
子
、
遠
藤
次
郎
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 161

「「
婦
道
」
と
「
滚
痰
丸
」
―
村
井
琴
山
校
定
『
薬
徴
』・
石
膏
を
め
ぐ

る
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
―
」
桜
井
謙
介
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (7) 

1078–1090



日本医史学雑誌　第 53巻 3号（2007） 504

「『
金
匱
要
略
』
禽
獣
魚
虫
禁
忌
并
治
第
二
十
四
　
平
成
新
釈
（

4）」
杉

山
広
重
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (2) 312–318

「『
金
匱
要
略
』
雑
療
方
第
二
十
三
　
平
成
新
釈
（

1–4）」
杉
山
広
重

『
漢
方
の
臨
床
』

52 (5–6, 8, 10) 785–790, 944–948, 1258–1262, 

1640–1644

「
奇
経
八
脈
に
つ
い
て
の
再
考
」
孫
基
然
『
鍼
灸

O
SA

K
A
』

21 (1) 85–

90

「
意
釈
『
審
視
瑶
函
』（
傳
仁
宇
著
）（

8）」
孫
基
然
、
黒
木
悟
、
安
井

廣
迪
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (2) 292–294

「
秘
伝
・
杉
山
真
伝
流
の
概
要
に
つ
い
て
」
高
橋
昇
造
『
経
絡
鍼
寮
』

37 (9) 43–57

「
像
内
納
入
品
「
臓
腑
経
絡
」
覚
え
書
―
清
凉
寺
、
誓
願
寺
そ
の
他
の

内
臓
模
型
を
め
ぐ
っ
て
（
上
・
下
）」
谷
田
伸
治
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (11–12) 1801–1816, 2111–2121

「
山
田
業
広
著
『
金
匱
要
略
集
注
』
訓
読
（

29–30）」
千
葉
古
方
漢
方

研
究
会
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (1, 10) 141–148, 1645–1651

「
吾
妻
鏡
の
鍼
灸
（
抄
）」
寺
川
華
奈
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 

266–267

「
日
中
医
学
交
流
史

19.　
中
国
と
日
本
の
整
骨
術
を
折
衷
し
た
『
整
骨

範
』」
陶
恵
寧
『
日
中
医
学
』

20 (1) 32–35

「
三
谷
公
器
『
解
体
発
蒙
』
刺
絡
（
抄
）」
友
部
和
弘
、
石
野
尚
吾
、
花

輪
壽
彦
『
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
』

56（
別
冊
）

165

「
南
宋
代
の
体
系
的
脈
状
記
載
に
つ
い
て
（
抄
）」
中
川
俊
之
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (2) 256–257

「『
吉
田
流
鍼
穴
法
』（

1）
明
人
・
啄
周
の
秘
伝
　
吉
田
流
鍼
術
に
つ
い

て
（

1）
流
儀
書
の
構
成
」
長
野
仁
『
鍼
灸

O
SA

K
A
』

20 (4) 347

「
吉
田
流
鍼
術
に
つ
い
て
　
匹
地
流
と
の
関
連
」
長
野
仁
『
鍼
灸

O
SA

K
A
』

21 (1) 5–7

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅳ

―
1　
歴
史
的
医
薬
の
大
著
を

次
々
と
編
撰
さ
せ
た
宋
代
帝
王
　
宋
代
の
本
草
①
」
難
波
恒
雄
『
漢

方
医
薬
新
聞
』

(361) 10

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅳ

―
2　
新
薬
は
増
加
の
一
路
、

東
西
薬
物
交
流
は
日
本
に
も
及
ぶ
　
宋
代
の
本
草
②
」
難
波
恒
雄

『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(362) 6

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅳ

―
3　
宋
代
に
数
多
く
校
刊
さ

れ
た
本
草
書
の
編
撰
の
経
緯
を
解
説
　
宋
代
の
本
草
③
」
難
波
恒
雄

『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(363) 10

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅳ

―
4　
各
種
本
草
書
の
集
大
成

『
政
和
本
草
』

30
巻
に
よ
り
薬
物
学
模
範
書
が
完
成
　
宋
代
の
本
草

④
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(364) 6

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅳ
―

5　『
政
和
本
草
』
の
補
完
目

的
で
著
し
た
『
本
草
広
義
』
が
好
評
を
博
す
　
宋
代
の
本
草
⑤
」
難

波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(365) 10

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅴ

―
1　
窮
乏
の
人
民
を
救
う
べ

く
発
展
し
た
金
元
四
大
家
の
学
説
　
金
・
元
代
の
本
草
①
」
難
波
恒

雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(366) 6
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「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅴ

―
2　
君
臣
佐
使
の
理
論
形
成

を
分
析
　
金
・
元
代
の
本
草
②
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(368) 10

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅵ

―
1　
君
臣
佐
使
の
理
論
形
成

を
分
析
　
明
代
の
本
草
①
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(369) 10

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅵ
―

2　『
本
草
綱
目
』
誕
生
秘
話

明
代
の
本
草
②
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(370) 10

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅵ

―
3　
海
外
各
地
に
流
出
し
た

文
献
の
復
刻
を
願
う
難
波
氏
　
明
代
の
本
草
③
」
難
波
恒
雄
『
漢
方

医
薬
新
聞
』

(371) 4

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅶ

―
1　
実
用
に
適
し
た
本
草
書

が
多
数
著
さ
れ
る
　
清
代
の
本
草
①
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(372) 4

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅶ

―
2　
薬
効
解
析
は
生
物
学
と

し
て
進
展
し
た
日
本
の
本
草
学
　
清
代
の
本
草
②
」
難
波
恒
雄
『
漢

方
医
薬
新
聞
』

(373) 9

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅶ
―

3　
植
物

1714
種
、
写
実
的

な
図
に
よ
る
解
説
を
高
く
評
価
　
清
代
の
本
草
③
」
難
波
恒
雄
『
漢

方
医
薬
新
聞
』

(374) 6

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅷ
―

1　『
神
農
本
草
経
』
の
主
な

系
統
を
表
示
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(375) 10

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅷ

―
2　

20
世
紀
に
入
り
英
文
解

説
書
多
数
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医
薬
新
聞
』

(378) 9

「
中
国
に
お
け
る
医
療
と
本
草
の
歴
史
Ⅷ

―
3　
勅
撰
医
書
・
薬
物
書
と

し
て
の

3
千
年
以
上
の
保
護
を
国
家
が
継
続
」
難
波
恒
雄
『
漢
方
医

薬
新
聞
』

(380) 10

「
鍼
灸
理
論
と
『
易
経
』（
そ
の

3）
象
徴
と
し
て
の
、
坤
土
、
命
門
、

グ
レ
ー
ト
マ
ザ
ー
」
西
岡
敏
子
『
伝
統
鍼
灸
』

31 (3) 80–90

「
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
時
代
の
漢
方
『
傷
寒
論
』
に
つ
い
て
」
花
輪

壽
彦
『
日
本
医
事
新
報
』

(4221) 44–49

「
日
本
漢
方
の
伝
統
（
抄
）」
花
輪
壽
彦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 

150–157

「
宝
永
・
正
徳
期
唐
船
舶
載
漢
薬
の
日
本
流
入
―
『
唐
蛮
貨
物
帳
』
を

中
心
に
―
」
羽
生
和
子
『
医
譚
』

(100) 34–45

「
昭
和
の
古
典
医
学
的
鍼
灸
集
団
「
経
絡
治
療
」
派
の
群
像
　
丸
山
昌

朗
」
藤
原
知
『
医
道
の
日
本
』

64 (7) 186–188

「
健
康
を
め
ぐ
る
歴
史
パ
ノ
ラ
マ
　
古
代
中
国
の
健
康
観
」
真
壁
伍
郎

『
綜
合
看
護
』

40 (2) 49–60

「
健
康
を
め
ぐ
る
歴
史
パ
ノ
ラ
マ
　
古
代
イ
ン
ド
の
知
恵
」
真
壁
伍
郎

『
綜
合
看
護
』

40 (3) 49–64

「
健
康
を
め
ぐ
る
歴
史
パ
ノ
ラ
マ
　
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
で
の
健
康
」

真
壁
伍
郎
『
綜
合
看
護
』

40 (4) 33–47

「
台
湾
訪
書
志
Ⅰ
　
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
医
薬
古
典
籍
（
二
十
二
～

二
十
六
）」
真
柳
誠
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (1, 4–5, 7–8) 177–182, 

641–648, 791–796, 1121–1126, 1263–1268

「
日
中
医
学
交
流
史

22．
こ
と
ば
の
日
中
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
―
料
理
の
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語
源
と
敦
煌
医
書
―
」
真
柳
誠
『
日
中
医
学
』

20 (4) 24–26

「
君
臣
佐
使
に
関
す
る
東
洞
流
の
認
識
（
抄
）」
水
野
洋
子
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』

51 (2) 320–321

「
現
代
中
国
の
農
村
社
会
の
変
遷
に
お
け
る
郷
村
医
の
形
成
―
は
だ
し

の
医
者
の
形
成
と
「
再
生
」
―
」
三
橋
か
ほ
り
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 569–592

「
張
文
仲
の
鍼
灸
に
つ
い
て
（
抄
）」
宮
川
隆
弘
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 254–255

「
漢
方
医
学
の
歴
史
と
そ
の
背
景
を
成
す
も
の
」
安
井
廣
迪
『
福
岡
医

師
漢
方
研
究
会
会
報
』

26 (5) 5–29

「
続
・
経
絡
治
療
の
夜
明
け
　
随
証
療
法
の
発
車
」
山
口
秀
敏
『
経
絡

治
療
』

(160) 89–97

「
筍
庵
ひ
と
り
ご
と
　
漢
方
医
学
復
興
の
源
流
を
探
る
（

1）」
山
田
光

胤
『
漢
方
療
法
』

8 (11) 4–5

「
筍
庵
ひ
と
り
ご
と
　
現
状
の
日
本
漢
方
、
少
い
流
派
の
壁
」
山
田
光

胤
『
漢
方
療
法
』

9 (4) 236–237

「
資
料
で
た
ど
る
日
本
鍼
灸
史
（

39–44）
―
菅
沼
周
桂
の
鍼
灸
①
－

⑥
―
」
山
本
徳
子
『
医
道
の
日
本
』

64 (3–8) 220–221, 212–214, 

169–171, 174–175, 189–191, 192–194

「
資
料
で
た
ど
る
日
本
鍼
灸
史
（

45–46）
―
小
阪
元
祐
の
経
血
書
①
－

②
―
」
山
本
徳
子
『
医
道
の
日
本
』

64 (10–11) 190–191, 191–192

「『
医
余
』（
尾
台
榕
堂
著
）
に
つ
い
て
（

5–8）」
横
田
観
風
『
漢
方
の

臨
床
』

52 (2, 5–6, 8) 305–311, 797–802, 949–955, 1269–1272

「
尾
台
榕
堂
著
『
閑
窓
筆
録
』
に
散
見
す
る
漢
方
医
の
交
友
の
一
例
」

横
田
観
風
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (10) 1520–1524

「
道
教
と
中
国
医
学
（
第
二
十
五
回
）『
功
過
格
』（
抄
）」
吉
元
昭
治

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 248–249

「
岡
田
篁
所
と
清
末
の
日
中
医
学
交
流
史
料
」
梁
永
宣
、
真
柳
誠
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (1) 25–49

「
日
中
医
学
交
流
史

18．
薬
膳
の
啓
蒙
に
思
う
こ
と
」
魯
紅
梅
『
日
中

医
学
』

19 (6) 28–30

「
日
中
医
学
交
流
史

21．
暮
ら
し
の
な
か
の
養
生
―
食
か
ら
み
る
現
代

日
本
の
養
生
に
つ
い
て
―
」
魯
紅
梅
『
日
中
医
学
』

20 (3) 26–28

「
西
洋
医
学
の
目
、
東
洋
医
学
の
目
」
渡
辺
賢
治
『
日
本
心
療
内
科
学

会
誌
』

9 (2) 73–77

44　
内
科
史

「
血
球
形
態
学
の
歴
史
　
形
態
学
の
果
実
と
限
界
」
柴
田
昭
『
日
本
検

査
血
液
学
会
雑
誌
』

6 (1) 1–11

「
日
本
の
血
液
学
　
血
液
学
関
連
学
会
小
史
」
柴
田
昭
『
血
液
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
』

15 (3) 468–476

「【
頭
痛
学
の
進
歩
　
最
新
の
基
礎
・
臨
床
研
究
】
概
論
　
頭
痛
研
究

史
」
柴
田
興
一
『
日
本
臨
床
』

63 (10) 1699–1704

「【
副
腎
と
高
血
圧
】
副
腎
と
高
血
圧
の
医
学
史
」
竹
田
亮
祐
『
血
圧
』

12 (7) 775–780

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　
多
彩
な

B
and 3

異
常
症
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遺
伝
性
球
状
赤
血
球
症
償
の
原
因
」
八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
』

15 (2) 280–293

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
有

口
赤
血
球
症
」
八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

15 (3) 458–466

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　
細
胞
水
分
量
と
有
口
赤
血

球
症
」
八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

15 (4) 660–669

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　
膜
蛋
白
質
の
欠
失
が
膜
疾

患
の
病
因
と
な
る
こ
と
を
初
め
て
証
明
し
た

P
rotein 4.2

欠
損
症
」

八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

15 (5) 836–843

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　

Protein 4.2
欠
損
症
　

B
and 3

機
能
不
全
か
ら
見
た
側
面
」
八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

15 

(6) 1008–1014

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　
赤
血
球
膜
か
ら
見
た
血
液

型
」
八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

15 (9) 1522–1537

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　
生
体
膜
と
し
て
の
赤
血
球

膜
脂
質
二
重
層
」
八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

15 (10) 

1704–1711

「
赤
血
球
膜
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
小
箱
　
α

-リ
ポ
蛋
白
質
欠
損
症
　

Tangier病
」
八
幡
義
人
『
血
液
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

16 (1) 98–103

45　
皮
膚
科
史

「
ム
ラ
ー
ジ
ュ
（
ロ
ウ
製
皮
膚
病
模
型
）
そ
の
歴
史
、
現
状
、
保
存
」

今
泉
孝
『
日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会
雑
誌
』

23 (1) 22–25

「
ム
ラ
ー
ジ
ュ
（
ロ
ウ
製
皮
膚
病
模
型
）
そ
の
歴
史
、
現
状
、
保
存

（
抄
）」
今
泉
孝
『
日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会
雑
誌
』

22 (3) 178

「
Von D

em
 G

rau B
is Zum

 B
unt Julius Scribaを

め
ぐ
る
人
々
（

2）－

（
5）」

上
野
賢
一
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

47 (1–4) 65–68, 219–222, 

389–391, 555–557

「
Von D

em
 G

rau B
is Zum

 B
unt　

ス
イ
ス
の
皮
膚
科
（

1）－（
2）」
上

野
賢
一
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

47 (5–6) 715–718, 815–817

「
Von D

em
 G

rau B
is Zum

 B
unt　

ス
イ
ス
の
皮
膚
科
　

B
runo B

loch

（
2）」
上
野
賢
一
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

47 (7) 935–937

「
Von D

em
 G

rau B
is Zum

 B
unt　

ス
イ
ス
の
皮
膚
科
　

B
runo B

loch

と
G

uido M
iescher」

上
野
賢
一
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

47 (8) 1073–

1075

「
Von D

em
 G

rau B
is Zum

 B
unt　

ス
イ
ス
の
皮
膚
科
（

5）－（
7）」
上

野
賢
一
『
皮
膚
科
の
臨
床
』

47 (9–10, 12) 1187–1189, 1331–1333, 

1721–1724

「【
日
中
の
皮
膚
科
交
流
に
つ
い
て
】
中
日
皮
膚
科
学
術
交
流
の
歴
史
と

展
望
」
徐
文
厳
『
日
中
医
学
』

19 (5) 8–11

「
皮
膚
科
医
学
史
　
南
蛮
紅
毛
流
膏
薬
の
諸
々
　
鶴
大
蔵
書
の
中
か
ら
」

中
西
淳
朗
『
皮
膚
病
診
療
』

27 (1) 102–104

「
皮
膚
科
医
学
史
　
南
蛮
紅
毛
流
膏
薬
の
諸
々
　
海
軍
さ
ん
の
ザ
ル
ベ
」

中
西
淳
朗
『
皮
膚
病
診
療
』

27 (2) 202–205

「
皮
膚
科
医
学
史
　
南
蛮
紅
毛
流
膏
薬
の
諸
々
　
道
三
の
『
衆
方
規
矩
』

か
ら
」
中
西
淳
朗
『
皮
膚
病
診
療
』

27 (3) 328–330
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「
皮
膚
科
医
学
史
　

2
世
紀
の
膏
薬
ね
り
板
」
中
西
淳
朗
『
皮
膚
病
診

療
』

27 (6) 715

「
皮
膚
科
医
学
史
　
新
撰
・
東
京
検
梅
史
（

1）－（
2）」

中
西
淳
朗
『
皮

膚
病
診
療
』

27 (10–11) 1220–1221, 1342–1343

「
皮
膚
科
医
学
史
　
新
撰
・
東
京
検
梅
史
」
中
西
淳
朗
『
皮
膚
病
診
療
』

27 (12) 1468–1470

「
皮
膚
科
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
話
題
　
平
安
時
代
か
ら
現
代
（
抄
）」

服
部
瑛
『
茨
城
県
臨
床
医
学
雑
誌
』

(41) 101–102

46　
泌
尿
器
科
史

「
泌
尿
器
学
こ
と
は
じ
め
　
腎
摘
除
術

 N
ephrectom

y（
1）－（

4）」
折

笠
精
一
『
泌
尿
器
外
科
』

18 (4–7) 345–347, 617–619, 689–691, 

835–838

「
関
連
医
学
の
進
歩
・
現
状
　
泌
尿
器
科
学
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

畠
　
亮
『
歯
科
学
報
』

105 (2) 103–112

47　
病
院
史

「
戦
後
日
本
の
病
院
建
築
計
画
史
」
上
野
淳
『
病
院
』

64 (11) 942–948

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
開
設
さ
れ
た
世
界
最
初
の
ホ
ス
ピ
ス
　
聖
母
マ
リ

ア
・
ホ
ス
ピ
ス
」
大
野
竜
三
『
緩
和
医
療
学
』

7 (1) 59–64

「
献
身
の
遺
産
　
熊
本
に
お
け
る
二
つ
の
私
立
ハ
ン
セ
ン
病
病
院
」
鎌

田
澄
子
『
聖
母
大
学
紀
要
』

(創
刊

) 25–31

「
第
一
次
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
精
神
病
院
改
革
に
つ
い
て
　

Julien 

R
aynier の

著
作
を
通
し
て
（
抄
）」
高
内
茂
、
森
隆
志
『
精
神
医
学

史
研
究
』

9 (1) 64

「
農
村
医
療
に
か
け
た
佐
久
病
院
の

60
年
」
夏
川
周
介
『
日
本
農
村
医

学
会
雑
誌
』

54 (3) 224–227

「
ゲ
ー
ル
見
学
と

1900
年
前
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
病
院
改
革
」

橋
本
明
『
精
神
医
学
史
研
究
』

9 (2) 117–128

「
精
神
科
診
療
所
の
歴
史
、
第
一
報
」
堀
み
ゆ
き
、
金
川
英
雄
『
精
神

医
学
研
究
所
業
績
集
』

(41) 54–58

「
ム
ー
ア
フ
ィ
ー
ル
ズ
眼
科
病
院
の
設
立
に
つ
い
て
（
抄
）」
柳
澤
波
香

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 300–301

48　
病
跡
学

「
病
跡
学
の
過
去
・
現
在
・
未
来
　
病
跡
学
の
過
去
（
抄
）」
大
森
健
一

『
日
本
病
跡
学
雑
誌
』

(70) 15–16

「
三
英
傑
の
健
康
診
断
　
信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
臨
床
カ
ル
テ
」
篠
田

達
明
『
日
本
病
院
会
雑
誌
』

52 (11) 1608–1624

「
病
跡
学
の
過
去
・
現
在
・
未
来
　
病
跡
学
の
現
在
（
抄
）」
山
田
和
夫

『
日
本
病
跡
学
雑
誌
』

(70) 17

49　
病
理
学
史

「【
血
液
病
理
学
の
進
歩
と
診
断
シ
ス
テ
ム
】
血
液
病
理
学
の
進
歩
と
発

展
の
歴
史
」
難
波
紘
二
『
医
学
の
あ
ゆ
み
』

215 (12～
13) 935–941
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51　
仏
教
医
学
史

「
仏
教
医
学
に
見
ら
れ
た
薬
物
の
変
遷
　
ア
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
正
倉

院
ま
で
（
抄
）」
山
田
光
男
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 163

52　
法
医
学
史

「【
公
衆
衛
生
と
監
察
医
制
度
】
法
医
学
（
法
医
解
剖
）
の
歴
史
」
池
本

卯
典
『
公
衆
衛
生
』

69 (4) 269–272

「
火
葬
さ
れ
た
遺
骨
の

D
N

A
鑑
定
　
そ
の
原
理
と
信
頼
度
に
つ
い
て
」

石
山
昱
夫
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』

22 (2) 84–86

53　
放
射
線
医
学
史

「
わ
か
り
や
す
い
放
射
線
医
学
　
放
射
線
医
学
確
立
へ
の
道
を
拓
い
た

人
び
と
―

5」
久
保
田
進
『
放
射
線
科
学
』

48 (1) 34–36

「
口
腔
癌
治
療
に
お
け
る
放
射
線
医
学
の
役
割
　

1954
年
来
の
日
本
に

お
け
る
歴
史
的
回
顧
と
明
日
へ
の
志
向
（
抄
）」
清
水
正
嗣
『
歯
科

放
射
線
』

45 (1) 23–24

「
放
射
線
治
療
学
史
（

3）」
舘
野
之
男
『
日
本
医
学
放
射
線
学
会
雑
誌
』

65 (1) 44–57

「
放
射
線
治
療
学
史
（

4）
放
射
線
治
療
の
発
展

1920
年
頃
か
ら
」
舘

野
之
男
『
日
本
医
学
放
射
線
学
会
雑
誌
』

65 (2) 131–138

「
放
射
線
治
療
学
史
（

5）」
舘
野
之
男
『
日
本
医
学
放
射
線
学
会
雑
誌
』

65 (3) 281–290

「【
放
射
線
治
療
学
史
】
放
射
線
治
療
の
進
歩
」
舘
野
之
男
『
日
本
医
学

放
射
線
学
会
雑
誌
』

65 (4) 459–469

54　
本
草
学
史
・
博
物
学
史

「
シ
ー
ボ
ル
ト
用
薬
の
植
物
と
『
泰
西
本
草
名
疏
』」
遠
藤
正
治
『
伊
藤

圭
介
日
記
第
十
一
集
』

155–187

「
蘭
方
の
薬
用
植
物
と
本
草
」
遠
藤
正
治
『
杏
雨
』

(8) 168–188

「
き
の
こ
図
譜
か
ら
菌
類
学
の
発
達
を
見
る
」
奥
沢
康
正
『
杏
雨
』

(8) 

211–241

「
大
坂
東
町
奉
行
所
に
発
生
し
た
霊
芝
に
集
ま
っ
た
学
者
た
ち
」
奥
沢

康
正
、
中
道
洋
平
、
田
村
哲
二
『
医
譚
』

(99) 7–11

「
甞
百
社
と
視
覚
文
化
」
福
岡
真
紀
『
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
』

(103) 2–7

55　
麻
酔
学
史

「
続
「
楽
し
い
薬
理
学
」　
ハ
イ
ド
氏
の
行
方
　
汚
物
薬
ド
レ
ッ
ケ
・
ア

ポ
テ
ク
」
岡
部
進
『
薬
局
』

56 (8) 2512–2517

「
続
「
楽
し
い
薬
理
学
」　
麻
酔
薬
の
発
見
　
笑
気
ガ
ス
」
岡
部
進
『
薬

局
』

56 (10) 2843–2848

「
続
「
楽
し
い
薬
理
学
」　
麻
酔
薬
の
発
見
　
大
光
輝
を
逸
し
た
デ
ー

ヴ
ィ
ー
」
岡
部
進
『
薬
局
』

56 (11) 3024–3028

「
続
「
楽
し
い
薬
理
学
」　
麻
酔
薬
の
発
見
　
ド
ク
タ
ー
・
コ
ー
ル
ト
の

役
割
」
岡
部
進
『
薬
局
』

56 (12) 3186–3190

「
吸
入
麻
酔
薬
開
発
の
歴
史
　
セ
ボ
フ
ル
ラ
ン
の
歴
史
的
位
置
付
け
」

風
間
富
栄
『
防
衛
医
科
大
学
校
雑
誌
』

30 (3) 136–144
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「
描
か
れ
た
「
痛
み
」　
モ
ル
ト
ン
と
華
岡
青
洲
に
よ
る
全
身
麻
酔
の
始

ま
り
」
外
寿
美
夫
『
日
本
胸
部
臨
床
』

64 (7) 669–671

「
描
か
れ
た
「
痛
み
」　

19
世
紀
後
半
の
痛
み
　
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
」

外
須
美
夫
『
日
本
胸
部
臨
床
』

64 (8) 761–762

「
描
か
れ
た
「
痛
み
」　

19
世
紀
後
半
の
痛
み
　
医
学
の
進
歩
と
痛
み
」

外
須
美
夫
『
日
本
胸
部
臨
床
』

64 (9) 862–864

「
描
か
れ
た
「
痛
み
」　
万
葉
集
と
古
事
記
の
な
か
の
痛
み
」
外
須
美
夫

『
日
本
胸
部
臨
床
』

64 (11) 1058–1060

「
外
科
学
温
故
知
新
　
麻
酔
の
始
ま
り
と
麻
酔
科
学
の
進
歩
」
外
須
美

夫
『
臨
床
外
科
』

60 (12) 1415–1421

「
麻
酔
科
学
史
の
新
研
究
　
ウ
イ
リ
ア
ム
・

T.G
.モ
ー
ト
ン
の
エ
ー
テ

ル
麻
酔
を
見
た
幕
末
の
日
本
人
医
師
た
ち
」
松
木
明
知
『
麻
酔
』

54 

(2) 202–208

「
麻
酔
の
歴
史
」
村
井
繁
夫
『
岩
手
医
科
大
学
歯
学
雑
誌
』

30 (2) 137–

145

「
麻
酔
科
医
の
臨
床
ノ
ー
ト
　
脊
椎
麻
酔
（
脊
髄
ク
モ
膜
下
麻
酔
）
の

安
全
」
森
脇
克
行
『
か
ら
だ
の
科
学
』

(241) 96–97

57　
薬
学
史

「
薬
の
歴
史

-日
本
の
医
薬
品
の
貢
献
（
抄
）」
青
木
初
夫
『
日
本
薬
学

会
125
年
会
講
演
要
旨
集
』

(1) 37–38

「
生
薬
療
法
学
者
の
眼
　
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
（
下
）」
伊
沢
凡
人
『
綜
合

看
護
』

40 (1) 65–66

「
江
戸
時
代
に
開
催
さ
れ
た
薬
品
会
の
時
代
的
な
特
徴
（
抄
）」
今
井
優

介
、
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 156

「
江
戸
時
代
の
薬
品
会
に
出
品
さ
れ
た
朝
鮮
薬
剤
（
抄
）」
今
井
優
介
、

齋
藤
圭
子
、
中
村
輝
子
、
遠
藤
次
郎
『
日
本
薬
学
会

125
年
会
講
演

要
旨
集
』

(4) 139

「
日
向
薬
事
始
め
（
そ
の

2）
加
来
飛
霞
と
延
岡
藩
で
の
採
薬
（
抄
）」

岩
井
勝
正
、
井
本
真
澄
、
宇
佐
見
則
行
、
山
本
郁
男
『
日
本
薬
学
会

125
年
会
講
演
要
旨
集
』

(4) 219

「【
利
尿
薬
の
正
し
い
使
い
方
　
基
礎
と
臨
床
】
利
尿
薬
の
歴
史
」
遠
藤

仁
『
腎
と
透
析
』

58 (2) 124–127

「
明
治
以
来
富
山
の
薬
学
校
の
歩
み
」
大
橋
清
信
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 

(1) 1–7

「
6
年
制
薬
学
生
の
た
め
の
薬
学
史
資
料
「
日
本
史
に
現
わ
れ
た
主
な
疾

病
年
表
」
の
作
成
」
奥
田
潤
、
飯
田
耕
太
郎
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 

137–146

「
薬
学
生
の
た
め
の
薬
学
史
年
表
作
成
の
試
み
　
疾
病
史
年
表
の
追
加

（
抄
）」
奥
田
潤
、
飯
田
耕
太
郎
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 158

「「
若
い
薬
学
者
の
会
」
と
北
海
道
　
戦
後
日
本
の
薬
学
運
動
史
（

1）

（
抄
）」
川
瀬
清
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 157

「
薬
用
植
物
の
導
入
及
び
栽
培
に
関
す
る
史
的
研
究

1．『
御
返
答
書

「
薬
草
十
二
種
植
付
の
件
」』
に
つ
い
て
の
考
察
」
北
村
美
江
、
松
尾

幸
子
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 8–12

「
ハ
ッ
サ
ク
の
天
然
薬
用
資
源
と
し
て
の
利
用
と
薬
能
評
価
」
久
保
道
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徳
、
松
田
秀
秋
、
友
廣
教
道
、
播
磨
章
一
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 

47–51

「
落
語
の
中
の
医
薬
品
（
第
五
報
）（
抄
）」
五
位
野
政
彦
『
薬
史
学
雑

誌
』

40 (2) 162

「
ウ
ル
ソ
デ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
（

U
D

C
A
）
の
発
見
」
佐
分
利
保
雄
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (4) 660–661

「
C

harles E
rnest O

verton
と
麻
酔
薬
の
リ
ポ
イ
ド
説
（
抄
）」
末
廣

雅
也
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 160

「
ガ
ン
ビ
ヤ
の
処
方
売
薬
は
中
国
高
僧
・
鑑
真
が
も
た
ら
し
た
」
杉
山

茂
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 122–124

「
児
茶
鈎
藤
・
ガ
ン
ビ
ー
ル
（

G
am

bir）
Ⅱ
　
そ
の
薬
理
作
用
」
杉
山

茂
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 29–33

「
茶
（
中
国
）
が
生
ま
れ
た
国
」
杉
山
茂
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 117–

121

「
茶
の
ル
ー
ツ
と
ガ
ン
ビ
ー
ル
（
ガ
ン
ビ
ヤ
）」
杉
山
茂
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 98–106

「
新
く
す
り
歳
時
記
　
朝
顔
と
枸
杞
」
鈴
木
昶
『
漢
方
療
法
』

9 (5) 

386–389

「
春
の
七
草
考
」
鈴
木
堯
『
漢
方
の
臨
床
』

52 (1) 164–176

「
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン

D
は
い
か
に
し
て
発
見
さ
れ
、
臨
床
医
学
に
導
入

さ
れ
た
か
（
抄
）」
須
田
立
雄
『
松
本
歯
学
』

31 (2) 198

「
日
本
の
天
然
ビ
タ
ミ
ン

A
産
業
開
拓
の
歴
史
」
曽
根
博
、
夕
田
光
治
、

東
伸
好
、
妹
尾
春
樹
『
ビ
タ
ミ
ン
』

79 (2) 97–112

「「
岡
本
直
榮
」
断
片
―
日
本
に
お
け
る
初
期
女
性
薬
剤
師
の
軌
跡
」
高

橋
文
、
小
林
桂
子
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 52–61

「
近
代
日
本
医
薬
品
産
業
の
発
展
（
そ
の

8）
製
薬
企
業
に
お
け
る
モ
ル

ヒ
ネ
を
中
心
と
し
た
あ
へ
ん
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
・
オ
ピ
オ
イ
ド
系
製
剤

の
変
遷
」
竹
原
潤
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 34–40

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

1993
年
に
廃
止
さ
れ
た
医
薬
品
承
認
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
・
ク
ロ
ー
ズ
制
度
（
抄
）」
津
谷
喜
一
郎
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 

164

「【
く
す
り
の
剤
形
に
つ
い
て
考
え
る
　
進
化
す
る
剤
形
と
調
剤
上
の
留

意
点
】
剤
形
の
進
歩
　
剤
形
の
歴
史
」
寺
田
勝
英
『

M
edical P

har-

m
acy』

39 (1) 1–5

「
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
生
い
立
ち
を
探
る
　
リ
ゾ
チ
ー
ム
を
発
見
す
る
」
中

島
祥
吉
『

P
H

A
R

M
 T

E
C

H
 JA

PA
N
』

21 (14) 2371–2374

「「
万
病
一
毒
」
の
薬
箱
に
つ
い
て
（
抄
）」
中
村
輝
子
、
遠
藤
次
郎
『
日

本
東
洋
医
学
会
雑
誌
』

56（
別
冊
）

164

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
に
お
け
る
医
史
学
研
究

―
拡
充
と
越
境
　
新
宮
凉
庭
の
薬
箱
の
検
討
（
抄
）」
中
村
輝
子
、

遠
藤
次
郎
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
･ミ
ヒ
ェ
ル
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 166–167

「
解
体
新
書
異
聞
　
水
銀
と
梅
毒
（
抄
）」
西
井
易
穂
『
ビ
タ
ミ
ン
』

79 

(3) 178–179

「
衣
服
用
防
虫
剤
「
藤
澤
樟
脳
」
の

100
年
（

6）
戦
時
下
に
お
け
る
藤

澤
樟
脳
」
服
部
昭
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 22–28
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「
衣
服
用
防
虫
剤
「
藤
澤
樟
脳
」
の

100
年
（

7）
価
格
と
包
装
」
服
部

昭
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 41–46

「『
脾
胃
論
』
に
お
け
る
生
薬
の
用
法
と
『
内
外
傷
弁
惑
論
』
と
の
関
連
」

府
和
隆
子
、
小
曽
戸
洋
、
谿
忠
人
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (1) 13–21

「
星
一
記
念
室
に
あ
る
揮
毫
」
三
澤
美
和
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 125–

131

「
錠
剤
の
歴
史
　
序
に
代
え
て
」
三
宅
康
夫
『

PH
A

R
M

 T
E

C
H

 JA
PA

N
』

21 (1) 69–76

「
錠
剤
の
歴
史
　
錠
剤
の
歴
史
に
つ
い
て
の
米
国
文
献
　
米
国
の
成
書

に
み
る
用
語
「

Tablet」
の
起
源
と
錠
剤
の
歴
史
概
要
」
三
宅
康
夫

『
P

H
A

R
M

 T
E

C
H

 JA
PA

N
』

21 (2) 271–277

「
錠
剤
の
歴
史
　
錠
剤
の
歴
史
に
つ
い
て
の
米
国
文
献
　

1914
年
の

L
.F. K

eblerに
よ
る
錠
剤
史
に
関
す
る
総
説
」
三
宅
康
夫
『

P
H

A
R

M
 

T
E

C
H

 JA
PA

N
』

21 (3) 389–398

「
錠
剤
の
歴
史
　
日
本
薬
局
方
（
初
版
）
公
布
前
後
に
お
け
る
調
剤
学

な
ど
の
教
科
書
に
お
け
る
錠
剤
の
記
述
」
三
宅
康
夫
『

P
H

A
R

M
 

T
E

C
H

 JA
PA

N
』

21 (5) 729–740

「
錠
剤
の
歴
史
　
日
本
薬
局
方
お
よ
び
そ
の
解
説
書
に
お
け
る
錠
剤
に

関
す
る
記
述
の
変
遷
そ
の

1　
1
局
か
ら

4
局
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の

解
説
書
」
三
宅
康
夫
『

P
H

A
R

M
 T

E
C

H
 JA

PA
N
』

21 (6) 893–903

「
錠
剤
の
歴
史
　
日
本
薬
局
方
お
よ
び
そ
の
解
説
書
に
お
け
る
錠
剤
に

関
す
る
記
述
の
変
遷
　

5
局
か
ら

7
局
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
解
説
書
」

三
宅
康
夫
『

P
H

A
R

M
 T

E
C

H
 JA

PA
N
』

21 (7) 1169–1182

「
錠
剤
の
歴
史
　
日
本
薬
局
方
お
よ
び
そ
の
解
説
書
に
お
け
る
錠
剤
に

関
す
る
記
述
の
変
遷
　

8
局
か
ら

14
局
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
解
説

書
」
三
宅
康
夫
『

P
H

A
R

M
 T

E
C

H
 JA

PA
N
』

21 (8) 1341–1350

「
錠
剤
の
歴
史
　
製
剤
技
術
史
に
お
け
る
錠
剤
に
関
す
る
技
術
進
歩
　

第
2
次
世
界
大
戦
終
戦
後
か
ら

1960
年
代
頃
ま
で
」
三
宅
康
夫

『
P

H
A

R
M

 T
E

C
H

 JA
PA

N
』

21 (9) 1491–1501

「
錠
剤
の
歴
史
　
製
剤
技
術
史
に
お
け
る
錠
剤
に
関
す
る
技
術
進
歩
　

1970
年
代
か
ら

1980
年
代
頃
ま
で
」
三
宅
康
夫
『

P
H

A
R

M
 T

E
C

H
 

JA
PA

N
』

21 (10) 1659–1674

「
錠
剤
の
歴
史
　
製
剤
技
術
史
に
お
け
る
錠
剤
に
関
す
る
技
術
進
歩
　

1990
年
代
か
ら

21
世
紀
初
頭
ま
で
」
三
宅
康
夫
『

P
H

A
R

M
 T

E
C

H
 

JA
PA

N
』

21 (11) 1833–1836, 1839–1844, 1847–1852

「
戦
後

60
年
間
の
薬
学
教
育
の
改
革
に
関
し
て
薬
学
会
、
薬
剤
師
会
、

病
院
薬
剤
師
会
、
薬
学
教
育
協
議
会
、
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働

省
が
果
た
し
た
役
割
の
検
証
」
山
川
浩
司
、
百
瀬
和
享
『
薬
史
学
雑

誌
』

40 (2) 81–97

「
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
・
医
薬
品
研
究
開
発
の
軌
跡
を
辿
る
―
石
館
守
三
教

室
の
研
究
業
績
を
中
心
に
―
」
山
田
光
男
『
薬
史
学
雑
誌
』

40 (2) 

132–136

「
麻
黄
に
関
す
る
史
的
考
察
（

1）
古
来
の
正
品
な
ら
び
に
和
産
麻
黄
の

原
植
物
に
つ
い
て
」
吉
澤
千
絵
子
、
北
出
万
紀
子
、
御
影
雅
幸
『
薬

史
学
雑
誌
』

40 (2) 107–116
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58　
蘭
学
史

「
大
坂
「
蘭
学
」
の
背
景
（
抄
）」

W
・
ミ
ヒ
ェ
ル
『
医
譚
』

(99) 59–60

「
蘭
方
医
事
が
来
た
道
　

17, 18
世
紀
を
中
心
に
（
抄
）」

W
・
ミ
ヒ
ェ

ル
『
医
譚
』

(99) 50–51

「
大
坂
の
蘭
学
の
特
質
　
蘭
方
系
医
学
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
（
抄
）」
浅

井
允
晶
『
医
譚
』

(99) 58–59

「
西
玄
甫
よ
り
久
原
甫
雲
に
授
与
さ
れ
た
阿
蘭
陀
流
外
科
免
許
状
」
飯

塚
修
三
『
医
譚
』

(100) 54–60

「
大
坂
の
蘭
学
　
洪
庵
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
医
ま
で
（
抄
）」
石
田
純
郎
『
医

譚
』

(99) 52–53

「【
あ
の
と
き
の
食
、
こ
れ
か
ら
の
食
】
あ
の
と
き
の
食
を
考
え
る
　
オ

ラ
ン
ダ
正
月
料
理
」
川
嶌
眞
人
『
ク
リ
ニ
シ
ア
ン
』

52 (1) 22–26

「
整
形
外
科
と
蘭
学
　
華
岡
青
洲
の
麻
沸
湯
に
つ
い
て
」
川
嶌
眞
人
『
臨

床
整
形
外
科
』

40 (3) 278–280

「
整
形
外
科
と
蘭
学
（

13）
リ
ー
フ
デ
号
の
到
着
か
ら
前
野
良
沢
ま
で

蘭
学
の
曙
と
良
沢
の
生
き
方
」
川
嶌
眞
人
『
臨
床
整
形
外
科
』

40 (5) 

558–562

「
整
形
外
科
と
蘭
学
　
澤
野
忠
庵
と
南
蛮
医
術
」
川
嶌
眞
人
『
臨
床
整

形
外
科
』

40 (9) 1020–1021

「
整
形
外
科
と
蘭
学
　
楢
林
鎮
山
と
パ
レ
」
川
嶌
眞
人
『
臨
床
整
形
外

科
』

40 (12) 1322–1324

「
整
形
外
科
と
蘭
学
　
大
江
医
家
と
栗
崎
流
免
許
」
川
嶌
眞
人
、
カ
ト

リ
ー
ナ
・
シ
バ
タ
『
臨
床
整
形
外
科
』

40 (7) 786–789

「
小
石
家
歴
代
医
師
と
大
坂
の
蘭
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
抄
）」
小
石

秀
夫
『
医
譚
』

(99) 53–55

「
大
坂
蘭
学
史
に
お
け
る
橋
本
宗
吉
の
役
割
（
抄
）」
古
西
義
麿
『
医
譚
』

(99) 55–56

「
大
坂
の
蘭
学
の
発
祥
と
特
徴
（
抄
）」
芝
哲
夫
『
医
譚
』

(99) 57–58

59　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
史

「
精
神
科
作
業
療
法
職
の
専
門
分
化
過
程
の
考
察
（
二
）
―
昭
和
四
〇

年
の
法
制
定
と
旧
従
事
者
へ
の
影
響
（
抄
）」
栁
田
純
子
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』

51 (2) 288–289

「【
脳
卒
中
の
理
学
療
法
を
再
考
す
る
】
脳
卒
中
に
対
す
る
理
学
療
法
の

歴
史
的
変
遷
」
吉
尾
雅
春
『
理
学
療
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

39 (8) 669–

673

「
ア
メ
リ
カ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
歴
史
（

1）－（
3）」

吉
田

清
和
『

Journal of C
linical R

ehabilitation』
14 (4, 6–7) 356–359, 

550–553, 644–647

60　
検
査

「
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
の
教
え
た
近
代
臨
床

検
査
学
（
抄
）」
相
川
忠
臣
、
酒
井
シ
ヅ
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 

(2) 206–207

「
細
菌
グ
ラ
ム
染
色
の
本
邦
に
お
け
る
初
期
の
紹
介
に
つ
い
て
（
抄
）」

会
田
恵
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 234–235
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「
医
学
検
査
の
あ
ゆ
み
―

5　
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
を
使
っ
た
悪
性
疾

患
診
断
に
関
し
て
」
東
克
巳
『
モ
ダ
ン
メ
デ
ィ
ア
』

51 (9) 229–235

「
H

L
A
検
査
の
歴
史
と
意
義
（
抄
）」
太
田
正
穂
『
信
州
医
学
雑
誌
』

53 (6) 440–442

「
医
学
検
査
の
あ
ゆ
み
―

4　
高
齢
者
の
臨
床
検
査
基
準
値
」
岡
部
紘
明

『
モ
ダ
ン
メ
デ
ィ
ア
』

51 (8) 195–203

「
医
学
検
査
の
あ
ゆ
み
―

2　
Paul-B

unnell反
応
」
木
村
宏
『
モ
ダ
ン

メ
デ
ィ
ア
』

51 (6) 138–140

「
H

bA
IC
の
発
見
の
歴
史
（
抄
）」
佐
分
利
保
雄
『
神
奈
川
医
学
会
雑

誌
』

32 (1) 91–92

「
血
圧
測
定
の
歴
史
（
抄
）」
杤
久
保
修
『
神
奈
川
医
学
会
雑
誌
』

32 (2) 

262–263

「
医
学
検
査
の
あ
ゆ
み
―

6　
臨
床
検
査
標
準
化
の
国
内
外
の
状
況
と
将

来
の
展
望
―
臨
床
検
査
標
準
化
基
本
検
討
委
員
会
の
紹
介
―
」
濱
﨑

直
孝
『
モ
ダ
ン
メ
デ
ィ
ア
』

51 (12) 338–340

「
医
学
検
査
の
あ
ゆ
み
―

1　
急
性
中
枢
神
経
疾
患
と
病
原
ウ
イ
ル
ス
診

断
」
細
矢
光
亮
『
モ
ダ
ン
メ
デ
ィ
ア
』

51 (5) 112–115

「
医
学
検
査
の
あ
ゆ
み
―

3　
狂
犬
病
に
つ
い
て
」
源
宣
之
『
モ
ダ
ン
メ

デ
ィ
ア
』

51 (7) 160–166

61　
そ
の
他

「
日
本
最
古
の
マ
ラ
ソ
ン
競
争
　
安
政
の
遠
足
（
抄
）」
清
水
英
一
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』

51 (2) 204–205

「
長
崎
奉
行
書
判
決
記
録
に
見
る
江
戸
時
代
の
酒
乱
と
酒
狂
」
田
中
輝

好
『
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
家
族
』

21 (4) 378–384

62　
中
国
語
文
献

「
開
拓
我
国
医
学
史
研
究
的
新
視
野
」
朱
建
平
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 

(1) 3–5

「
蘇
州
国
医
医
院
探
索
之
路
研
究
」
曹
麗
娟
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 

6–10

「
20
世
紀
下
半
葉
北
京
中
医
医
療
機
構
発
展
史
略
」
張
志
斌
・
余
永
燕

『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 11–16

「
台
湾
医
務
行
政
管
理
体
制
及
其
発
展
簡
史
」
劉
麗
偉
『
中
華
医
史
雑

誌
』

35 (1) 17–21

「
中
医
陰
陽
学
説
的
実
験
研
究
回
顧
」
王
振
瑞
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 

(1) 22–24

「
中
医
対
出
血
中
風
認
識
的
進
歩
」
鄭
国
慶
・
黄
培
新
『
中
華
医
史
雑

誌
』

35 (1) 25–28

「
一
部
医
人
自
医
的
著
作
『
軒
岐
救
正
論
』」
羅
根
海
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 29–31

「
第
二
次
世
界
大
戦
対
米
国
高
等
医
学
教
育
的
影
響
」
張
艶
栄
『
中
華

医
史
雑
誌
』

35 (1) 32–36

「
20
世
紀
下
半
葉
中
国
医
学
発
展
史
分
期
問
題
探
討
」
李
志
平
『
中
華

医
史
雑
誌
』

35 (1) 37–40

「
中
藏
医
脈
学
関
係
雛
議
」
甄
艶
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 41–44
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「『
五
十
二
病
方
』
医
療
器
物
与
技
術
之
研
究
」
楊
金
生
・
李
経
緯
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 45–56

「
19
世
紀
有
関
動
物
活
体
解
剖
的
争
論
」
劉
遠
明
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 57–60

「
解
読
『
医
学
史
文
献
資
料
索
引
』」
王
咪
咪
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 

61–62

「
章
次
公
重
視
経
典
」
陳
理
書
・
張
雲
鵬
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 10

「
浅
析
魏
晉
服
用
五
石
散
之
原
因
」
邱
少
平
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (1) 

60

「
心
臓
起
博
器
是
怎
様
応
用
于
臨
床
的
」
馬
運
祥
・
田
霞
等
『
中
華
医

史
雑
誌
』

35 (1) 31

「
聖
・
彼
得
堡
国
立
艾
爾
米
塔
什
博
物
館
針
灸
銅
人
研
究
」
黄
龍
祥
・

徐
文
斌
等
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 67–73

「
論
訳
者
主
体
性
対
『
黄
帝
内
経
素
問
』
英
訳
的
影
響
」
蘭
鳳
利
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 74–78

「『
丹
溪
医
按
』
的
流
伝
和
考
証
」
劉
時
覚
・
薛
軼
燕
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 79–82

「
李
健
頤
『
鼠
疫
治
療
全
書
』
学
術
特
点
与
成
就
」
呉
文
清
『
中
華
医

史
雑
誌
』

35 (2) 83–88

「
論
黎
佩
蘭
『
時
症
良
方
釈
疑
』
的
学
術
成
就
及
其
意
義
」
李
禾
・
李

建
梅
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 89–92

「
南
宋
浙
江
薬
学
発
展
概
論
」
朱
徳
明
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 93–

98

「
明
代
医
学
与
西
南
辺
疆
開
発
」
岳
精
柱
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 99–

104

「
論
蒙
古
伝
統
医
学
的
安
代
療
法
」
財
吉
拉
胡
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 

(2) 105–109

「
気
管
切
開
技
術
微
創
化
発
展
歴
程
」
李
春
雨
・
賈
晉
太
『
中
華
医
史

雑
誌
』

35 (2) 110–113

「
19
世
紀
的
徳
国
精
神
病
学
」
李
亜
明
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 114–

117

「
克
隆
概
念
的
演
変
」
金
東
英
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 118–122

「
古
人
類
牙
歯
生
理
解
剖
及
口
腔
疾
病
」
龔
怡
・
楊
聖
輝
『
中
華
医
史

雑
誌
』

35 (2) 123–127

「
朱
建
平
『
中
国
医
学
史
研
究
』
評
介
」
鄭
懐
林
・
洪
文
旭
『
中
華
医

史
雑
誌
』

35 (2) 128
―
封
三

「『
傷
寒
総
病
論
』
中
関
于
温
病
的
認
識
」
袁
冰
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 

(2) 88

「『
医
史
通
報
』
簡
介
」
甄
橙
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 127

「
章
次
公
重
視
医
案
」
陳
理
書
・
張
雲
鵬
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 78

「
美
洲
大
陸
第
一
所
医
校
及
其
創
立
者
」
楊
苗
等
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 78

「
闌
尾
炎
麦
氏
点
及
其
発
現
者
」
張
殿
紅
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (2) 

104

「
致
中
華
医
学
会
成
立

90
周
年
曁
第

23
次
全
国
会
員
代
表
大
会
的
賀

信
」
中
共
中
央
国
務
院
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 131
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「
宋
版
『
備
急
総
効
方
』
的
文
献
研
究
」
小
曽
戸
洋
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 132–137

「
日
本
江
戸
時
代
漢
方
舌
診
専
著
的
研
究
」
梁
嶸
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 138–144

「
宋
版
『
傷
寒
論
』
版
本
考
辨
」
銭
超
塵
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 

145–148

「
北
宋
社
会
因
素
対
『
傷
寒
論
』
研
究
的
影
響
」
倪
世
美
『
中
華
医
史

雑
誌
』

35 (3) 149–151

「
試
論
宋
儒
治
学
方
法
対
宋
士
大
夫
編
撰
医
書
的
影
響
」
李
玉
清
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 152–154

「『
眼
科
闡
微
』
対
老
年
眼
病
辨
治
的
学
術
貢
献
」
黎
小

妮
『
中
華
医
史

雑
誌
』

35 (3) 155–157

「『
呂
氏
春
秋
』
中
的
先
秦
養
生
観
」
茅
暁
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 

158–160

「
金
元
時
期
食
療
養
生
方
剤
特
色
」
谷
勝
東
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 

161–164

「
従
『
鏡
花
縁
』
看
李
汝
珍
的
医
薬
養
生
観
」
陳
貽
庭
『
中
華
医
史
雑

誌
』

35 (3) 165–169

「
従
「
医
詩
」
看
明
季
文
人
対
医
徳
医
術
的
評
価
」
魏
露
苓
『
中
華
医

史
雑
誌
』

35 (3) 170–175

「『
黄
帝
内
経
』
中
「
百
姓
」
含
義
考
」
李
書
田
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 

(3) 176–178

「
論
我
国
第
一
部
眼
科
手
術
著
作
『
秘
伝
眼
科
龍
木
論
』」
張
鳳
梅
・
高

健
生
等
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 179–182

「
阿
維
森
納
『
医
典
』
中
脈
診
中
与
中
医
脈
診
関
係
的
澄
清
」
洪
梅
・

陳
家
旭
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 183–186

「
近
代
福
建
基
督
教
教
会
医
院
西
医
教
育
之
初
探
」
周
典
恩
・
郭
志
超

『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 187–190

「
読
『
中
西
医
病
名
対
照
大
辞
典
』」
李
経
緯
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 

191–192

「
古
代
「
瘟
」「
疫
」「
瘴
」
未
必
都
是
爆
発
流
行
的
伝
染
病
」
賴
文
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 148

「
鼻
内
窺
鏡
手
術
的
発
展
簡
史
」
牛
善
利
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 

169

「
葬
送
于
丹
薬
的
唐
代
六
帝
」
邱
玏
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 178

「
華
佗
教
育
思
想
」
魏
嘉
涛
・
魏
以
倫
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 190

「
世
界
第
一
部
解
剖
学
専
著
及
其
作
者
」
郝
清
華
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 137

「
章
次
公
淡
泊
名
利
」
張
雲
鵬
・
陳
理
書
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 

144

「
婦
産
科
学
之
父
」
張
艶
娥
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (3) 157

「
18
世
紀
西
医
学
対
疾
病
的
認
識
」
甄
橙
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 

195–197

「
科
挙
制
度
影
響
下
的
唐
代
医
学
人
才
選
抜
」
王
振
国
・
臧
守
虎
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 198–201

「
幾
種
道
教
丹
薬
在
唐
代
中
医
臨
床
的
応
用
」
邱

玏
『
中
華
医
史
雑
誌
』
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35 (4) 202–205

「
卑

惵
考
略
」
袁
冰
・

Sonya P
rizker等

『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 

206–208

「
玄
府
理
論
的
建
立
与
発
展
」
鄭
国
慶
・
王
艶
等
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 209–213

「
古
代
文
化
因
素
対
針
灸
選
穴
的
影
響
」
黄
涛
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 

(4) 214–219

「
民
国
期
間
争
取
中
医
教
育
合
法
化
運
動
始
末
」
郝
先
中
『
中
華
医
史

雑
誌
』

35 (4) 220–224

「
短
暫
性
腦
缺
血
発
作
（

T
IA
）
定
義
的
演
変
」
李
海
峰
・
魏
岡
之
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 225–229

「
頭
痛
疾
病
的
分
類
史
」
李
文
偉
・
蔡
定
芳
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 

230–234

「
紅
十
字
会
的
由
来
及
其
在
中
国
的
歴
史
」
李

沃
闌
・
王
正
運
等
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 235–237

「
従
三
七
興
起
看
影
響
中
薬
伝
播
的
因
素
」
翟
淑

婷
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 238–240

「
20
世
紀

40
年
代
閩
北
鼠
疫
流
行
史
料
」
楊
家
茂
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 241–244

「
簡
述
西
方
公
共
健
康
史
」
李
化
成
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 245–

249

「『
肘
後
備
急
方
』
中
的
伝
染
病
認
識
」
姜
丕
政
・
張
志
斌
『
中
華
医
史

雑
誌
』

35 (4) 224

「
心
臓
負
荷
試
験
的
発
展
年
表
」
馬
遠
様
・
史
孝
玲
等
『
中
華
医
史
雑

誌
』

35 (4) 253

「
青

霉
素
的
発
明
与
歴
史
功
勛
」
鄒
新
元
『
中
華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 

237

「
科
学
家
最
早
発
現
的
不
用
紡
織
的
細
菌
布
」
許
広
平
『
中
華
医
史
雑

誌
』

35 (4) 252

「
評
英
文
版
『
中
国
藏
医
薬
学
』」

Jurgen C
. A

schoff『
中
華
医
史
雑

誌
』

35 (4) 250

「
我
国
最
早
的
白
内
障
術
前
視
功
能
検
査
法
」
高
健
生
・
張
麗
霞
等
『
中

華
医
史
雑
誌
』

35 (4) 253
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